






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「世界を、揺ゆらすことだ」

「世界を、揺らす……？」

　唐とう突とつな師の言葉に、シオンはオウム返しで応こたえることしかできなかった。

「どういう意味なんだ？」

「分からぬか？　いや、分からぬだろうな」

　そう答えたきり、師は腕うでを組んで押し黙だまってしまった。顔を覆おおう黒い仮面に遮さえぎられ、その表情はまったくうかがえない。

「はあ」

　勝手に納なつ得とくして沈ちん黙もくした師の姿に、シオンは困こん惑わくする。

　伝説の『仮面の軍師』アートルム卿きよう。

　祖国グラニヤを追われたシオンは、長い逃とう亡ぼう生活の中で疲ひ労ろう困こん憊ぱいし、半ば行き倒だおれていたところを彼に拾われた。この山中の草そう庵あんで養われ、ようやく床とこから起き上がれるようになったのも、つい先日のことである。

「そうさな──シオン、お主の望みは何だ？　言ってみよ」

「それは……」

　決まっている、そんなものは一つしかない。

「一族の仇かたき討うちだ」

「その仇とは？」

「グラニヤ皇こう帝ていカイオン３世」

「そうか、ふむ」

　また押し黙るアートルム卿だが、今度の沈黙は短かった。

「皇帝の首ともなれば、帝都ゼノンの昂こう天てん宮きゆうに忍しのびこんで、という訳にはいくまい。狙ねらうならば、やはり行幸の時か」

　その言葉に、シオンは目を剝むく。

「出来るのか？」

「帝都に比べればまだマシというだけの話だ。だが順路の綿密な下調べと下準備があれば、全くの不可能事でもあるまい。それでも可能性は一割を切るだろうな」

「十分だ！　たとえ蟻ありの一いつ穴けつでも隙すきがあれば、後は俺の剣けんでこじ開ける！　頼たのむ師し匠しよう、俺にその術を教えてくれ！」

　そう叫さけぶなりシオンは、その場に伏ふして額を床に擦こすり付けた。

「あんたに迷めい惑わくはかけない、俺たちだけでやってみせる！　だから──」

「たとえ成功しても、お前は生きて帰れんぞ。必ず殺される」

「構わない。命なんて惜おしくない」

「仇を討っても、お前の一族が戻もどってくるわけでもない」

「だから何だって言うんだ!?」

　ついにシオンは逆上した。血走った目でアートルム卿をにらみ、そのまま詰つめ寄る。

「復ふく讐しゆうなんて無意味だから、諦あきらめろとでも!?　そんなお為ためごかし──」

「違ちがう違う。皇帝の首を取った程度で満足できるのかと、そう聞いているのだ」

「それは──」

　できるはずがない。

　一族討とう滅めつの勅ちよくを出したのが皇帝だとしても、実際に父を斬きったのはシオンがかつて師兄と慕したっていたあの男だ。

　いや、違う。そうではない──

「父上は、グラニヤを変えようとしていた。征せい服ふくと収しゆう奪だつで膨ふくれ上がった今の帝国には、いずれ限界がくる。その時が来る前に、あらたな国の形を定めねばと言っていた」

「お前から話を聞いて驚おどろいたよ。我が最大の敵手と思い定めていたアドウ元げん帥すいが、よもや私と同じ結論に達していたとはな」

　そんな師の慨がい嘆たんにも気づかず、シオンは言葉を続ける。

「それを拒こばむ者たちにより、父上は、母上は、妹は──俺の一族は殺された。ならば、今のグラニヤそのものが俺の仇だ」

「よく言った」

　シオンの言葉に、アートルム卿はうなずいた。

「シオンよ、お前の剣は戦場で敵を一〇人、一〇〇人、あるいは一〇〇〇人斬ることができよう。だが万人の相手は厳しく、ましてや一国を屠ほふることなど叶かなわぬ」

「…………」

「故ゆえに、世界を揺らさねばならぬ。世界を揺らし、時の流れを速め、お前の父の予想が正しかったことを証明するのだ。その結果としてグラニヤが滅ほろび、お前の仇も死ぬ。真の復讐とは、こうでなければならん」

　アートルム卿の言葉に、今度はシオンが押し黙った。

「……俺に、できるだろうか？」

「分からぬよ。保証はできぬ。だがその見込みがあると思ったからこそ、私はお前たちを拾ったのだ」

「なら師匠、俺にその術を教えてくれ！」

　先ほどの言葉を繰くり返し、再びシオンはアートルム卿に額ぬかずく。

「頭を上げろ、シオン。そのためにお前たちを拾ったのだと、言ったばかりではないか」

　そう言いながら師は、仮面の奥で笑っていた。

　少なくともシオンには、そう見えた。
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　それは、奇き妙みような立ち合いだった。

「セラちゃん、準備はいいかい？」

　ごく気軽な口調で、シオン・ナグザレアはそう言った。平服姿かつ無手のまま、ごく自然体で立っている。

　そこそこ整った顔には、いつもの飄ひよう々ひようとした笑えみを浮うかべていた。

「いつでも構わない」

　対たい峙じする騎き士し服姿の少女──セレイン・コーディアナの様子は、対照的に真剣そのものである。訓練用の木剣を大上段に構えたまま、まばたき一つせずシオンの一挙手一投足を注視していた。

　引き締しまった端たん整せいな顔には、薄うすく汗あせがにじんでいる。

「じゃあ、まずは一つ」

　そう言うなりシオンは、軽く右手を振ふる。一見、何気ない仕草。だがその動きに練り上げられた源力エーテルが籠こもっているのを、セレインは見取っていた。

（──来る！）

　セレインの意識が、深く鋭するどく研とぎ澄すまされていった。同時に彼女の青い瞳ひとみが、内から淡あわい光を放つ。

「──〈風ふう陣じん〉」

　シオンの声と共に、轟ごうと大気が渦うず巻まいた。

　放たれたのは、圧縮された風の拳こぶし。見えざるその一いち撃げきを、セレインの目は辛かろうじて捉とらえた。

　身をよじり、風の軌き跡せきからギリギリで身を逸そらした。不可視の拳が頰ほおをかすめ、三つ編みにした金きん髪ぱつを揺らす。

「お、かわしたか」

　気の抜ぬけた声でそう言うシオンを、セレインはキッとにらみつけた。

「どうだ、シオン！」

「おいおい。この程度は読めて当然、避よけて当然」

　その物言いに、腹を立てる暇ひまもない。木剣を構えなおしたセレインの前で、シオンは左右に広げた両手を大おお仰ぎような動作で振るい、交差させる。

「次、こいつはどうだ？」

　再び、風が放たれた。鋭く研ぎ澄まされた風の刃やいばが、左右二条。それぞれ独自の軌き道どうを描えがいてセレインに迫せまる。

「ふっ」

　短い呼気と共に、セレインは木剣を打ち振った。迅じん速そくかつ精せい妙みような太刀たち筋が、一振りで左右の刃を捉え、打ち砕くだく。

　それを見たシオンが、賞賛の口笛を吹ふいた──その瞬しゆん間かん、セレインは一気に駆かけ出した。

　身を低くかがめた姿勢で、両脚あしに渾こん身しんの源力エーテルを込こめ、爆ばく発はつ的な疾しつ走そうで一気にシオンとの間合いを詰める。

「やるねえ。じゃあちょっとばかし、本気で行くぞ」

　続くシオンの一手は、今までのように分かりやすい仕草や動作を伴ともなわなかった。

　自然体で立つシオンの眼前に、突とつ如じよとして現れた風の礫つぶて。その数は、数十余りもあった。それが一息に放たれ、セレインを迎むかえ撃うつために殺さつ到とうする。

「何のこれしき！」

　すくみそうになる脚を𠮟しつ咤たし、セレインは吠ほえた。

　青く輝かがやく彼女の眼めは、迫る無数の風礫を完全に捕ほ捉そくしている。手にした木剣を続けざまに振るい、風礫を空そら恐おそろしいほどの正確さで次々と打ち落としていった。支障なしと見送った数発の風礫が肌はだをかすめるものの、その脚は止まらない。

（もらったぞ！）

　シオンはもう目の前だ。三歩の距きよ離りを一ひと跳とびで詰めるべく、セレインは身をかがめ──その瞬間、シオンの姿がかき消えた。

「なっ!?……下か！」

　一瞬の自失は、致ち命めい的だった。身をかがめたセレインのさらに下、地面すれすれを蛇へびのように這はったシオンの蹴けりが、セレインの軸じく足あしを払はらう。

　宙を舞まうセレインの体。何とか体勢を立て直そうと空中で身をひねるセレインだが、それを見み逃のがすほどシオンは甘くない。

「これで、詰みだな」

「く、くそっ」

　着地間ま際ぎわに組み付かれる。セレインも振りほどこうと足あ搔がくが、素す手での体術や組み打ちではシオンの方がはるかに上だ。木剣が手からもぎ離はなされ、そのままあっさりと地面に組み伏せられてしまう。

「……私の負けだ」

「素す直なおでよろしい」

　未練たっぷりにセレインがそう認めると、シオンはあっさり拘こう束そくを解いて立ち上がった。

「立てるかい？」

「いらん」

　差し出されたシオンの手を、セレインはしかめ面つらで振り払った。騎士にあるまじき潔いさぎよくない振る舞まいだと分かっているのだが、シオンのにやけた顔を見ていると、どうにも虚きよ心しんで接せないのである。

　と、そこで二人に拍はく手しゆがかけられる。

「見事な立ち合いでしたよ、二人とも」

　声の主は、エルザイム王国摂せつ政しようローゼリア・ラセル・ウナト・エルザイム王女だった。銀の髪かみと紫むらさきの瞳に彩いろどられた美び貌ぼうには、上品な笑みが浮かんでいる。

「殿でん下か」

　慌あわてて立ち上がったセレインは、主君へと騎士の礼を取った。

「不調法なものを、お見せいたしました」

「謙けん遜そんしなくてもよいのですよ、セレイン」

　そう言いながらローゼリアは、傍かたわらの小こ柄がらな少女を振り向いた。優美な肢し体たいを包む長衣が、衣きぬ擦ずれの音を立てる。

「ルル、二人にお水を」

「はいですの」

　うなずいた少女が、水差しと杯さかずきを手にセレインたちの方へと駆け寄ってくる。シオンの義ぎ妹まいである、ルル・セーファ・ナグザレアだった。

　頭の両側でまとめた金髪が、陽光に揺ゆれている。

「どうぞ、お水ですわ、セラお姉様。お兄様も」

「すまないな、ルル」

「ありがとさん」

　差し出された杯に、冷水が注がれた。セレインもシオンも一気に呷あおり、立ち合いで火ほ照てった体を冷ます。

　うまい。

「もう一いつ杯ぱい、もらおう」

「どうぞどうぞ」

　ここはエルザイムの王城たる星せい霊れい宮きゆう、その一画にある庭園だ。時刻は正午、木こ陰かげに設けられた席からシオンとセレインの立ち合いを観戦していたのは、ローゼリアとルルに加えてもう一人──

「実に見ごたえのある勝負だった」

「アートルム卿きよう」

　黒衣仮面の軍師の言葉に、セレインは背筋を伸のばして姿勢を正す。

「シオン殿どの──かの黒こく天てん騎士〈鴉〉コローネと、ここまで渡わたり合うとは」

「いえ、私などまだまだです」

　そう謙遜するセレインだが、シオンがそこで口を挟はさんできた。

「確かにまだまだだな。裏門を開いたのはいいけど、振り回されっぱなしだ」

「…………」

　無ぶ遠えん慮りよにそう言うシオンを、セレインは横目でにらみつける。だが反論はしないし、そもそもできない。

　今の立ち合いで自分がシオンに一いつ蹴しゆうされたのは、事実なのだから。

「とはいえセラちゃん、筋はいいから安心しな」

「本当か？」

「ああ、これからもたっぷりと揉もんでやるさ」

　そう言うなりシオンは、両手を卑ひ猥わいな仕草で蠢うごめかせる。何やら身の危険を感じたセレインは、思わず自分の引き締まった肢体をかき抱いだいた。

「ど、どこを揉むつもりだ、お前は!?」

「お兄様、いくら何でも下品ですわ！」

　ルルまでセレインを庇かばって、義兄を非難していた。ローゼリアはそれらのやり取りを見やってころころと笑いながら、卓たく上じようの鈴すずを鳴らす。

「そろそろ昼食を運ばせますけど、皆みなも一いつ緒しよにいかが？」

　その誘さそいに、シオンとセレインは揃そろってうなずいた。

「では、お言葉に甘えまして」

「ありがたい、腹が減って死にそうだったんだ」




　時に、大陸暦一三三四年。

　西方デユシア大陸東部のエルザイム王国は、戦いくさの真っただ中にあった。北部の軍事大国グラニヤ帝てい国こくが、東部へと侵しん攻こうしたのである。

　大陸を二つに分かつカドラケスの大山脈を越こえたのは、グラニヤ十二騎士団から選ばれた三万騎の大軍。その大兵力をもって、エルザイムの北に位置するダール半島一帯を、瞬またたく間に占せん拠きよした。

　この国難に対して立ったのが、ローゼリア王女である。

　グラニヤの侵攻に先立ち、高名な『仮面の軍師』アートルム卿を招しよう聘へいした王女は、国内のグラニヤ恭きよう順じゆん派との内戦に勝利する。そして父王ダマーナ３世より、摂政として国政を委ゆだねられたのだ。

　次いでダール半島のグラニヤ軍のうち、十二騎士団の一つ青せい嵐らん騎士団一万騎が先せん陣じんとして南下を始めた。対するエルザイム軍は、国境の城じよう塞さい都市テリナスでこれを迎え撃つ。

　長引くかに思われた攻こう囲い戦は、アートルム卿の軍略によりわずか一夜で決着がつく。内通を装よそおい、夜や襲しゆうをかけたグラニヤ軍を城内に引きこんで火計にかけるという奇き策さくによって、青嵐騎士団を殲せん滅めつしたのだ。

　この勝利によって、戦の趨すう勢せいは大きくエルザイムに傾かたむいた。だがグラニヤはいまだ二万騎の大軍でダール半島に拠より、兵力で劣おとるエルザイムは国境の防衛に専念している。

　戦せん況きようは硬こう直ちよくしたまま、秋を迎えようとしていた。




　用意された昼食は、薄うす手でのパンで冷肉や生野菜を包んだものだった。酸味を利きかせたソースが、素材の素す性じようを引き立てている。

「うむ、これは美味うまい」

　立ち合いで腹を空すかせていたセレインは、三人前をペロリと平らげる。シオンも負けじと、四食目に手を伸ばしていた。

「まあ」

　見事な健けん啖たんぶりにルルが目を丸くしたが、セレインもシオンもそれを気に留めていない。いついかなる時でも栄養を摂せつ取しゆ可能な強きよう靭じんかつ健康な胃腸は、騎士としての素養の一つなのだから。

「ところでさ、今日の昼飯に酒は出ないの？　水で割った蜂はち蜜みつ酒とか、素す敵てきに合いそうなんだけど」

　シオンの横着な注文に、ローゼリアは首を振ふった。

「今日はお酒を控ひかえてもらいます。皆にこれから、やってもらいたいお仕事がありますので」

「当然だな、シオン。今夜の舞ぶ踏とう会の警備を忘れたのか？」

　続いてセレインが言葉を重ねると、シオンは居い心ごこ地ち悪げに頭をかく。

「いや、その、忘れたわけじゃないけどさ」

　ここエルザイムの王都アクベには現在、他の東部諸国からの代表が集まりつつあった。グラニヤの侵攻に対して諸国との同盟と団結を求める、ローゼリアの呼びかけに応じてのものである。

　正式な会議が開かれるのは明日だが、それに先立つ今夜は代表たちを歓かん迎げいするための舞踏会が予定されていた。

「オルデス王国、ルーベント王国、それにイースナ公国の代表は、昨日までに到とう着ちやくしております。遅おくれていたドーン王国の代表からも、昼過ぎには到着するという先さき触ぶれの使者が届きました」

「ダール自由都市連合を除く、東部六ヶ国代表の揃い踏ぶみってことか」

　シオンのつぶやきに、ローゼリアがうなずいた。

　ちなみにローゼリアはすでに到着した三国の代表をもてなすため、朝から自ら接待を続けていた。この昼食も、そんな忙いそがしい時間の合間を縫ぬってのものである。

「お任せください、殿下。警備は万ばん全ぜんです。たとえ不届き者が城内に忍しのび込もうと、必ずや一刀両断に──」

「ああ、そういうのはいいですから。セレインとシオン、あなたたち二人は警備から外します。騎き士しとして、舞踏会に参加なさい。その場で、代表の方々にあなたがたをお披ひ露ろ目めいたします」

「え？」

　思いがけないローゼリアの言葉に、セレインは戸と惑まどった。

「なぜ私のような、一いつ介かいの騎士を？」

「自分を卑ひ下げしてはいけませんよ、セレイン。あなたたちはテリナスの勝利の立役者なのですから」

「私たちが？」

　怪け訝げんそうなセレインに対し、アートルム卿がそこで口を挟む。

「あの戦いの際、テリナスの城内に潜せん入にゆうしたグラニヤの黒天騎士二人を、君たちは撃げき退たいした。その活かつ躍やくがなければ、おそらくテリナスは落ちていただろう。加えて黒天騎士はグラニヤの力の象しよう徴ちよう、それを退けた意味は大きい」

「あれは、まぐれのようなものです」

　セレインの返答は、謙遜ではない。彼女自身の実感だった。

　グラニヤ十二騎士団一〇万騎の頂点に立つ、わずか一二人の黒天騎士。『一人が一軍に匹ひつ敵てきする魔ま人じん』との風聞が誇こ張ちようでも虚きよ飾しよくでもないことは、実際に剣けんを交えたセレインがよく知っている。

　と、そこでアートルム卿が重々しく口を開いた。

「たとえまぐれであっても、黒天騎士を君たちが退けた。その事実が重要なのだ。そもそも及および腰ごしだった東部諸国が今回の会議に応じたのも、テリナスにおけるエルザイムの勝利を見た結果なのだからな」

「あ──」

　ようやくセレインにも、ローゼリアとアートルム卿の言いたいことが分かった。

「つまり私たちに、『グラニヤ恐おそれるに足らず』と喧けん伝でんする看板になれと？」

「不ふ愉ゆ快かいかしら？」

「いえ、武ぶ勲くんは騎士の誉ほまれですし。ですが──」

　言葉を濁にごしたセレインは、横目でシオンを見やった。

「その、シオンの素性ですが……」

「そこはうまく誤ご魔ま化かすさ。今さらグラニヤの生まれとか言っても、周りから怪あやしまれるだけだしな」

　あくまで気楽なシオンを見て、セレインは顔をしかめる。

「もう少し真剣に考えろ。お前はただの亡命者ではないのだぞ。元グラニヤ黒天騎士〈鴉〉コローネのシオン・ジルヴァ」

　かつての名で呼ばれても、シオンはまだニヤニヤと笑っていた。

「セラちゃんこそ、ちゃんと口裏を合わせておいてくれよ？　そういう芝しば居いや腹芸みたいなの、苦手だろ」

「まったく、ああ言えばこう言う」

「まあまあ──あら、もうこんな時間」

　二人のやり取りにクスクス笑ったローゼリアが、不意に席を立つ。

「どちらへ？」

「もうじきドーン王国代表のカルブレア侯こう爵しやくが到着なさる頃ころ合あいですので、出で迎むかえの準備をいたします」

「お供いたしましょうか？」

「無用です。セレイン、あなたも今のうちに舞踏会の用意をしておきなさい」

「は」

「あなたに似合うドレスを何着か見み繕つくろっておきました。好きなものを選ぶように」

「了りよう解かい──って、ええっ!?」

　ローゼリアの無体な命令に、セレインは悲鳴じみた声を上げた。

「どうしたのかしら、大きな声を出して？」

「お、お待ちください、殿でん下か！　騎士としての披ひ露ろうである以上、装いも騎士服であるべきなのでは──」

「何を言っているのです、舞踏会なのですよ」

　セレインの懸けん命めいの抗こう議ぎは、あっさり却きやつ下かされた。ローゼリアはそのまま中庭を立ち去る。

「ルル、あなたはセレインの着付けを手伝ってあげて」

「はいですの！」

　勢い込んだルルが、そのまま満面の笑えみでセレインの右みぎ腕うでをかき抱いた。

「さあ、参りますわよセラお姉様。素敵なドレスを選んで差し上げますわ」

「い、嫌いやだ！　あんなぞろぞろした格好、もう二度とご免めんだ！」

「そんな聞き分けのない我がままを仰おつしやってはいけませんの」

　ルルは抵てい抗こうするセレインを、城内へと引きずっていく。

「た、助けてくれ、シオン──」

「たっしゃでなー」

　それを見送りながらシオンは、気楽な調子で手を振っていた。




　セレインたちが立ち去った中庭には、シオンとアートルム卿きようだけが取り残されていた。

「『そこはうまく誤魔化す』ねえ」

　そう小声で言いながら、アートルム卿は仮面をはずす。その下からのぞいた顔は、まだ年若い娘むすめのものだった。

「せめてこちらだけでもバラしてくれるとありがたいのだけど、シオン様」

「そいつは無理だな、カナン」

　影かげ武む者しやを務める忠実な従者の言葉に苦く笑しようしながら、シオンは仮面を受け取った。そのまま仮面を、自身の顔に押し当てる。

「皆みなが俺みたいな若造の軍略を聞いてくれるのも、こうやって師し匠しようの名を借りているからだ。もうしばらく、こいつは手放せない」

　シオンが軍師アートルム卿に師事し、その名と仮面を譲ゆずり受けた二代目であることを知る者は、ごく少ない。

「まだ当分の間、お前にも影武者として苦労をかけることになると思う。今晩の舞踏会も、頼たのんだぞ」

　カナンに仮面を返しながら、シオンはそう言った。

　先ほどローゼリアが言った通り、シオンは今夜の舞踏会に出席する予定だ。そうである以上、アートルム卿としての役は影武者のカナンがこなさねばならない。

「正直、自信がない」

　ほんのわずかに不平をにじませ、カナンはぼやいた。

「私はしょせん、一介の密みつ偵てい。他国の代表から今後の軍略についてあれこれ質問されたら、きっとボロが出る」

「なーに、その時は『今は語るべき時じゃない』とか適当なこと言って煙けむに巻まいて、先送りすればいいんだよ。どうせ本番は、明日の会議なんだからさ。そっちは俺が、きっちり引き受ける」

　不安げな従者と違ちがい、主あるじはあくまで気楽そうだった。

「……努力はする」

　渋しぶ々しぶそう言ったカナンを、シオンは真しん摯しな目でじっと見やる。

「ど、どうしたの、シオン様？」

　いつになく真面目な主の様子に、カナンはほんの少しだけ狼狽うろたえてしまった。

「グラニヤとの東部での戦いくさも大おお詰づめだ。次はまず間ま違ちがいなくクヨウ兄──〈獅子レオーン〉のクヨウ・スランが出てくる」

「同意する。かつてない大敵」

「俺たちの大望にとっても、大事な一歩だ。頼むぞ」

　差し出されたシオンの手を、カナンは握にぎり返す。

　大きく、力強く、そして温かな手の感かん触しよくが伝わる。ジルヴァ家累るい代だいの郎ろう党とうとして生まれたカナンにとって、物心つく前から共に育った大切な主の、そして掛かけ替がえのない幼おさな馴な染じみの手だった。

「シオン様はずるい。こういうことされると、逆らえなくなってしまう。この女たらしのすけこまし」

「何なら、きっちり俺にたらしこまれてみるか？」

「……もうとっくに、たらしこまれている」

「え？」

　気安い軽口への思わぬ返しに、シオンは戸惑った。そんな主を残し、カナンは立ち上がる。

「私も、もう行くから。それと──」

　立ち去る前に何か言おうとして、カナンは口ごもった。

「どうした？」

「ううん、なんでもない」

　被かぶりなおした軍師の仮面の下に、言葉を押しこめる。

（シオン様、あなたの本当の妹君──ラン様のことはどうするの？）

　カナンはその問いを、どうしても口にできなかった。




　ソーズベル城じよう塞さいの城門が、重々しく軋きしみながらゆっくりと開いた。黄色い甲かつ冑ちゆうを纏まとった騎き士しの一隊が、二列の縦隊で入城する。

　高々と掲かかげられた十二弁べん紋もんのグラニヤ軍旗が風に翻ひるがえるのを、ラン・ジルヴァは城塞の一室から見下ろしていた。

「また、黄こう道どう騎士団の隊が戻もどってきました」

　昼下がりの気け怠だるい空気の中、しどけなく寝しん台だいに横たわりながら、ランはつぶやいた。短く切り揃そろえた白い髪かみを右手でゆっくりとかき上げる仕草は、まだ一八歳の少女とは思えないほど艶なまめかしい。

　大たい儀ぎそうに身を起こしたランは、部屋の片かた隅すみの机を見る。

「クヨウ様は、このソーズベルに全軍を集結させるおつもりなのですか？」

「可能な限りだがね」

　机についていた黒衣の騎士──クヨウ・スランは、振ふり向きもせずにそう答えた。多数の書面に目を通しては署名を繰くり返しており、寝ね乱みだれたランの姿を一いつ顧こだにしない。

　クヨウは現在の黒天騎士団長であり、またグラニヤ東部遠えん征せい軍を率いる主将でもある。占せん領りよう下にあるダール半島の軍政も一手に担になっており、本来ならば日中は多数の吏り僚りようや祐ゆう筆ひつと共に執しつ務む室に詰めねば、捌さばき切れない量の仕事を抱かかえていた。

　それを実務に疎うといランのみを連れて自室にこもり、なおかつ遺い漏ろうも錯さく誤ごも何一つとして起こさないのが、クヨウの流りゆう儀ぎだった。

「壊滅した青嵐騎士団の生き残りは、三〇〇騎に満たない。今、使える戦力は赤せき炎えん騎士団と黄道騎士団を合わせて二万騎きだ。今までのように占領地確保のためとはいえ、黄道をダールの全土に分散させておく余よ裕ゆうはない。難しいところだよ」

「私がいるではありませんか」

　透すけるように薄うすい夜着姿のまま、ランはクヨウの背に抱だきつく。

「この黒天騎士〈白鳥キユノクス〉の力、どうか信じてくださいませ」

「もちろんだとも。だが君の力は、シオンへの押さえのために温存しておかなければね」

「あにさまの……」

　脳のう裏りに双ふた子ごの兄であるシオンの姿を思い浮うかべ、ランは唇くちびるを嚙かみしめる。

「何なら、シオンの相手は私が引き受けようか？　それならば君の力を遠えん慮りよなく──」

「嫌です！」

　そう声を張り上げたランは、クヨウをかき抱く両の手に力をこめた。

「あにさまは、私のもの。決して誰だれにも、譲りません。たとえそれが、クヨウ様でも」

「やれやれ、まったく困った人だな」

　苦笑したクヨウは、ようやく仕事の手を止めた。剝むき出しになっていたランの白い腕を撫なでさすり、唇を寄せる。

「────あっ」

　ランは押し殺した嬌きよう声せいを漏もらし、クヨウの背にしな垂れかかる。その白い髪に、クヨウは指を這はわせる。

「何だい、これは？」

　不意にクヨウが眉まゆをひそめた。ランが髪に挿さしていた簪かんざしをスッと引き抜ぬく。

「それは──」

　ランの見せた小さな狼ろう狽ばいを無視し、クヨウは銀と紅玉で薔薇ばらを象かたどった簪を、矯ためつ眇すがめつ確かめる。

「リュック・ナホトの作、ではないな。贋がん作さくか。確かに細工は悪くないが、君に相応ふさわしい品には──」

「いいんです！」

　思わずランは大声を上げた。クヨウの手の上から、簪を握りしめる。

「ラン？」

「これじゃないと、ダメなんです」




　　　　２




　エルザイムの王都アクベにそびえる星霊宮は、いくつもの顔を持っている。

　戦時においての城塞、国王や王族の住まう居館、国政の中ちゆう枢すうとしての政庁、等の役割がそれである。

　その夜の星霊宮が見せたのは、国内外の貴き顕けん淑しゆく女じよが一堂に集う、華はなやかな社交・外交の場としての面だった。

　音合わせをする楽人たちの奏かなでる音色が、緩ゆるやかに大広間へと流れている。甘い香こうが薫たかれ、日暮れ前から無数の燭しよく台だいに火が灯ともされていた。摂せつ政しよう主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会となれば、当然の贅ぜい沢たくだろう。

　主しゆ賓ひんである各国の代表をはじめ、着き飾かざった参加者たちは身分や立場に応じて振り分けられた控ひかえの間で、舞踏会が始まるのを今か今かと待ちわびている。シオンには手て狭ぜまながら一室が用意されていた。

「ほう、似合うじゃねえか」

　控えの間でシオンにそう話しかけてきたのは、義父のエルザイム王国宰さい相しようサイラス・セーファ・ナグザレア伯はく爵しやくだった。爵位持ちの貴族というより与よ太た者ものじみた風ふう貌ぼうの人物だが、今日はさすがに身なりを整えている。

　エルザイム剣けん十字騎士団の正装を着こんだシオンを、上から下までジロジロ無ぶ遠えん慮りよに眺ながめまわしている。

「どうもこういう、ぞろぞろした格好は面めん倒どうで苦手だ」

「文句言うなよ。そういや黒天騎士団ってのは、やっぱりいつも黒ずくめなのか？」

「ああ。それに加えて正装の時は、覆ふく面めんを被ることになってるんだ」

　両手で顔を覆おおいながら、シオンはそう答えた。指の間の隙すき間まから、義父の顔をじっと見上げる。

「戦時は兜かぶとの面めん頰ぽおで、平時は騎士服の覆面で、それぞれ顔を隠かくすのが黒天騎士のしきたりだ。己おのれ自身の個を消した、皇こう帝ていの意思の代行者であることの顕あらわれってやつさ」

「……グラニヤの方が面倒くさいだろ」

「さすがに今じゃ、式典の時くらいしか守ってるやつはいないけどな」

　軽く肩かたをすくめて、シオンは笑う。

「それより親おや父じ、今まで姫ひめさんと一いつ緒しよに各国の代表のところを回ってきたんだろ。手て応ごたえはどうだった？」

「グラニヤ相手に兵を出すことは、どの国も腹を決めている。その点では心配いらねえ」

「そいつは重ちよう畳じよう」

　宰相としてのサイラスは、外交や交こう渉しようの達者として知られている。諸国の宮きゆう廷ていを歴訪して粘ねばり強くグラニヤの打だ倒とうを説き、今回の会議を取り付けたのは彼の功績だった。

「問題はこの先だな。兵を出すから口を出させろ、ってどの国も軍略にあれこれ注文をつけてくるだろう。面倒なことになるかもしれんぞ、倅せがれよ──いや軍師殿どの」

「任せてくれよ、宰相閣下」

　サイラスはエルザイムの国内で、アートルム卿きようの正体を知っている数少ない人物だ。仮かり初そめの父と子は、よく似通った人の悪い笑えみを交かわす。

　と、控えの間の扉とびらが外から叩たたかれた。

「お父様、お兄様、セラお姉様をお連れいたしましたの」

「おう、ルルか。入れ入れ」

　愛まな娘むすめの声に、サイラスは鷹おう揚ように答えた。シオンが部屋の扉を開き、ルルとセレインを部屋に招き入れ──

「……おう」

「へえ、大したモンじゃねえか」

　シオンは驚おどろきに目を丸くし、サイラスは賞賛の口笛を吹ふき鳴らした。二人そろってマジマジと、立ち尽つくすセレインを見つめる。

「……み、見るな──」

　今にも消え入りそうなか細い声を絞しぼり出すセレインの姿は、有り体ていに言って、実に見事なものだった。

　身に纏った純白のドレスは、肩から背中にかけて大だい胆たんに開いており、引き締しまった長身を引き立てていた。いつもは三つ編みの金きん髪ぱつも高々と結ゆい上げられており、金銀や宝石の細工物で飾かざり立てられている。

　だがそれにもかかわらず、薄い化け粧しようの施ほどこされたセレインの顔は、羞しゆう恥ちに赤く染まっていた。

「わ、私が女にしては背が高すぎることも、筋肉が付きすぎていることもよく分かっている！　こ、こんな格好をしても、みっともなくて滑こつ稽けいなだけだ！」

　そう喚わめくセレインに、ルルは口を尖とがらせる。

「むー、そんなことありませんの。とてもお綺き麗れいですわよ、セラお姉様」

「まったくだ。どれだけ自己評価が低いんだか」

　ルルに同意したサイラスは、あらためてセレインを品定めする。

「ダルカンのやつが、今ここにいないのは惜おしいな。あいつにも、この晴れ姿を見せてやりたかった」

　セレインの父であるダルカン・コーディアナ元将軍は今、城塞都市テリナスの城将としてアクベを離はなれているのだ。

「やめて下さい！　こんな姿を父上に見られたら、恥はずかしくて死んでしまいます！」

「こいつは重じゆう症しようだな。──おい、気張れよ倅」

　いくぶん辟へき易えきとした顔になったサイラスが、先ほどから立ち尽くしているシオンの肩を叩く。

「え？　お、俺？」

「当たり前だろ。お前がセラのエスコート役なんだからよ」

「いや、その──」

　いつも互たがいに騎士として、気の置けない付き合いをしているセレインなだけに、女性としての姿を見せられて戸と惑まどっているのだ。

「皆みな様さま方、大変お待たせ致いたしました。どうぞ、大広間へとお越こしくださいませ」

　大広間の方向から、舞踏会の開始を告げる呼びかけの声が、朗々と響ひびいていた。サイラスがニヤニヤと笑う。

「時間だぞ」

「そ、そうだな。よし──」

　頰を叩いて気合いを入れ直したシオンは、セレインの元に急いだ。そのままぎこちない動きで、右手を伸のばす。

「じゃ、じゃあ、行こうか」

「お、おう」

　セレインも観念、あるいは開き直ったのか、むんずとシオンの手を取る。そのまま二人そろって、ギクシャクと大広間に向かって歩き出した。

　その背を見送りながら、サイラスは盛せい大だいにため息をつく。

「やれやれ、百戦錬れん磨まの黒天騎士様が情けない。ああいうところは、まだガキだな」

「きっとあのお二人は、あれでいいんですの」

　一方のルルは、嬉うれしそうに笑っていた。




　円えん舞ぶ曲の調べが軽やかに奏でられ始めたのは、大広間の正面の扉が開かれるのとほぼ同時だった。

　精せい緻ちなステンドグラスや繻しゆ子す緞どん子すのタペストリー、活いけられた季節の花々で色いろ鮮あざやかに飾り立てられた大広間に、着飾った貴顕淑女が足を踏ふみ入れる。華やかな音と色で満たされた室内で、若い貴族の男女は今夜の相手を探し求めている。

　その中でひときわ目立つのは、やはりローゼリアの姿だった。

「おお、摂政殿でん下かだ」

「なんてお美しい」

　男性からの崇すう拝はいと女性からの賞賛を一身に集めながら彼女が向かったのは、主賓である東部諸国の代表たちの元だった。その中でもひときわ若い、二〇代半ばの男性──ルーベント王国のアルモダン王子へと、親しげに話しかける。

「お久しぶりです、アル兄様」

「ローゼリアか。確か五年ぶりかな」

「ええ、兄様の結けつ婚こん式の時以来になります」

　今は亡きローゼリアの母はルーベント王家の出身で、現国王の妹に当たる。つまり、ローゼリアとアルモダン王子は従兄妹いとこ同士なのだ。

「東部一の美び姫きか。あのお転てん婆ばだったローゼリアが、ずいぶんと綺き麗れいになったものだ。見み違ちがえたよ。今夜ばかりは妻と子供を忘れ、君へ愛をささやきたくなった」

　歯の浮うくような口説き文句に、ローゼリアはクスリと笑った。

「まあ酷ひどい。これは義姉おねえ様に告げ口いたしませんと」

「それは困るな。どうしたら許してもらえる？」

「では、わたくしと一曲、踊おどってくださる？　それで忘れて差し上げます」

「喜んで」

　互いの手を取り合った二人は、他の代表たちに会え釈しやくした後、滑すべるような足取りで大広間の中央に向かう。

　東部諸国のうちオルデス王国、ドーン王国、イースナ公国の三国は宰相級の重臣を代表として送ってきたが、ルーベント王国は世よ継つぎの王太子であるアルモダンを遣つかわしていた。それだけ今回の会議を重視しているという姿勢の表れであり、主催側のローゼリアはまず彼と踊ることによってそれに対する感謝の気持ちを示したのだ。

　先ほどのやり取りも、それを踏まえた上での言葉遊びである。

　東部一とまで謳うたわれる美び貌ぼうのローゼリアだが、アルモダンもそれに見み劣おとりしない風格の貴公子だ。鮮あざやかに舞まい踊る二人の姿は、たちまち皆みなの注目を浴びた。




　宴えんはまだ始まったばかり。

　今から踊りに夢中なのは若者たちがほとんどで、年配の貴族たちの多くは酒しゆ杯はいを手に壁かべ際ぎわへと下がって、会話に興じている。

　と、そんな大広間の一画にざわめきが起こった。

「はて、あの美女はどなたかな？　見ぬ顔だが」

「どれどれ？　ああ、騎き士し団だんの──」

　人々の注目を浴びていたのは、セレインとシオンの二人だった。正確に言えばセレインが周囲の注目をあつめ、シオンはそのおまけ状態である。

「いつもの騎士服姿も凜り々りしいが、着飾った姿があそこまで美しいとは」

「この宮廷にも、いまだ知られざる花があったようですな」

　そういったささやきが交わされる、セレインは大おお仰ぎように身を竦すくませていた。

「皆、私を見て笑っている」

「いや、褒ほめてるんだよ」

「そんなわけがあるか！　……やはりみっともないのだ。無様なのだ」

「なんで泣き言!?」

　最初は気き後おくれしていたシオンだが、グダグダのセレインをあれこれなだめているうちに、すっかりいつもの調子を取り戻もどしている。

「やはり私は、こういうのが苦手だ」

　硬かたい表情で、セレインは言った。

「こういったヒラヒラした服も、ああいうクネクネと持って回ったお喋しやべりも好かん。香こう水すいの匂においがきつすぎて鼻が曲がりそうだ。大体、騎士たるものが寸鉄すら帯びてないとは、不心得にも程ほどがある」

　せめて護身用の短たん剣けんを隠かくし持とうとしたセレインだが、寸前でルルにばれて没ぼつ収しゆうされたのだ。そういった諸もろ々もろの不満を、延々と垂れ流している。

「これで変事の際、どうやって姫をお守りせよと言うのだ」

「その気になれば牛を素す手でで殴なぐり殺せる女が、何を言ってるんだか──と、お久しぶりですアプソン卿」

　セレインの愚ぐ痴ちを聞き流しながら、シオンは顔見知りの貴族に如じよ才さいなく会釈した。

　今年の春にエルザイムへ仕官してまだ半年足らずのシオンだが、『養家と腕うで前まえを鼻にかけないお調子者の新参騎士』として、宮廷にそれなりの立ち位置を築いていた。

「シオン、私たちも踊るぞ。まだ体を動かしていた方がマシだ」

「はいはい、仰おおせのままに」

　畏かしこまってセレインをエスコートしつつ、シオンは円舞の輪に入り──そしてたちまち顔を引き攣つらせた。

（おいおい）

　決してセレインの踊りが下手なのではない。というよりも、上手うまい。体幹はブレず、ステップは正確で、ターンには切れがある。

　問題は、彼女の入れ込みようだった。

　射殺すかのような鋭するどい目でシオンをにらみつけながら、振ふり回すような激しい勢いでグイグイと迫せまってくるのである。その気合と圧力は、尋じん常じようではない。まるで武術の型かた稽げい古こか約束組手のようだ。

（ていうか、昼間の立ち合いより殺気立ってないか!?）

　交かわすステップを一つでも間ま違ちがえれば、その瞬しゆん間かんに足を踏み砕くだかれそうだ。尚しよう武ぶの国グラニヤ出身のシオンでも、こんな危険な踊りは初めてである。

「ほう、あのように大胆な踊りを見るのは初めてだ」

「先ほどのローゼリア殿下の優美な踊りとは、また別の見事さですな。いやはや、甲こう乙おつつけがたい」

　外野から飛んでくる無責任な評価が腹立たしい。

（いいから黙だまってろ！）

　ようやく一曲が終わった時、シオンはすっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいして荒あらく息をついていた。

「どうしたシオン、この程度でへばるとは、鍛きたえ方が足りないぞ」

　セレインの方はというと、踊りで体を動かしてスッキリしたのか、いつもの様子を取り戻している。

「たまには踊りもいいものだな。もう一曲、踊ってくれるか？」

「……無理。次の犠ぎ牲せい者──もとい相手を探してくれ」

　喘あえぎ喘ぎ、なんとかシオンはそう答えた。




　そんなシオンとセレインを、ローゼリアたちは少し遠間から見ていた。

「なるほど、彼らがグラニヤの黒天騎士を降くだしたという、君のご自じ慢まんの近衛このえ騎士か」

　水で割った蜂はち蜜みつ酒の杯さかずきを手に、アルモダン王子はそう言った。上品な微笑ほほえみを浮かべつつ、二人を確かめている。

「なんでも一人は、新たに召めし抱かかえた新参者だとか。いくら腕うでが立つとはいえそんな彼を近衛に取り立てるとは、よほどお気に入りのようだね」

　冗じよう談だんめかして言うアルモダンだが、その声には探さぐるような響きがある。

「ええ、そうよ。アル兄様」

　その反応に気づかないふりをしつつ、ローゼリアは笑った。

「わたくし、すっかり彼に夢中なの」

「────」

　大だい胆たんな物言いに目を丸くしたアルモダンだが、降参と言いたげに両手を上げる。

「参った参った。ではそんな幸運な彼を、私に紹しよう介かいしてもらえるかな？」

「ええ、もちろんです。アル兄様たちに紹介するつもりで、あの二人を呼んだのですから。ああ、でも──」

　ローゼリアが、しなやかな右手を伸ばす。白魚のような指先だ、アルモダンの唇くちびるを優やさしく押さえた。

「先ほどの言葉は、内ない緒しよにしてくださいね」




　　　　３




　東部諸国の代表会議が始まったのは、翌日の昼前だった。

　会場となった星霊宮の一室には広々とした円えん卓たくが据すえられており、参加した五ヶ国──オルデス王国、ルーベント王国、イースナ公国、ドーン王国、そしてエルザイム王国の代表が、各おの々おのの席についている。

　エルザイム王家は、かつて西方大陸全土を支配していたアトーシャ皇国の流れをくんでいる。ローゼリアの銀ぎん髪ぱつ紫し瞳どうは、皇室の血に連なることの証あかしだ。そのため東部におけるこの種の会議では、エルザイムが上座につくことが暗あん黙もくの了りよう解かいとなって久しい。

　だが今回、その慣習をエルザイム自らが廃はいしたのである。席次の上下がない円卓を用いることで、ローゼリアは会議の趣しゆ旨しを雄ゆう弁べんに語っていた。

「皆みな様さま方にはお忙いそがしい中、わたくしのような若じやく輩はい者の呼びかけに応じてこの場にお集まりいただき、感謝に堪たえません」

　まずは主しゆ催さい者としてローゼリアが立ち上がり、挨あい拶さつの言葉を並べ立てた。

　今この場にいるのは各国の代表一名ずつであり、軍師のアートルム卿きようはまだ隣りん室しつに控ひかえている。

「まずはこの場にいない我らの友人に、哀あい悼とうの意を捧ささげたいと思います」

　そう言いながらローゼリアは、向いに据えられた六番目の席を見やる。空席であるそこには、ダール自由都市連合の盟主だったソーズベル市の旗が掲かかげられていた。

「────」

　ローゼリアは無言のままソーズベルの旗に頭を下げ、黙もく禱とうした。残る四人の代表も、次々とそれに倣ならう。

「ダールの悲劇は、グラニヤの無法な侵しん略りやくによるものです」

　黙禱を終えて席に着いたローゼリアは、本題に入った。

「現状は、三年前よりさらに厳しい。ダール半島の全土がグラニヤに占せん拠きよされ、その大軍が居座っているのですから。かかる苦難を乗り切るためには、我ら東部諸国が一丸となって当たるしかないと存じます」

　そこでローゼリアは一いつ旦たん言葉を切り、各国の出方をうかがう。

「要するに、エルザイム一国ではグラニヤに勝てぬから、兵を出せという話だろう。なら下らぬお為ためごかしは抜ぬきにして、素す直なおにそう言え」

　真っ先に発言したのは、オルデス王国宰さい相しようのグラーム伯はく爵しやくである。武官から宰相に転じた経歴の持ち主で、そのためか物言いがひどく直ちよく截せつ的だった。

「勘かん違ちがいするなよ。兵は出す。テリナスでの勝ちは見事だった。勝ち目がある以上、グラニヤに頭を下げるのは真っ平ご免めんだからな」

「グラーム伯、もう少し物の言い方というものがありましょう」

　あけすけなグラーム伯の言葉に、隣りん席せきのアルモダン王子が苦く笑しようしながら諫いさめている。

「イースナ公国としても、可能な限り協力いたしますぞ。このまま帝てい国こくに居座られたままでは、我が国の存亡に関かかわりますれば。もっとも小国ゆえ、できることは限られますが」

　続けて賛意を示したのは、イースナ公国執しつ政せい首座のヴァーキン卿だった。

「皆様方から寄せられた協力のお言葉には、感謝の言葉しかありません。ですがわたくしは、そのもう少し先を考えたいのです」

「と、言うと？」

「三年前に一万騎の軍で攻せめ寄せてきたグラニヤを、我々は撃げき退たいしました。すると今度は三万騎。仮にこの三万を打ち払はらった場合、次はどうなりましょうか？」

　その問いに、グラーム伯爵は鼻を鳴らした。

「さすがに打ち止めだろうよ。グラニヤとて無限に騎士の湧わき出す魔ま法ほうの壺つぼを持っているわけではあるまい」

　断言するグラーム伯に、次々と同意の声が上がる。

「当面はそうなりましょう。では、一〇年後にはどうなると思われます？──カルブレア閣下？」

　ローゼリアが話を振ったのは、ドーン王国宰相のカルブレア侯こう爵しやくだった。

「痛いところをついてくれますな」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、カルブレア侯は言った。

　ドーン王国は東部の最さい南なん端たんに位置する山国であり、ボア川を挟はさんで大陸南部の国々と向き合っている。

「南部を眺ながめていると、グラニヤの圧力をひしひしと感じます。なんせ、一年につき一国を攻め落とす勢いですからな。一〇年も経てば、南部全土を占せん領りようしたグラニヤが余勢を駆かり、今度はボアの大河を渡わたってこちらに雪な崩だれこむかもしれない」

「むう」

　今度はグラーム伯が唸うなる番だった。皆も薄うす々うすと感じてはいたことだが、やはり当事者の口から言われると重みが違う。

「以前の我々は、あまり仲がよろしくありませんでした」

　重い空気の中、ローゼリアは未来に次いで今度は過去を語る。

「それは……ずいぶんと控えめな表現だね」

　アルモダン王子が、やや引き攣った苦笑を浮うかべて言った。

「どの国も毎年のように、隣りん国ごくと小こ競ぜり合いを起こしていたからな。多い年には、二度三度と」

「ダールの国々は、距きよ離りを置いていましたなあ。うまく立ち回っていたものです」

「国境の城を、取ったり取られたり。思えば牧歌的な戦争でした」

　そんな述じゆつ懐かいに耳みみを傾かたむけつつ、ローゼリアは言葉を重ねる。

「ですが私たちはグラニヤへの恐きよう怖ふを前に、遺い恨こんを捨てて手を取り合うことができました。それから三年になりますが、以前のような小競り合いは起こっておりません。わたくしはこの状じよう況きようを、もう一歩だけ進めたいのです」

「つまり──」

「わたくしはこの五ヶ国に、いずれ解放されるダールを加えた恒こう常じよう的な共同体──『東部同盟』の設立を提言いたします」

　ローゼリアの言葉に、代表たちは押し黙る。

　短い沈ちん黙もくの後、初めに発言したのは、今度もグラーム伯爵だった。

「気に入らぬな」

「何がでしょうか？」

「名前がだよ。もう一〇〇〇年以上も昔の話だが、かつて神聖アトーシャ皇国の母体になったのは『西部同盟』なる共同体だったそうではないか。ローゼリア王女、よもや貴女は祖先の顰ひそみにならい、東部統一などを目もく論ろんでいるのではあるまいな？」

「まあ、そんなこと思ったこともありません」

　やや大おお仰ぎように、ローゼリアは驚おどろいて見せる。

　無論『わたくしの野ゆ心めは東部ではなく、大陸全土の再統一です』などという本音は、おくびにも出さない。

「ローゼリア王女、先を見み据すえた貴女の見識は買うが、今はまず目前に迫せまったグラニヤとの戦いくさについて議すべきだろう。そもそもこんな大事は、我らの一存だけでは決められない」

「そう、ですね。どうやら勇み足だったようです。申し訳ありません」

　アルモダン王子の仲裁に、ローゼリアは頭を下げて謝罪した。

（これでいい）

　内心で、そうつぶやく。

「ではグラニヤに対する具体的な軍略を、議したいと思います。アートルム卿」

「は、ここに」

　隣室への扉とびらが開き、控えていた黒衣の軍師が姿を現した。




　全くの偶ぐう然ぜんだが同時刻、ダール半島のソーズベル城じよう塞さいでは、グラニヤ東とう征せい軍の軍議が催もよおされていた。

「東部諸国の代表が、アクベに集まりつつあります。おそらく今日明日には、何らかの会議が開かれるものと」

　黒一色の軍装をした精せい悍かんな風ふう貌ぼうの若者が、淡たん々たんとそう報告した。名はタイガ、現団長クヨウの直じき弟で子しとして〈狼〉リユコスの称しよう号ごうを受け継ついだ、新参の黒天騎士である。

「ふん、羽虫どもが群れおって」

　赤炎騎き士し団だん長のイブキ・ブルハンが、そう鼻をならす。まだ二〇代半ばの若き将軍の声には、抑おさえ切れない苛いら立だちがあった。

「厄やつ介かいなことですなあ」

　対照的にのんびりとした声で言ったのは、黄道騎士団を率いる老将──ハルト・ベルン将軍だった。

「残る東部五ヶ国が結けつ託たくすれば、その戦力は三万、あるいは四万騎に届きましょう。我らの手元に残った二万騎では、いささか分が悪い」

「ふん、烏う合ごうの衆が──とは言えぬか。数は力だ」

　そう呻うめいたイブキが、卓たく上じようの地図をにらみつける。と、不意に顔を上げて、上座のクヨウを見やる。

「……クヨウ閣下、こちらから先手を取れませぬか？」

「テリナス攻めかな」

「いかにも！」

　クヨウの返答に、イブキは俄が然ぜん、意気ごんだ。

「東部連合軍が動き出す前に、我が二万騎の総力を挙げてテリナスを落とすのです。そして慌あわてて駆け付けた連合軍を、今度はテリナスの城塞に拠よって撃退する。所しよ詮せんはにわか仕立ての寄せ集め、付け入る隙すきはありましょう」

「ふむ、悪くはない策だが──却きやつ下かだな」

「なぜです!?　東征軍の主将ともあろう方が、まさか臆おくされたのではありますまいな！」

「────！」

　その言葉に反応したのはクヨウではなく、その背後に立つランだった。

「お慎つつしみなさい、イブキ将軍。グラニヤ十二将軍筆頭たる黒天騎士団長に向かって、臆したなどと──」

「黙だまれ、ジルヴァの小こ娘むすめ!!　女子供の出る幕ではないわ！」

　叩たたきつけられた罵ば声せいに、ランの白い頰ほおに朱しゆが差した。

「将軍は黒天を、この〈白鳥キユノクス〉を侮ぶ辱じよくするつもりか」

　ランは押し殺した声で言いながら、両腰の曲刀に手を伸のばす。

「抜くか」

　それに応じ、イブキも立ち上がりながら腰の剣けんに──

「……いい加減にせぬか、ガキども」

　そう低い声で言ったのは、ハルト将軍である。枯かれ木のような瘦そう身しんから発せられた声は、決して大きくはなかったが、ランとイブキを制する気き迫はくが込こめられていた。

「陣じん中ちゆうで逸はやって剣を抜きかけるとは、それでもグラニヤの騎士か。恥はじを知れ」

「……申し訳ない」

「──黒天の名に相応ふさわしからぬ振ふる舞まいでした」

　謝罪したランとイブキは、その場で矛ほこを収めた。

「問題は、兵ひよう糧ろうだ」

　今の諍いさかいがまるでなかったかのような平然とした様子で、クヨウは語りだす。

「グラニヤ本国からの持ち出しと、ダールでの徴ちよう収しゆう分のみでは、これ以上の遠えん征せいはいささか心もとない」

「速そつ攻こうでテリナスを落とし、備び蓄ちくされた兵糧を奪うばうというのは──博ばく打ちに過ぎるか、クソ」

　さすがに頭が冷えたのか、イブキも舌打ちして自身の案を取り下げる。

「我らが動けるのは、秋の収しゆう穫かくを終えてからか。当然、敵はそれに先んじて攻め寄せて来よう。我らはそれを、ダールの領内で迎むかえ撃うつ」

　そう言葉を重ねておいて、不意にハルトは顔をしかめた。

「面おも白しろくありませんな、クヨウ閣下。この流れでは──」

「ああ、おそらく決戦の地はここになるだろう」

　地図上の一点を指し示し、クヨウは淡々と告げた。それを目にした一同が、そろって苦い顔となる。

　マントラウ湖。

　三年前の第一次東部遠征において、グラニヤ緑りよく林りん騎士団が東部連合軍に敗れた因いん縁ねんの土地だった。




「おそらく決戦の地は、ここになるだろう」

　地図を指し示したアートルム卿きようがそう告げると、星霊宮の広間には歓かん声せいが満ちた。

「マントラウ湖か。これは何とも幸先がいい」

　オルデス王国のグラーム宰さい相しようが、ニヤリと笑った。三年前、まだオルデスの将軍だった彼は、一軍を率いて参戦していたのだ。

「まあ、考えてみれば道理だな。あの時も我らはソーズベルを目指して北上し、グラニヤはそれを迎え撃つため南下する。ならば戦場が重なるのも当然か」

「グラニヤ側が、験げんを担かついで戦場に別の地を選ぶ可能性は？」

　そう尋たずねたのは、ルーベント王国のアルモダン王子だった。

　ちなみに五ヶ国の代表の中で、騎士として実戦を経験したことがあるのは、グラーム伯はくとアルモダン王子の両名のみである。

「むしろグラニヤならば、三年前の雪せつ辱じよくを果たすためにもマントラウでの決戦にこだわるだろう。あれは、そういう国だ」

「なるほど、ならば好都合。先の戦で、あのあたりの地形はよく覚えておる。軍師殿どのも、そうであろう？」

「無論」

　グラーム伯の言葉に、アートルム卿はうなずいた。

（ま、その時の俺はグラニヤの陣中にいたんだがね）

　シオンとしての本音は、もちろん伏ふせておく。

「おそらくグラニヤは残る二万騎の総力を挙げ、我らを迎え撃とう。対して我らの戦力は、三万と五〇〇〇騎──といったところか」

「うーむ」

　敵の倍近い大軍だが、代表たちの表情は暗い。武の国グラニヤの精強さを、骨身に染しみて知っているのだ。

「できれば、倍の四万は用意したいところだが、無理か」

「無理ですな。数が多すぎる」

　三万五〇〇〇騎とは、あくまで主力である騎士の数だ。彼らを支える兵士や、下働きの陣じん夫ぷを加えれば、どれだけ絞しぼっても総数は二〇万近くに達するだろう。

　とてつもない数である。

「兵糧の方は、我がエルザイムが融ゆう通ずうしましょう」

　そこでローゼリアが申し出る。

「先の宰相であるティメラウスが、数多くの金穀を残してくれました。星霊宮の蔵を空にすれば、此こ度たびの戦で兵を養えます」

　その言葉に、一同はどよめく。

　彼らを代表して、グラーム伯がローゼリアに尋ねた。

「よいのか？」

「要するに、エルザイム一国ではグラニヤに勝てぬから、兵を出せ──とわたくしから皆みな様さま方にお願いしているのですから。援えん軍ぐんを引き受けていただいた以上、この程度のことはいたしませんと」

「むむむ」

　会議幕開けの言葉をそっくり返され、グラーム伯は気まずそうに眼めを逸そらす。

「東部全土の命運がかかった大戦です。惜おしんでいる余よ裕ゆうはありません。負ければ何もかも失いますし、勝ちさえすれば後はどうにでもなるのですから」

　鉄火場の博打うちのようなことを、ローゼリアは平然と言った。

「こうなると、今回の連合軍も主将はエルザイムに頼たのまないとね。ダルカン将軍が剣十字騎士団に復帰したらしいけど、前回と同様に彼を出すのかな？　それとも、現団長のブレスト将軍？」

「いいえ」

　従兄妹いとこであるアルモダン王子の問いに首を振ると、ローゼリアは立ち上がる。優美な仕草で、豊かな胸に右手を当て──

「此度の大戦においてエルザイム軍は、このローゼリア・ラセル・ウナト・エルザイム自らが率います」

　──そんなとんでもないことを言い出した。

「それが、アトーシャの血に連なる者としての責務です」
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「ずいぶんと大おお騒さわぎになったようね」

　夕刻の星霊宮、普ふ段だんは使われぬ物見の塔とうの最上階で、ローゼリアはどこか楽し気にそうつぶやいた。

「他人ひと事ごとのように言われては困ります、姫ひめ様。もう城中が大騒ぎですよ」

　そうローゼリアをたしなめたのは、腹心の女官長であるネリー・セーファ・ナグザレアだった。傍かたわらに立つシオンを、じろりとにらむ。

「甥おい御ご殿どのも、こういう時に姫様の無む謀ぼうを止めてもらわねば困ります。一体、何のための軍師なのですか」

「すまん」

　ネリー女官長は、サイラス宰相の実の妹だ。立場上、シオンの素す性じようもアートルム卿の正体も知っている。

　義理の叔母おばから詰きつ問もんされ、シオンは気まずそうに目を逸らした。

「ただ、悪い策じゃないからな。間ま違ちがいなく兵の士気は上がるし、連合軍の主導権も握にぎりやすくなる」

「あら、わたくし軍略に口を出す気はありませんよ。素人しろうとですし」

　そうローゼリアは、無む邪じや気きな仕草で小首を傾かしげた。

「ティメラウスとラグールの城で戦った時のように、あなたと、あとダルカンたちに丸投げするつもりですが」

「そこはもちろん、俺が引き受けるさ。ただ、寄り合い所帯の連合軍だからな。軍議で意見が割れた時、俺の意見を推おして欲しいんだ。向こうの面子メンツを潰つぶさないよう、やんわりとな。姫さん、そういうの得意だろ？」

「それなりには」

　そうローゼリアは、笑え顔がおで謙けん遜そんして見せる。

「どうやら、御ご決意は固いようですねえ。いたし方ありませぬ。やれやれ、まさかこの歳としで今さら戦場に出ることになるとは、思いませなんだ。人生、一寸先は闇やみですなあ。よよよよよよよ……」

　嘆たん息そくしたネリーが、さらに露ろ骨こつな泣き真似まねまで始めた。

「あらばあや、星霊宮でお留守番していてもいいのよ？　もう歳なのでしょう」

「このような無茶を言い出す姫様から、目を離はなす訳にはいきますまい。それから話を聞いたルルが、自分もついていくと言っておりますよ」

「え、あいつも？」

　いきなり義ぎ妹まいの名を出され、シオンは戸と惑まどう。

「何で止めてくれなかったんだよ？」

「止めて聞く子だと思いますか？」

「……そりゃそうだ」

　ルルの頑がん固こさを思い出して、シオンは不承不承うなずいた。

「姫様の身の回りのお世話に、私以外にも侍じ女じよが一人はいりますからねえ。あの子なら気も回りますし、機転も利きく」

　と、ネリーの視線が不意に鋭するどくなる。

「甥御殿──いえ、軍師殿。姫様の御おん身みに傷一つつけぬと、この場で約束していただけますかな？」

「戦場で絶対はない。だが、最善は尽つくすと誓ちかおう」

　仮面をつけない素す顔がおのまま、だがアートルム卿としての声こわ色いろと語調で、シオンは重々しくそう言った。

「結構です。ならば私も万一の際は、姫様をお守りする最後の盾たてとなりましょう」

　うなずいたネリーの笑みは、いつもの柔にゆう和わな女官長のものだった。続いて、主あるじであるローゼリアに一礼する。

「姫様、今こ宵よいの晩ばん餐さん会の刻限が、近づいておりまする。そろそろ、お召めし替かえをなさりませぬと」

　東部諸国の代表をもてなすため、昨夜の舞ぶ踏とう会に続き今夜は晩餐会が予定されている。とはいえ明日の朝には、代表たちは国元に向けて星霊宮を発たつ予定だ。

「分かりました、ばあや。参りましょう──と」

　ネリーと共にローゼリアは塔の螺ら旋せん階段へと足を踏ふみ入れようとするが、その寸前で立ち止まった。

「そうそう、一つ忘れていました。ばあや、明日の朝に代表の方々をお見送りした後、予定を空けておいてくれないかしら。行かなければいけないところがあるのです」

「はあ──ああ、それは当然ですね。了りよう承しよういたしました」

　何か心当たりがあるのか、ネリーはすぐにうなずく。

「私もお供いたしましょうか？」

「いえ、代わりにシオンを連れていきます」

「え？　俺？」

　いきなり話を振ふられ、シオンは戸惑った。

「はい。是ぜ非ひともあなたを引き合わせたい方がいるのです」

「ああ、なるほどね」

　それを聞いたシオンは、明日の行き先を察した。




　王都アクベから上エルザ川を半日ほど遡さかのぼると、レナーティアという保養地がある。

　豊富な湯量の温泉で知られており、数多くの湯治客が季節を問わず足を運んでくる。山やま間あいの渓けい流りゆう沿いには温泉宿が軒のきを連ねていて、さらには貴族の別べつ邸ていや、王家の離り宮きゆうまで築かれていた。

「こちらです、殿でん下か。シオン殿どのも」

　出で迎むかえの侍じ従じゆうに案内されて、シオンとローゼリアはレナーティア離宮の奥まった一室へと通される。

　広々とした、瀟しよう洒しやな一室だった。開け放たれた窓からは鳥の鳴き声が聞こえ、さらに緑の木々が風にそよいでいるのが見える。この先、秋が深まれば、きっと見事な紅葉が見られることだろう。

　そして部屋の中央に据すえられた天てん蓋がい付きの寝しん台だいにはこの離宮、いや、この国の主──エルザイム王ダマーナ３世が横たわっていた。

「お久しぶりです、お父様」

「おお、ローゼリアか。よう来た」

　愛まな娘むすめの姿を目にして、ダマーナ３世は瘦やせこけた顔に笑みを浮うかべた。そんな父王の傍らで、ローゼリアは深々と頭を下げる。

「ずいぶんと、ご無ぶ沙さ汰たしておりました。病びよう床しようのお父様を見み舞まいもせぬ不孝、どうかお許しくださいませ」

「気にするでない。余に代わり摂せつ政しようとして国政を執とっておるのだ。こんな病人に構っておる暇ひまなど、そうはあるまいて」

　掠かすれた小さな声だが、その言葉は明めい瞭りようだった。

「グラニヤとの決戦に、お前も出馬すると聞いた」

「はい」

　膝ひざを突ついたローゼリアは、ダマーナ王の手を取る。

「ご心配をおかけします。ですが──」

「前に言ったはずだぞ。自じ儘ままにするがよい、とな。お前の選んだ道ならば、余は止めぬ。征ゆくがよい、ローゼリアよ」

「ありがとうございます」

「うむうむ」

　そこで初めて王は、シオンの方を向いた。

「で、そなたは？」

「初めて御ぎよ意いを得ます、陛下」

　その場に跪ひざまずいたシオンは、騎き士しの礼を取る。

「サイラス・セーファ・ナグザレアの養子にて、シオンと申します。若じやく輩はい・新参の身ながら、ローゼリア殿下より近衛このえに取り立てられました。以後、お見知りおきを」

　いつもの奔ほん放ぽうな言動からは程ほど遠とおい、騎士として非の打ちどころのない立ち居振ふる舞まいである。そうしなければならないと、シオンは思ったのだ。

「ほう、そなたが」

　シオンの名を聞き、ダマーナ王の目が細まる。

「話は聞いておる。はてさて、余はそなたを何と呼べばよいのかな？」

　グラニヤの黒天騎士シオン・ジルヴァ、あるいは仮面の軍師アートルム卿きよう──当然ながらダマーナ王は、そういったシオンの正体を知っている。

「如何いか様ようにも、お好きなように。されど今の自分は、エルザイムの臣として陛下に目通りしておりますれば、シオン・ナグザレアとお呼びいただければ幸いです」

「なるほどな。ローゼリアは、良き家臣を得たようだ」

　そうつぶやきながら、ダマーナ王は身を起こす。その体は、まるで枯かれ木のように瘦せ細っていた。

「この先も、ローゼリアを頼たのむぞ。シオン・ナグザレア」

　そう言った途と端たん、不意に王は咳せきこんだ。

「お父様!?」

「いかん」

　父王に取りすがろうとするローゼリアだが、控ひかえの間から駆かけつけた侍じ医いが、二人の間に割って入る。

　侍医が王の脈を取り、目や呼吸の具合を確かめるのを、ローゼリアはただ見ていることしかできない。

「ローゼリア殿下。今日のお見舞いは、ここまでにしていただきたい」

「……承知しました。では父上、お暇いとまさせていただきます」

　一礼したローゼリアは、そのまま病室を辞した。シオンもまた、無言でその後に従う。

　王女の足取りは、どこか悄しよう然ぜんとしていた。




「父はもう、あまり長くないそうです」

　レナーティア離宮の一室で、ローゼリアは低い声でそう言った。

「医者の話では、もって今年一いつ杯ぱいだとか」

「そうか」

　シオンは驚おどろかない。彼の目にも侍医と同様、王の死相が見えたのである。

　戦場で数多くの死を看み取とり、そして数多くの死をもたらしたからだろうか。シオンには何となくだが、そういうものが分かるのだ。

「せめて父には最さい期ごの日々を、心安らかに過ごして欲しいのです。そのためには──」

「分かっている。皆みなまで言うな」

　わずかに声を震ふるわせたローゼリアの言葉を、シオンは遮さえぎる。

「次の戦いくさ、必ず勝つぞ」

「シオン」

　少しだけ驚いたローゼリアが、柔やわらかくそっと微笑ほほえんだ。

「もちろんです。ありがとう」

　かすかに目を潤うるませながらも、ローゼリアは決して涙なみだを流さない。

　──流すことが、できなかった。




「明日、第一陣じんとして赤炎騎士団の一万騎が発たちます。自分も、それに同行いたしますので、しばしのお暇を告げに参りました」

「そう」

　ソーズベル城じよう塞さいの自室、寝台に腰こしかけていたランは、気のない様子でタイガの報告を聞き流した。

「イブキ将軍は、大変な勢いでしたな。必ずやシオン・ジルヴァの首級しるしを挙げる、と」

「馬ば鹿かな男。ほんきであにさまに勝てるつもりなの？　エルザイムの猪いのしし女おんなとでも、潰つぶしあっていればいいのに」

　かつての従者の言葉に、ランは冷れい笑しようを浮かべてそう答えた。

「イブキ閣下は、十二将軍の一角を占しめるのに相応ふさわしき武勇の持ち主です。シオン様といえども、場合によっては不覚を取らぬとも限りませぬ」

「ありえないわ。万が一にもね」

「…………」

　そうはねつける主の姿に、タイガはしばし押し黙だまる。

「続けます。我が師──クヨウ閣下は二日後、第二陣の黄道騎士団と共に出立。ラン様は、それに加わるようにとのことです」

「分かってる、と──」

　ふと気づいたランが、タイガに尋たずねた。

「このソーズベルへの居残りは？」

「青嵐騎士団の残余を当てると」

「たった三〇〇騎足らず？　本当に、根こそぎ連れて行くのね」

「可能な限りの数を戦場に注ぎこむのが、戦の常道です」

「それくらい、分かっている。私だってジルヴァの娘むすめよ？　忘れたの」

「失礼いたしました」

　律りち儀ぎに頭を下げるタイガの前で、ランはふと息をつく。

「騎士のみでも数万、兵たちを合わせれば両軍とも一〇万を超こえる数が、一つの戦場でぶつかり合うのね」

「まさしく大戦です」

　タイガの声にも、微かすかな熱が籠こもっていた。

「あにさまは、来るよね」

「無論。あれほどの騎士を出し惜おしみはしますまい」

「そうよね。ええ、そうだわ」

　白い髪かみをかき上げつつ、ランは立ち上がった。

「今度こそ〈鴉〉コローネと決着をつけるわよ、〈狼〉リユコス」

「心得ております」

　そう頭を下げるタイガに背を向け、ランは夏の終わりの空を眺ながめる。

「いよいよ決戦ね、楽しみ」

　窓の硝子ガラスに映ったランの笑えみを、タイガは無言で見ていた。

「本当に、楽しみ」







　　　第二章　マントラウ会戦（前編）
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　マントラウ湖は、ダール半島の中央に位置する小さな湖である。

　四方を山々に囲まれた盆ぼん地ち状の地形だが、東岸はやや開けた平地となっており、その中央を街かい道どうが南北に走っていた。街道は盆地を囲う山々の連なりを、北と南の峠とうげで越こえ、それぞれソーズベルとエルザイムに伸のびている。

　東部とグラニヤの大戦を前に、街道は人気が絶えている。吹ふき付けた風に、周囲の草原がざわざわと揺ゆれた。

　いや、違ちがう。

　草ではない、人だ。

　丈たけの高い草原に身を隠かくしながら、二人の人ひと影かげが湖こ畔はんを北へと進んでいる。慎しん重ちように、だが素す早ばやく。

「止まって」

　わずかに先行する小こ柄がらな人影──カナンの指示に従い、後続のシオンは足を止めた。

「グラニヤの巡じゆん回かいか？」

「違う。でもこの先に踏ふみこむと、灰はい浪ろうの密みつ偵ていたちの網あみに見つかる」

「そいつは面おも白しろくないな」

　シオンも隠おん密みつや隠おん形ぎようの技わざを一通り修めてはいるものの、本職の密偵であるカナンには敵かなわない。大人しく指示に従う。

　アクベでの円えん卓たく会議から半月余り。

　エルザイムに集結した東部連合軍は、すでに北の国境を越えてダール半島に入り、マントラウ湖から一日の距きよ離りにあった。

　シオンとカナンは本隊に先さき駆がけて、物見（偵察）のため先行したのである。ここでグラニヤ側の監かん視しに見つかってしまえば、元も子もない。

　ちなみに東部連合軍の陣中では、『アートルム卿が』『シオンを伴ともなって』物見に出たことになっている。危険だと、セレインたちからずいぶんと反対されたものだ。

「まあ、ここまでくれば十分か。それにしてもグラニヤめ、厄やつ介かいな場所に陣を構えてくれたな」

　草原に身を伏ふせたまま、シオンは顔をしかめた。

　東部連合軍に先立ってマントラウ湖に進出したグラニヤは、北の峠道を挟はさむ二つの小高い山の頂に、陣地を築いて立て籠っていた。東の峰みねに赤い旗が、西の峰に黄色い旗がそれぞれ翻ひるがえっているのが、湖畔からでも見て取れる。

「厄介というのには同意。おそらく、砦とりでか山城と呼んでいい規模。多分、三年前の陣じん跡あとを利用しているんだと思う」

「俺が連中の立場でも、同じように陣を敷しくだろうな。さすがクヨウ・スランだ。手て堅がたくて、手ごわい」

　そう評するシオンを、カナンは振ふり向いた。

「それで、どう攻せめる？」

「そうだな──」

　三年前の第一次東部遠えん征せいを思い起こしながら、主従は言葉を交かわした。

「数は間ま違ちがいなく、東部連合軍の方が上だ。だがこちらから数に物を言わせて攻め上っても、向こうには陣地に加えて、高所の利がある。いや、グラニヤとしてはむしろ、数の差を埋うめるため、こちらを山中での戦いに引きこみたいはずだ」

「その手に乗るのは愚おろか」

「こちらから短期決戦に持ちこむのが無理なら、持久戦でいくしかないだろう。俺たちは、この湖畔に陣を敷いて立て籠る」

　シオンの中で、軍略が形を取り始める。

「東部連合軍三万五〇〇〇騎きの大軍を、一ひと塊かたまりにはできないな。いざという際に動きが鈍にぶくなる。ちゃんと、陣立てを考えておかないと……」

「…………」

　ブツブツつぶやくシオンに対し、カナンは沈ちん黙もくを保っていた。

「やっぱり国ごとに纏まとめるのが手っ取り早いか。まず本陣はこのあたり、エルザイムの一万騎だ。姫ひめさんやダルカンのおっさんには、堂々と構えてもらおう」

「妥だ当とうだと思う」

「その前に先陣として、オルデスの八〇〇〇騎、ドーンの六〇〇〇騎、イースナの四〇〇〇騎を連ねる」

「先陣の指揮は？　三国バラバラよりも、一応の頭は決めておいた方がいい」

「オルデスのグラーム伯はく爵しやくだな。その三国の中では一番数が多いんだし、顔を立てとかないと。しばらく宰さい相しようやってて戦場から離はなれていたのが、少し心配だが」

　先日の円卓会議に参加した東部諸国の代表のうち、オルデスのグラーム宰相とルーベントのアルモダン王子は、それぞれ自国の軍を率いて東部連合軍に加わっていた。

「アルモダン殿でん下かの率いるルーベントの七〇〇〇騎は？」

「後陣として、南の峠を押さえてもらうさ。あまり前線に出張ってこられても、色々と面めん倒どうだからな」

　含ふくみのある口調で、シオンは言った。

「ま、こんなものだろう」

　合わせて東部連合軍三万五〇〇〇騎。その布陣図を、シオンは素早く脳内に描えがき出した。問題ない。

「数の利を生かしてグラニヤに圧力をかける。焦じれたグラニヤが山を下りた時こそ、決戦の機だ」

「そう、うまくいく？」

「当面の方針だよ。あとは臨機応変に、だ」

　カナンの合いの手に、シオンは不敵に答える。

「──これで一応、見るべきものは見たかな。そろそろ引き返すぞ」

「了りよう解かい。ならシオン様は、先に戻もどって」

　そう言いながら、カナンは身を伏せたままジリジリと前進する。

「おいカナン、この先は危ないんだろ？」

「足手まといのシオン様がいなければ、問題ない。私一人なら大だい丈じよう夫ぶ。グラニヤの陣地、確かめてくる」

「そうか──」

　陣立てにしろ兵数にしろ、喉のどから手が出るほど欲しい情報である。気負いのない声でそう言う幼おさな馴な染じみに、シオンはうなずいた。

「頼たのんだぞ、カナン」

「了解」




　東部連合軍がマントラウの湖畔に進出したのは、翌日のことだった。

　南からの街道を、無数の人馬が埋めている。先頭を進むのは騎乗した騎士、その後に兵ひよう糧ろうや武具を積んだ輜し重ちようの車列が続き、後こう尾びを徒と歩ほの兵士が固めるという行軍用の隊形だ。それが五ヶ国分、長ちよう蛇だの列れつとなっている。

　騎士のみで三万五〇〇〇、兵士や陣夫を合わせれば二〇万に迫せまるという大軍である。

「注進」

　隊列の中ほどを進むアートルム卿きように、伝令役の若い騎士が馬を寄せてきた。

「グラニヤに動きはない」

　そうアートルム卿の耳元にささやく声は、カナンのものである。

「当面は向こうも、見けんに回る模様」

「分かった、ご苦労だったな」

　報告にうなずき、従者を労ねぎらう。

　グラニヤが動かないのならば、こちらは予定通りに持久戦の用意を整えるだけだ。まあグラニヤが動いたなら動いたで、そこから決戦に持ちこむための方策を七通りほど用意していたが。

「各国に軍使を出せ。昨夜の取り決め通りに陣立て願うと、お伝えせよ」

「は」

　アートルム卿の指示に従い、数人の騎士が四方に散る。

「ようやく、ここまで来たのですね」

　シオンの傍かたわらで、白馬に乗ったローゼリアが言った。大戦を前にした陣中にもかかわらず、丸まる腰ごしの平服姿である。

「戦いくさの采さい配はいは、あなた方に委ゆだねます。存分に働きなさい、アートルム卿」

「もったいなきお言葉」

「それと、ダルカン将軍も」

　次いでローゼリアが声をかけたのは、大おお柄がらな初老の騎士だった。セレインの父であり、エルザイム剣けん十字騎士団の前団長を務めた、ダルカン・コーディアナである。

「本当に、ここまで殿下がお越しになるとは」

　そうダルカンは嘆たん息そくする。その心境を映し出すかのように、空の右袖そでがヒラヒラと風に揺れていた。

「今さら、殿下に引き返せとは申しませぬ。だがせめて、御おん身みを守るために、鎧よろいだけでもお召めしになっていただけませぬか？　戦場で降り注ぐ矢には、貴賤の別など分かりませぬぞ。もし尊き御身に万一のことがあれば、このダルカン、どのように陛下へお詫わびすればよいのかと」

「忠告、感謝します。ですがわたくしのように嗜たしなみ程度の護身術しか修めていない者が鎧を纏っても、あまり意味はないでしょう。それに今はあなたたちが、わたくしの鎧であり盾たてであり剣なのですから」

　そう満面の笑えみで、ローゼリアは告げた。続けて、やや芝しば居いがかった仕草で、周囲の騎士たちを見回す。

「皆みな、頼たよりにしております」

　おおお──

『東部一の美び姫き』の微笑ほほえみを拝領し、騎士たちからはまるで地鳴りのようなどよめきと、そして歓かん声せいが上がった。

　そんな中、アートルム卿はダルカンの側に馬を寄せる。

「……少なくとも、姫さんのおかげで士気は上がっているようだな」

「口を慎つつしめ、若造」

　シオンとしての声でささやきかけられ、ダルカンは顔をしかめた。




　エルザイム軍の野営地構築は、念入りだった。

　方形状に堀ほりを巡めぐらせ、土ど塁るいを積み上げ、木の柵さくを打ち込んで守りを固める。その内側に天幕を立てて、騎士や兵士を収容するのだ。その規模と堅けん牢ろうさは、山上のグラニヤ軍と同様、ほとんど砦に近い。

　下働きの陣夫のみではなく、兵士や騎士たちまで汗あせ水みず垂らして陣地造りに励はげんでいる。その中には、セレインの姿もあった。

「ふう」

　軽々と持ち上げた丸太を地面に打ちこみ、セレインは額の汗をぬぐった。あたりを見回すと、セレインの隊に割り振られた区画の作業はあらかた終わっている。

「よし、小休止にするぞ」

　セレインがそう声を張り上げると、歓声が上がった。

「た、助かった」

　そう言いながらへたり込んだのは、僚りよう友ゆうのザカリア・オルティネスだった。エルザイムでも屈くつ指しの弓の名手なのだが、だらしなく喘あえぐ姿にその面おも影かげはない。

　ここしばらく、ザカリアはダルカンの指揮下で城じよう塞さい都市テリナスに詰つめていた。こうやって顔を合わせるのは、久しぶりのことである。

　とはいえ今の有様を見ると、ザカリアの（セレイン基準での）軟なん弱じやくさはちっとも変わってないようだ。

「情けないな、鍛きたえ方がたりないぞ」

「お前のような体力馬ば鹿かと一いつ緒しよにするな」

　うめいたザカリアは水すい筒とうの水を一気に呷あおり、そして激しくむせる。

「子供か、お前は」

　そうセレインは呆あきれかえると、ふと北の方角を振り返る。

　正確には、そちらに立つ山々の方向を。

「グラニヤの陣は、静まりかえっているな」

　傍らに置いた愛用の大剣を確かめながら、セレインはそうつぶやいた。目を細めて、山上に構えられたグラニヤの陣じん城じようを見上げる。

「こう、敵から見下ろされているのはどうも苦手だ」

　ようやく人ひと心ごこ地ちがついたのか、ザカリアは素す手でで弓を構える仕草をする。

「いっそ、こちらから射かけてやるか？」

「やめておけ、お前の腕うででも届くわけないだろう。矢が無む駄だになるだけだ」

「むう」

「まったく、カレシン師からも何か仰おつしやってくれませぬか？」

　セレインは苛いら立だつザカリアをたしなめつつ、側そばに座る大柄な僧そう形ぎようの男──六神教の武僧カレシンに話を振ふった。

「まあ、ザカリア殿どのの気持ちも分からぬではありませぬ」

「ほう、それは？」

「このダールは、拙せつ僧そうにとって生まれ育った故郷。こうやってグラニヤの奴やつばらと対たい峙じしておりますと、心中に沸ふつ々ふつと滾たぎるものがありまする。いやはやまったく、拙僧も修行が足りませぬなあ」

　からからと笑いながら六神の経を読むカレシンに、セレインは小さく頭を下げる。

「すまない、御ご坊ぼう。つまらぬことを聞いた」

「いやはや。この程度のこと、お気になさいますな」

　と、さすがに気まずそうなザカリアが、別の話を振った。

「そういえばシオンのやつは、何をしているのだ？　テリナスで合流してから、ろくに顔を合わせていないんだが？」

「シオンなら、アートルム卿の指示であちこち飛び回っているようだ。昨日も、卿と斥せつ候こうに出ていたからな」

「それはそうか。あいつは、アートルム卿付きだからな。忙いそがしいことだ」

「性格はともかく、腕は立つし頭も回る。エルザイムの禄ろくを食はんでいる以上、せいぜい働いてもらわねば」

「さすがは元黒て──」

「ザカリア！」

　鋭するどい制止の声を上げ、セレインはザカリアの言葉を遮さえぎる。

「粗そ忽こつもいい加減にしておけ」

「悪い」

　セレインに押し殺した声で責めたてられ、すっかりザカリアはしょげかえっている。カレシンは、素知らぬ顔でそっぽを向いていた。

「まったく、シオンの立場を少しは──」

「──セレイン様」

「うわ!?」

　不意に背後から声を掛かけられ、セレインは驚おどろいて飛び上がった。そのままふりむくと、シオンの従者であるカナンが、黙もく然ぜんと立っている。

「カ、カナンか」

　女性としては長身のセレインと、女性の中でも小こ柄がらなカナンとでは、かなりの身長差がある。だがこうやって対面で見上げられると、セレインはカナンの眼まな差ざしに、奇き妙みような圧力を感じていた。

「一体、何の用だ」

「シオン様が呼んでる。今から軍議だから、部将として参加して欲しいって」

「分かった。少し待ってくれ」

「了りよう解かい。私は先に本ほん陣じんへと戻もどっている」

　いつの間にか、野営地の設営はずいぶんと進んでいた。張り巡らされた堀と土塁の内側には、騎き士しや兵士の寝ね起おきする天幕が張り巡らされている。

　ひときわ立派な大天幕が、おそらくローゼリアの座する本営だろう。

「それと、ザカリア様」

　立ち去る寸前、カナンは不意にザカリアを見た。

「な、なんだ？」

「先ほど、セレイン様の仰っていたことはもっとも。もう少し、我が主あるじの立場を慮おもんぱかっていただきたい。さもないと──」

「さ、さもないと？」

「…………」

　オウム返しなザカリアの問いには答えず、カナンは小さく笑うと、無言で足早にその場を立ち去る。

　それを見届けたザカリアは、重い息をつく。

「あの従者、何者なのだ？」

「あまりそう言ってくれるな。あれでルルは彼女になついているんだ」

「それが信じられぬ」

　ぼやき、不ふ審しんがるザカリアを捨て置いて、セレインは軍議に出るため本営に向かう──その矢先に、ふと立ち止まる。

「どうなさったかな、セレイン殿？」

「いえ、大したことではありません」

　そう、まったくもって大したことではない。大したことではないのだが……

（アートルム卿きよう、シオン、そしてカナン）

　セレインは胸中で、名前を並べてみる。

　その三人の組み合わせに、なぜか奇妙な違い和わ感を抱いだいたのだ。




　本営の大天幕での軍議は、ローゼリア王女の言葉で始まった。

「こちらから攻せめめ上る必要はありません。焦じれたグラニヤが峠とうげより下りるまで、ひたすら待ちに徹てつします」

　円えん卓たく上に置かれた地図を見ながら、ローゼリアはあらためて持久戦の方針を告げる。

　地図は、アートルム卿の手によるものだ。マントラウ湖一帯の地形が、可能な限り詳しよう細さいに描えがかれている。それに加えて、東部連合軍とグラニヤ軍の兵力を表すため、兵へい棋ぎの駒こまが並べられていた。

　四方を山に囲まれた、盆ぼん地ち状の地形。盆地の西半分をマントラウ湖が占しめ、東半分の平地にはエルザイムをはじめオルデス、ドーン、イースナといった東部各国の駒が置かれている。盆地への出入り口に当たる南北の峠には、南峠にルーベントの、北峠にグラニヤの駒が、それぞれあった。

「アートルム卿、説明を願います」

「はっ」

　うなずいたアートルム卿が、グラニヤ軍に当たる赤と黄の駒を手にした。

「この地に陣取ったグラニヤ軍は、赤せき炎えんと黄こう道どうの両騎き士し団だん、合わせて二万騎。三万五〇〇〇騎を揃そろえた我が方は数の上では有利となっているものの、それだけで戦いくさに勝てるほど甘くないことは、歴戦の将しよう帥すいたる方々ならよくご存じのはず」

「まあ、確かに」

　そうつぶやいたのは、ルーベントのアルモダン王子である。この大戦においては王太子ながら自ら出陣し、騎士七〇〇〇騎を引き連れて東部連合軍に加わっていた。

　なお円卓会議の代表からは、オルデス宰さい相しようのグラーム伯はく爵しやくもまた、軍に一時復帰して自国の兵と共に参戦している。

「グラニヤ騎士一人は他国の騎士二人に比す、などという戯たわ言ごともあるからね」

「それは大変だ。もしグラニヤ騎士一人が容た易やすく東部の騎士二人を打ち倒たおせるならば、我が軍はあっという間に溶とけ消えよう」

「…………」

　アルモダン王子の軽口に、アートルム卿は下手な冗じよう談だんで応こたえた。

　もしかしたら本気だったのかもしれないが、仮面に隠かくされた顔からはその内心をうかがうことはできない。

「故ゆえに我が方は数の利を最大限に生かすため、湖こ畔はんの平野での会戦に彼らを引きずり出す。それゆえの持久戦だ」

　言うなりアートルム卿は、グラニヤ軍の駒を二つとも、湖畔に陣取ったエルザイム軍の前面に押し出した。

「こう平押しをしかけてくれれば、話は早い。我らも総力を挙げて迎むかえ撃うつ」

　そう言いながら、アートルム卿は滑なめらかに駒を動かす。

「先陣はオルデス、ドーン、イースナの三国にお任せする。エルザイムは、本陣でそれを支えよう。後陣のルーベントは南峠を押さえつつ、機を見計らい後ご詰づめとして湖畔に押し出していただきたい」

　平野で正面から対峙する、東部連合軍とグラニヤ軍。その構図に、諸将たちは唸うなった。

「これは、まさしく決戦ですな。正面からの殴なぐり合いだ」

「望むところ、と言いたくはあるが……」

　ダルカンとグラーム伯爵は、そろって渋じゆう面めんを作る。二人とも三年前の戦で、グラニヤ騎士の精強さが骨身に染しみているのだ。

「グラニヤとしては、他にも出方があろう。例えば両騎士団のうち片方のみを出して、我らの出方をうかがう、といった手もある」

「むう、それならば我らも先陣の三国のみで応じ、本陣のエルザイムには動かずにいてもらうか──」

　徐じよ々じよに討議は、熱を帯び活発になっていく。

「いっそ、こちらから夜や襲しゆうをかけてみては？　夜や陰いんに紛まぎれて峠を登り、敵陣に潜もぐり込めたならば──」

「いやいや、それは無む謀ぼうというもの──」

　様々な意見が出で尽つくしたところで、アートルム卿は周囲を見回す。

「諸将方、見ての通り此こ度たびの戦においては、グラニヤに先手を取られる公算が大きい。故にまずはグラニヤの生み出した流れを、取り戻すことが肝かん要ようかと。そのことを、肝きもに銘めいじていただきたい」

「承知した。ただ──」

　と、アルモダン王子が苦く笑しようした。

「どうなさいました、殿でん下か？」

「いや、どのような戦せん況きようでも我がルーベントは、蚊か帳やの外のように見えてね」

　そう冗談めかした口調で、アルモダン王子は言った。

「アルモダン殿下、軽々しく後詰めに動いてもらっては困ります。いざという際の備えとして、戦力を温存してもらわねば」

「そうですよ。それにアル兄様が背後を守ってくださるからこそ、わたくしたちは存分に戦えるのですから」

　今まで沈ちん黙もくしていたローゼリアまで、そう口を挟はさむ。

「いや、分かっているとも。ただ──」

（どうも、面めん倒どうなことになるかもな）

　言葉を濁にごすアルモダンに、アートルム卿──シオンはかすかな疑念を抱いた。




　軍議の後、各国の将らが立ち去った大天幕は、ガランと空いていた。

「姫ひめ様、お茶をお淹いれいたしましょうか？」

「ええ、お願いするわ、ばあや」

　軍議の間は無言で控ひかえていたネリーの言葉に、ローゼリアはうなずく。

「かしこまりました。ではルル、手伝ってください」

「はいですの」

　ネリーが焜こん炉ろで湯を沸わかし、ルルが茶道具を用意した。その様子にアートルム卿、というよりシオンはラグール城に立て籠こもった時のことを思い出す。

　あの時も、ルルはああやって戦陣で茶を淹れてくれたのだ。

「軍議はアートルム卿の考えが通りましたが、勝てますか？」

　円卓の対面に座るローゼリアが、そう言った。

「負けぬ戦いは、挑いどめましょう。先走らず、持久戦に持ちこんで、グラニヤを誘さそう。その方針に変へん更こうはない。ただ──」

「ただ？」

　言葉を濁すアートルム卿に、ローゼリアは小首を傾かしげて見せる。

「アルモダン王子のことが、いささか」

「ああ、アル兄様ですか」

　先ほどの問答を思い出したのか、困ったように笑う。

「少々、入れ込みすぎておられるようだ。意気込みが、空回りしておられるようにお見受けする」

「危あやういですか？」

「そこまでは。ただ、後詰めがこれではいざという時──」

　その時、アートルム卿の脳のう裏りを一つの考えが過よぎる。

「お茶をおもちしましたの」

　ルルが円卓の上に熱い香こう茶ちやを並べるが、その匂においにも気づいていない。

「どうしました？」

　そうローゼリアに言われ、ようやくアートルム卿は顔を上げた。

「殿下、一つ頼たのまれていただきたいのだが──」




　湖畔に築かれた東部連合軍の陣じん地ちは、山上のグラニヤからは一望できた。

「中々に念の入った備えだ」

　黄道騎士団の立て籠る東とう峰ほうの陣城、その一画に設けられた見張り台で、クヨウはそう素す直なおに感心する。

「あれだけ念入りに陣を敷しいたということは、どうやらこちらに攻め上る心しん算ざんはないようですな。あのアートルムにしては、いささか消極的に思えますが」

　傍かたわらに控えていたタイガが、そう首を傾げる。今、クヨウに付き従っているのは、彼とランの二人のみである。

「我々を山さん麓ろくに引きずり出した上で、後ごの先せんを取ることを狙ねらっているのだろう。さてと、ならば我らはどう応じるかな」

　そうつぶやきながら、クヨウは二人の黒こく天てん騎士を振ふり向いた。

「二人の意見を聞いてみたい」

「我らの、ですか？」

　腕うでを組んだタイガは、眉み間けんにしわを寄せる。

「数の差を埋うめるためにも、山さん岳がく戦に引きこみたいところです。こちらの陣城に攻め上る敵を討つならば、敵の数の利を削そぎつつ我らの地の利を生かせましょう」

「それはその通りだ。問題は、彼らに持久戦を捨てさせるための方策だよ」

　重ねてそう問われて、タイガはさらに考えこむ。

「……ソーズベルに引き揚あげるふりをする、というのはいかがでしょう？　あらかじめ陣城に兵を伏ふせておき、追つい撃げきにかかってきた敵を迎え撃つ……ああ、いや、この程度の小細工、あの軍師が見み抜ぬけぬはずもないか」

「残念ながら、その通りだな。さてラン、次は君の番だ」

「私、ですか」

　やや気のない素そ振ぶりで白い髪かみをいじっていたランが、その言葉に振り返る。

「全軍で山を下り、正面からの力戦を挑みます。そのためにまずは先陣のオルデスを攻せめ、誘いをかけるべきかと」

「な！」

「ほう」

　その大だい胆たんな提案にタイガは驚おどろき、クヨウは面おも白しろそうに笑う。

「現状、騎士の質では我らが、数では東部が勝っている。力戦となれば、勝率は五分と五分かな」

「なれば、我ら黒天にお任せくださいませ。敵陣を散々に引っ搔かき回して御ご覧らんに入れます。そこを両騎士団の精せい鋭えいでつけば、勝利は間ま違ちがいありません」

　そう勢いこむランに、クヨウはうなずいた。

「なるほど、確かに魅み力りよく的な案だ」

「────では！」

「もし敵軍にシオンと、あとセレイン・コーディアナとやらがいなければね」

「…………」

　痛いところをつかれ、ランは押し黙だまった。

「まさか、二人を失念していたわけでもあるまい？　それを口実に、再戦を挑みたいと言ったところか」

「仰おつしやる通りです、クヨウ様」

「はて、どうしたものか。二人の武に勝敗を委ゆだねるというのも悪くはないが、将としてはいささか無責任に過ぎる」

　そうクヨウが考える振りをして見せると、ランは気まずそうに目をそらす。

「先ほどの献けん策さく、お忘れください」

「そうか。しかし、黒天の二騎きがそろって無策──とは言いすぎか、良き案を持たぬとは、どうも心もとないかな」

「……クヨウ様」

　恥はじ入るランを、クヨウはさらに言葉で責めたてる。

「師よ──」

　さすがにたまりかねたタイガが、口を挟もうとした時だった。

「おう、ここにおられましたか！」

　無ぶ遠えん慮りよな足音と、それ以上の大だい音おん声じよう。ずかずかと見張り台に現れたのは、赤炎騎士団の赤い甲かつ冑ちゆうを纏まとったイブキだった。

　赤炎騎士団の陣取る西峰の陣城から、わざわざ押しかけてきたらしい。

「これは、イブキ殿どの。いかがなされました」

　そう取り次ごうとするタイガを一いつ顧こだにせず、イブキはクヨウへと詰め寄る。

「何を悠ゆう長ちように見物などなさっておられる！　まずは我らから奴やつらに一当たりして、敵の力を確かめませぬと！」

「イブキ殿──」

　慌あわててタイガが割って入る。

「イブキ殿の熱意はお見事なれど、ここはまず──」

「──確かに、卿の言うことにも一理ある」

「クヨウ閣下もこのように──何ですと!?」

　唐とう突とつにイブキの進言に賛意を示したクヨウに、タイガは戸と惑まどう。一体、先ほどのやり取りは何だったのか？

「お、お待ちください我が師よ、これはいかなる──」

「おう、さすがはクヨウ閣下ですな。では自分にお任せください」

　狼狽うろたえるタイガと対照的に、イブキは喜色も露あらわに一礼した。だが今度は、クヨウが首を横に振った。

「まずは、私が出よう」




　　　　２




「グラニヤ軍、動く！」

　その報しらせが東部連合軍の陣中を駆かけ巡めぐったのは、太陽が西の空へと傾かたむきかけた頃ころ合あいだった。

「グラニヤが山道を降り、湖こ畔はんに押し出して来ただと!?　この時間にか！」

　オルデス軍の陣中で、主将のグラーム伯はく爵しやくは驚きの声を上げる。

「して、数は？」

　陣地を大おお股またで歩きながら、グラーム伯は伝令の騎士にそう問い質ただした。

「は、閣下──その、実は──」

「早く言えい！」

　口籠る伝令を、グラーム伯は𠮟しつ責せきする。

「──た、ただ一騎にございます」

「一騎ぃ？　何を馬ば鹿かな」

「まことにございます、閣下。あれを」

　ちょうど陣地外周の土ど塁るいにたどり着いた。伝令の指し示す方向を見やり、グラーム伯は驚きに目を見開く。

「……まことに、一騎だと？」

　グラニヤが籠る北峠とうげ、そこから盆ぼん地ちを南北に走る街かい道どう上で、一人の騎士が悠ゆう然ぜんと馬に跨またがっていた。

　掲かかげた旗に描えがかれたのは、グラニヤの十二弁べん紋もん。そしてその全身に纏まとっているのは、黒一色の甲冑である。

「あれは、まさか……？」

　グラーム伯がそうつぶやいた途と端たん、黒衣の騎士が動いた。馬上、左手一本でグラニヤの軍旗を掲げたまま、右手に一本の槍やりを構え、無造作に投じたのである。

　唸うなりを上げた投げ槍は、瞬しゆん時じにオルデス軍の陣地へと達した。応じる暇ひますらなく、直撃を受けた騎士が馬上から吹ふき飛ばされる。強きよう烈れつな源力エーテルの籠った槍はなおも止まらず、さらに二人の騎士を串くし刺ざしに仕留めて地面に突つきささり、ようやく止まった。

「……間違いない、あれは黒天騎士だ」

　まさかグラーム伯の驚きよう愕がくを感じ取った訳ではあるまいが、黒衣の騎士は陣地に籠るオルデス軍を見る。

「東部の将兵たちに告げる。私の名はクヨウ・スラン。グラニヤ黒天騎士団長にして、皇こう帝ていカイオン３世陛下よりこの東とう征せい軍を預かる者だ」

　堂々たる名乗りに、オルデス軍はどよめいた。

「黒天騎士団長!?」

「グラニヤの、主将だと」

　オルデス軍の陣中のそこかしこから、驚きの声が上がる。

　グラーム伯もまた、顔や声に出さないながらも戸惑っていた。

　オルデス軍は東部連合軍全体の前衛・先陣であり、グラニヤが湖畔に押し出して来た際の対応は、先ほどの軍議で詰つめていた。だが、敵将が自ら単たん騎きで現れたというのは、さすがに想定外である。

（……どうする）

　グラーム伯が考えあぐねている中、敵将──クヨウの口上は続いていた。

「揃そろえし三万五〇〇〇騎の大軍、まずはお見事と言っておこう。されど、戦いくさの勝敗を決するは、兵の多た寡かのみにあらず。その兵理を学びたくば、まずは我らを攻められよ。グラニヤ騎士二万を以もって、教授いたそう──」

「……射よ」

「は？」

「弓矢を射かけるのだ！　あの不ふ遜そんな口を閉とざせ！」

「は、ははっ！」

　その命に従い、オルデス軍が動き出す。

　長ちよう弓きゆう、短弓、あるいは弩ど弓きゆう──様々な弓を構えた兵士たちが、陣じんの左手へと殺さつ到とうした。

「構え──放て！」

　命令一下、つがえられた矢が一気に放たれる。数十、数百、あるいは千余──数え切れぬ矢が山なりの弧こを描き、まるで驟しゆう雨うのように降り注ぐ。

　クヨウただ一人を狙って。

　だが──

「ふっ」

　短い呼気と共に、クヨウは手にしたグラニヤの軍旗を打ち振る。

　正円を描いて回転する旗の絹けん布ぷは、クヨウの源力エーテルを注ぎこまれて鉄てつ壁ぺきの盾たてと化した。降り注ぐ無数の矢を受け止め、弾はじき、あるいは絡からめ取る。

「何……と」

　先ほどの投げ槍に続き、人間離ばなれした武技の冴さえを見せつけられ、オルデスの陣中から敗北の呻うめきが上がる。バラバラとこぼれ落ちる矢の一本を、クヨウは空中でつかみ取った。

「おやおや、東部の弓矢というものはずいぶんと優やさしいのだね。矢というものは──」

　そのまま振りかぶり、無造作に矢を投じた。源力エーテルを籠こめられた矢は、投とう擲てき用の手て矢やをはるかに超こえる射程と速度で、グラーム伯を狙ねらう。

「！」

　一歩たりとも動けなかった。

　矢は立ち尽つくすグラーム伯の頰ほおを掠かすめ、背後に立つ幕ばく僚りようの眉み間けんに突き立ち、兜かぶとごと頭部を消し飛ばす。

　飛び散った血と肉が、周囲を赤く汚よごす。

「お、おのれ！」

「グラニヤ、討つべし！」

「動くな!!」

　激げつ昂こうする部下たちを、グラーム伯は抑おさえる。

「あれは、誘さそいだ！　釣つられた我らが陣を出たところを、伏ふせた本隊で襲おそう腹積もりであろう！　その手に乗ってはならぬ！」

「し、しかし、このままでは──」

「いいから、黙っておれ！　軍議での取り決めを、我が国が破るわけにはいかぬのだ！」

　その言葉が冷静な軍略と判断によるものなのか、それとも目の前の黒天騎士への怯おびえによるものなのか、グラーム伯自身にも分からなかった。




　グラニヤとオルデスの攻こう防ぼう──と呼べるかどうか微び妙みようだが──の模様は、本陣のエルザイム軍からも見えた。

「これは、いかんな」

　顔をしかめたダルカンの呻きに、ローゼリアは小首を傾かしげる。

「なぜです？　露ろ骨こつな誘いでしょうし、放ほうっておけばよろしいのでは？」

「あれを放置しては、味方の士気にかかわりましょう。最悪、いざ決戦という時に、グラニヤの陣頭に立つクヨウをみただけで兵が崩くずれる恐おそれもあります」

　王女の疑問に、軍師は丁てい寧ねいに答えた。

「と、なれば、ここは──」

「父上、いや将軍閣下!!」

　勇ましい大だい音おん声じようと共に、セレインが進み出た。その場に膝ひざを突く。

「ここは、私にお任せください！」

「どうするつもりだ？」

「あの敵将に、一いつ騎き討うちを挑いどみます!!」

　クヨウの武勇を目まの当たりにしてなお、セレインは堂々とそう言い切った。

「勝てるのか？」

「勝敗は、時の運。されど私が武運拙つたなく敗れたとしても、それが騎士の道に恥はじぬ最さい期ごであれば、味方の士気も上がりましょう」

「うーむ」

　自身の頑がん丈じような顎あごを撫なでつつ、ダルカンは呻いた。

　セレインの言葉は道理である、道理ではあるのだが──

「なにとぞ、私に──」

「いや、ここは私に任せてもらおう」

　アートルム卿きようが、そこに割って入る。

「セレイン殿は近衛このえの部将、もはや一いつ介かいの騎士ではない。ここは代わって、シオン・ナグザレアを出そうと思うのだが」

　そう説きながらアートルム卿は、ローゼリアとダルカンに、仮面越ごしの目線を飛ばす。両名とも、目配せで答えた。

「そう、ですか……確かに、シオンならば──」

　不承不承ながら、セレインも納なつ得とくする。

「それで、シオンはどちらに？」

「別命で待機させております」

「では呼んできてくれ、軍師殿どの」

「承知した」

　事情を知るローゼリアとダルカンに言われ、アートルム卿はシオンを呼び出しに行くふりを演じる。

　だがそれは、少しばかり遅おそかった。

「──アートルム卿」

　さりげなく近づいたカナンが、耳元に唇くちびるを寄せる。

「どうした──」

　従者のささやいた言葉に、シオンは仮面の下で顔をかすかにしかめた。

「ルーベント軍──アルモダン王子が動いた」




　南峠の後陣に陣取るルーベント軍。その陣中に、奇き妙みような混乱が広がりかけていた。

「さあ、私自ら出よう。馬を引け！」

「お、お待ちください殿でん下か！」

　美び麗れいな甲かつ冑ちゆうを纏まとったアルモダン王子は、従者の引く白馬に颯さつ爽そうと跨った。その足元に、副将が縋すがり付いている。

「我らルーベントは後ご詰づめにございます。みだりに動かぬよう、エルザイムの軍師殿も申していたではありませぬか」

「グラニヤは、主将が単騎で出るという奇き策さくに出た」

　従者から受け取った槍の具合を確かめつつ、アルモダンは言った。

「ならば我らも、余よ程ほどの奇策で応じねばならぬ」

「いやいやいやいや」

『その理り屈くつはおかしい』──という直言を可能な限り婉えん曲きよくかつ穏おん健けんに伝えるため、副将は必死に言葉を選ぶ。

　思いつかない。

「お考え直しください。我ら東部連合軍は心を一にし、グラニヤという大敵に当たらねばなりませぬ。ここで我が国のみ軍議に背そむいて独断で動けば、必ずや諸国の間に不信の種を蒔まきましょう」

　せめて別の方向から、諫いさめようとする。

「ローゼリアや諸将には、私が頭を下げる。勝利を以もって、横紙破りの責を贖あがなおう」

「勝利、ですと？」

「ああ。たとえ一度は汚お名めいを受けようとも、貫つらぬかねばならぬ大義がある。無道なるグラニヤの侵しん略りやく者に、我らの正義と騎士道を示すのだ！」

　おおお──

　アルモダンの堂々たる宣言に、周囲の騎士たちが歓かん声せいで応こたえる。その有様を副将は、半ば呆ぼう然ぜんと見ていた。

（まさか、殿下は──）

　アルモダン王子の初うい陣じんは、今から七年前のことである。彼はその初めから副将として王子に付き従い、五つの戦場の全すべてで勝利をもたらした。自ら陣頭に立つ文武両道の英えい邁まいな王太子として、アルモダンの名声はルーベントの内外で知られている。

　だがそれは全て副将や幕僚が勝てる戦場を選び、慎しん重ちようにお膳ぜん立だてをした上でのこと。アルモダンは彼らの筋書きに従って、騎士の先頭に立ち、戦場で馬を駆かり、そして逃にげる敵の背に槍やりを突つき立てたのだ。

　そしてそのささやかな勝利を、華はなやかにかつ煌きらびやかに飾かざり立て、大々的に喧けん伝でんしてきたのである。

　いわば将来の国王に、武功という箔はくをつけるための芝しば居いである。そしてアルモダン王子という人物は、中々の名優だった。

　そのことを、副将はよく知っていた。当然ながら、王子もそのことを理解していると思っていた。

　だが──

（──分かっておられなかった!?）

　しかも間の悪いことに、今のルーベント軍七〇〇〇騎というのは、これまで王子が率いてきた部隊とは桁けた外はずれの大軍だ。故ゆえに様々な裏の事情を知る子飼いの騎士は、その一割にも満たない。

　つまりこの場にいる騎士の大半にとって、アルモダン王子は赫かく々かくたる武ぶ勲くんに輝かがやく若き英えい傑けつなのである。

「開門！　これより我らルーベント軍は打って出る！」

「はっ！」

　アルモダンの命令一下、陣門が開かれた。

「何をしている？　さあ行くぞ、我らの勝利に向かって」

「は、ははっ！」

　ようやく我に返った副将も、自らの馬に飛び乗った。と、青ざめた顔をした幕僚が馬を寄せてくる。

「……どうするのだ？」

「……せめて最悪の事態だけは、避さけねばなるまい」

　今の副将には、そう答えることしかできなかった。




　南峠とうげを駆け下りたルーベント軍は、そのまま街かい道どう沿いに北へと向かった。エルザイムの本陣脇わきを、一ひと塊かたまりになった七〇〇〇騎もの騎士が駆け抜ぬけていく。

　アートルム卿にとっても、ルーベント軍の突とつ出しゆつは意外なものだった。

（おいおい、勘かん弁べんしてくれよ王子様）

　とはいえ軍師たるもの、そんな内心を顔に出す訳にはいかない。いや、そもそも仮面で表情を隠かくしてはいるが。

「あのような見え透すいた誘いに乗るとは、無む謀ぼうな。怯えて引き籠っているオルデスの方が、まだマシではないか」

　ちなみにダルカンの方は、遠えん慮りよなく苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。その正直さがうらやましい。

「どうするのだ、軍師殿？」

「万一に備え、援えん軍ぐんの備えをしておく」

　そうアートルム卿は即そく答とうする。

　幸いにも、と言うべきかどうか迷うところだが、アートルム卿にとってこの事態は意外であっても想定外ではない。

　グラニヤの挑ちよう発はつに対し、いずこかの軍が持久戦の取り決めを破って突出する可能性は予想していた。一応の対策も立ててある。

　ただ突出したのが、ルーベント軍というのは意外だった。

（ルーベントの副将と話は付けておいたんだが、お飾りのはずの王子様がやらかしたってことか？）

　何にせよ、原因の追及は後のことである。

「あの様子だと、十中八九は援軍が要いりようになりそうだな。いかほど用意しておく？」

「騎士のみで一〇〇〇騎。歩兵は要らぬ、速さが鍵かぎだ」

「妥だ当とうだな。儂わしが出ようか？」

「いや、ダルカン閣下は陣を動かず、軍を把は握あくしていただきたい」

　軍師と将軍は、素す早ばやく言葉を交かわす。

「率いる将は──そうだな、セレイン殿に任せたい」

「わ、私ですか？」

　意外な推挙に、セレインは驚おどろいた。

　彼女も部将の一人とはいえ、今まで率いてきたのは一〇〇騎程度の小部隊なのだ。驚くのも当然である。

「分かった。セレイン、やってみよ」

　父であるダルカンの方は、娘むすめの抜ばつ擢てきをあっさり認めたが。

「ち、父上まで!?　その、私のような若じやく輩はい者にこのような大役を任されましても、その、他の騎士たちが従って──」

「復唱!!」

「はっ!!　セレイン・コーディアナ、これより一〇〇〇騎を預かりルーベント軍への援軍に備えます!!」

「よろしい」

　セレインも、覚かく悟ごを決めたのだろう。抑おさえきれぬ緊きん張ちように引き締しまった顔は、強こわ張ばっているものの凜り々りしい。

「アートルム卿きよう、なにとぞご指導の方を──」

「ああ、私も陣中に残る。策はシオンに伝えてあるので、彼を連れて行きたまえ」

「な──しょ、承知しました」

「頼たのんだぞ。難しい戦いくさになるだろうが、セレイン殿ならできる」

　辛かろうじて呻うめき声をこらえたセレインにそう告げたアートルム卿は、次いでローゼリアへと意見を述べた。

「ローゼリア殿下には、先陣の三国に軍使を出していただきたい。これ以上は動かぬように、自重をうながさねば」

「分かりました、早さつ速そく」

　緊張した表情でうなずくローゼリアだが、その目は明らかに事態を面おも白しろがっている。

（酷ひどいな、この姫ひめさん）

　自分のことを完全に棚たなに上げて、アートルム卿は内心でつぶやいた。




　七〇〇〇騎の馬ば蹄ていが、大地を揺ゆるがす。

　野営地を駆け下りたルーベント軍の騎士たちは、街道を北へと向かう。標的はただ一つ、ただ一騎でオルデスを圧した黒ずくめの騎士──グラニヤの主将であるクヨウのみ。

「進めぇっ!!」

　ルーベント軍の先頭で、アルモダン王子は馬を駆りつつそう絶ぜつ叫きようした。まさかその声が届いたわけではあるまいが、クヨウは馬首を転じて北へと駆け出す。

「敵将が逃げたぞ!!　追え！」

　そう兵に命じるアルモダン王子の目は、クヨウの背のみへと据すえられていた。

「討ち取って手て柄がらとせよ！　褒ほう賞しようは思いのままだ！」

　アルモダンの宣言は、見る見る陣中に広がっていく。そこかしこで、騎士たちが歓かん呼この声を上げている。

　なんせ、王太子直々の約束なのである。まさか、踏ふみ倒たおされて反ほ古ごにされることはあるまい。

「殿下、まずは某それがしにおまかせあれ！」

「いやいや、私わたくしめが一いち番ばん槍やりの栄えい誉よを挙げてみせましょう」

　欲と功名心に駆り立てられた騎士たちが、一いつ斉せいに馬の速度を上げる。

「ふむ、頼もしき者どもだ。だが私とて、この戦場での武功をみすみす譲ゆずる気はないのだがね。ハアッ」

　アルモダンもまた、いっそう馬を駆り立て──

「殿でん下か、お待ちを！」

「来たか、遅おそいぞ」

　──ようとする寸前、ようやく追いついた副将に気づき脚あしを止めた。副将の決死の叫さけびに、顔をほころばせる。

「お前が来てくれれば、百人力だ。さあ──」

「これは、敵の罠わなにございまする！　グラニヤの誘さそいにこれ以上、乗ってはなりませぬ！　今すぐ、お引きくださいませ！」

　口上を遮さえぎられ、王子は不快そうに顔をしかめた。

「その程度のこと、分かっている！　あえて敵の策に乗ってみせてこそ、大魚を釣つり上げられよう」

「殿下、そのように無用な賭かけで大事な御おん身みを危険に晒さらしてなりませぬ！」

「無用とは何事だ!?　もうよい、そなたには失望した！　臆おく病びよう者は、黙だまってそこで見ているがよい！」

「殿下！」

　主将と副将の論争、というよりも懇こん願がんをよそに、戦せん況きようは動いている。街道上ではついに、ルーベント軍の先せん鋒ぽうが、クヨウに追いついていた。

「御み首級しるし、頂ちよう戴だい！」

「一番槍は我のものだ！」

　各おの々おのが刀とう槍そうを振ふりかざしてクヨウに殺さつ到とうする、まさにその時──

「おおおおおおおおっ!!」

　まさにその瞬しゆん間かん──その場にいたルーベント騎士たちの全すべてが、吼ほえ猛たける獅し子しの姿を確かに見た。

　クヨウの咆ほう哮こうと気き迫はく、そしてたたきつけられた源力エーテルの圧力が、そのような錯さつ覚かく、あるいは幻げん視しをもたらしたのである。

　その時、クヨウは剣けんすら抜かなかった。

　彼がしたのは、ただ手にしていた十二弁紋のグラニヤ軍旗を、ごく無造作に左から右へと打ち振っただけ。

　だが、その威い力りよくは絶大だった。

　地面と水平に走った旗はた竿ざおが、迫せまるルーベント騎士を捕とらえ、馬上から撥はね飛ばす。それも、一人きりではない。

　ただ一振りで、一〇人あまりの騎士が捕らわれ、次々と宙に舞まっていった。その全員が、地面に叩たたきつけられる前に全ぜん滅めつしている。鎧よろいを砕くだかれ、目鼻耳をはじめ穴という穴から濁にごった血を流し、苦く悶もんの表情も露あらわに屍しかばねを晒していた。

「お、おおお──」

　つい先ほどのオルデスと同じだった。クヨウの凄すさまじい武ぶ威いに晒され、ルーベント軍は凍こおりつく。馬までもが本能的な恐きよう怖ふに晒され、それ以上の前進を拒こばんだ。無理に乗馬を前に出そうとして振り落とされた騎士までいる。

　違ちがいといえば、オルデス軍が陣じん地ちに籠こもっていたのに対して、ルーベント軍は戦野にその身を晒していたこと。

　そしてそのずれが、大きな差異をもたらした。

「頃ころ合あいか」

　クヨウのつぶやきと共に、新たなる鬨ときの声が上がった。山さん麓ろくに伏ふせていた赤い鎧の騎士たちが、次々と身を起こす。

　グラニヤが、ついにその牙きばを剝むいた。




　イブキ率いるグラニヤ赤炎騎き士し団だんの一隊だった。クヨウが一人で東部軍の耳目を集めている隙すきに、密ひそかに山上の陣城から下りていたのである。

「行くぞ！」

　自ら先頭で鹿か毛げの愛馬に跨またがるイブキは、原野を突つっ切って横合いからルーベント軍の隊列に迫る。

「お供いたします」

「ふん」

　イブキの右隣どなりを徒歩で併へい走そうしながら、タイガがうっそりとつぶやいた。イブキは鼻を鳴らすと、露ろ骨こつに顔をしかめる。

　タイガはクヨウからイブキに連れん絡らく役として寄こされたのだが、目付け役に見えてどうも面白くない。

　二人の後には赤炎騎士団から選えりすぐった三〇〇〇騎余りの騎士が、縦隊の陣形で続いていた。七〇〇〇騎の総勢で打って出たルーベント軍とは、倍以上の開きがある。

　だが、今のルーベント軍はクヨウ一人に頭を押さえられ、街かい道どう上で立ち往生している。だらしなく伸のび切った隊列の横腹を突くのは、実に簡単だった。

「イブキ殿どの」

「あん？」

　傍かたわらのタイガに声を掛かけられ、イブキは不快そうに唸うなる。

「どうした」

「あれを」

　馬上のイブキと徒歩で併走しながら、タイガはルーベント軍の先頭付近を指し示した。

「おう！」

　ひときわ目立つ豪ごう奢しやな鎧姿は、ルーベント軍の主将たるアルモダン王子と見て間ま違ちがいないだろう。

「よく見たな、〈狼〉リユコス！　礼を言うぞ！」

　先ほどまでの密かなわだかまりを投げ捨て、イブキはタイガを賞賛する。良くも悪くも彼は、こういう単純な武人なのだ。

「これを見み逃のがす手はないな」

「は」

　とはいえイブキは、単純ではあっても無策ではない。獰どう猛もうな笑えみを浮うかべつつ、素早く戦況を判断する。

　このまま直にアルモダン王子の本陣に突とつ撃げきしても、仮に王子が恥はじも外聞もなく逃にげ出したら、混戦の中で見逃してしまう可能性もある。それを防ぐためには、まず何よりも退路を断つことが肝かん要ようだ。

　そのためには──

「このまま突っ込む！　総員、続けぇっ！」

　決断は、ほぼ一瞬だった。

　進路は変えない。狙ねらいは街道上で伸び切っているルーベント軍の隊列、そのほぼ中間地点のままである。

　ルーベント軍も、赤炎騎士団を迎むかえ撃うつため動き出していた。南北に伸びた隊形はそのまま、西から迫る赤炎騎士団に向き直り、横隊を取ろうとしている。

　だがそれを見てもなお、イブキの勢いは衰おとろえない。

「遅いぞ、のろまめ!!」

　そう歯を剝き出しにしてイブキは吠ほえ、ルーベント軍へと斬きりこんだ。

「ハアッ!!」

　突撃の勢いを乗せて繰くり出したイブキの槍が、ルーベント騎士の胸きよう甲こうを貫つらぬき串くし刺ざしに仕留めた。槍ごと馬上から転げ落ちた敵手には目もくれず、腰こしの剣へと手を伸ばし、続く敵を抜ぬき打ちで斬り捨てる。

　その隣では高々と跳ちよう躍やくしたタイガが、空中からの蹴けりで二人のルーベント騎士を馬から叩き落としていた。

「お見事です、イブキ殿」

「ふん、そちらもな」

　イブキとタイガの二人が敵陣に穿うがった孔あなに、さらに後続のグラニヤ騎士たちが続き、そのまま抉えぐり広げる。

　研とぎ澄すまされた槍の刺し突とつを思わせる、鋭するどい一撃だった。ルーベント軍の隊列は、瞬時に貫かれ、そして分断された。

「脆もろい脆い、東部の騎士とはこの程度か！」

　そう哄こう笑しようしながら、イブキは馬首を北へと向けた。縦隊を取った赤炎騎士団の隊列がそれに続く。

　分断されたルーベント軍のうち、後ろ半分は総そう崩くずれになっている。そのまま友軍を見捨て、南の陣地を目指してバラバラと逃げ出していた。

「ふん、無様な」

　苦々しげに、イブキは吐はき捨てた。正直、こちらから先に蹂じゆう躙りんしてしまいたくなる見苦しさだが、物事には順序というものがある。

「もう一撃だ！　横一文字で行くぞ！　木こっ端ぱ騎士どもにとどめを刺さす！」

　命令一下、赤炎騎士団の三〇〇〇騎は、陣形を縦隊から横隊へと組み替かえる。イブキ自身は、その最さい右う翼よくに位置し、全隊を北へと旋せん回かいさせた。

　先ほどの縦隊による一点突とつ破ぱが槍の一刺しならば、今度の横隊による進撃は振り回された鉄てつ槌ついに等しかった。圧あつ倒とう的な衝しよう力りよくでルーベント軍の抵てい抗こうを打ち砕き、飲みこみ、北へ北へと追いやっていく。

「ば、ばかな……」

　アルモダン王子は馬上で棒立ちのまま、ただ呆ぼう然ぜんとこの惨さん状じようを見ていることしかできなかった。立ち尽つくす主君に代わり、副将が声を張り上げる。

「浮うき足あし立だつでない、皆みなの者！　集結し、陣を組みなおすのだ！」

　そう叫びながら馬を駆かけ巡めぐらせて騎士を𠮟しつ咤たし、かき集め、辛かろうじて王子を中心に方陣らしきものを組み上げた。

　分断され孤こ立りつしていても、取り残されたルーベント軍の前半部はいまだ三〇〇〇騎以上を保っていた。数ならば、赤炎騎士団と同等なのである。

　副将の指揮により辛うじて気力と勢いを取り戻もどしたルーベント騎士は、決死の覚かく悟ごで迫るグラニヤ軍に立ち向かう。

「小こ癪しやくな。だが楽しませてくれる」

　それを見てもなお、イブキの余よ裕ゆうは変わらない。素す早ばやく戦況を見取って、新たなる命令を下す。

「鶴かく翼よくで行くぞ！　飲みこめ！」

　赤炎騎士団の陣形にまたも変化が生じた。

　横隊の中陣は、そのままルーベント軍の方陣とぶつかり合う。その一方で左右両翼はさらに大きく広がり、方陣の側方に展開したのである。

　そのまま後方に回りこんでの包囲殲せん滅めつ戦。野戦における定じよう石せき中の定石だが、その速さが尋じん常じようではない。

「いかん！」

　意図を悟さとったルーベント軍の副将が、小部隊による横よこ槍やりを矢や継つぎ早ばやに繰り出して、包囲を妨さまたげようとするが、ことごとく撥はね除けられてしまった。

「お見事です」

　相変わらずイブキの側を固めていたタイガが、斬りかかってきたルーベント騎士を殴なぐり殺しつつ、淡たん々たんと言った。

「グラニヤ十二騎士団において、こと攻こう勢せいにおいての破は壊かい力と突破力では、イブキ・ブルハンと赤炎騎士団に並ぶものはおりますまい」

「ふん、褒ほめても何も出んぞ」

　口では素っ気なく答えるイブキだが、賞賛されてまんざらではなさそうである。

「イブキ殿、アルモダン王子は自分が生け捕どります故ゆえ、なにとぞ」

「分かっている。どうせ俺はそういう細かいのは苦手だ。貴様の手て柄がらに譲ゆずってやるから、好きにしろ」

　念を押すタイガに対して、イブキは心底から面めん倒どうそうにそう答える。だが実際のところ、イブキにとっての面倒はこれからだった。

　包囲の輪が閉じようという寸前、突とつ如じよとして後方から角笛の音が響ひびいた。そして新たなる人馬のいななき。

「新あら手てですな」

「思ったより早い、チッ」

　言わずもがななタイガの報告に、イブキは舌打ちする。掲かかげられた軍旗には、十字の意い匠しようが描えがかれていた。

「剣十字騎士団──エルザイムか」




　セレインの心配は、結局のところ杞き憂ゆうだった。

「これより、我らはルーベント軍の救きゆう援えんに向かう!!」

　セレインの命令に、集められた一〇〇〇の騎き士しは歓かん声せいで応こたえる。

「全隊、私に続け！　出るぞ!!」

　そう大声を張り上げて、セレインは馬を駆った。彼女とそれに続く一〇〇〇騎は、勇ゆう躍やくしてエルザイムの野営地を飛び出す。

　それを確かく認にんし、セレインが小さくつぶやいた。

「私のような若じやく輩はい者がこのような大役を任されたというのに、皆、よく従ってくれているものだ」

「当たり前だろう、何を言っている？」

　セレインのつぶやきに、ザカリアはむしろ困こん惑わくしているようだった。

「ラグール城やテリナスで存分に振ふるわれたお前の武勇は、すでにエルザイム中に鳴り響いているのだぞ」

「なにせグラニヤの力の象しよう徴ちようたる黒天騎士すら、その剛ごう剣けんで退けたのですからなあ。たとえセレイン殿がうら若い娘むすめでありましても、それを理由に貴女を侮あなどる者は、このエルザイムにはおりますまい」

　カレシンも、したり顔でそう言った。徒歩で戦うのが常な武ぶ僧そうにしては、危あやうげのない乗りこなしである。

「案ずるより産むがやすし、ってやつだな」

「分かっている」

　したり顔でそう言うシオンが、なんとも腹立たしい。

　本陣に残ったアートルム卿きように代わり、その策をさずけられて来たのだ。

「ま、策ってほどじゃねえ。このままグラニヤの尻しりに嚙かみついて、連中をルーベントから引っぺがし、あの王子様が逃げ出す時間を稼かせぐ」

「分かった。単純でいい」

　シオンの言葉にセレインは小さく笑い、そのまま全力でグラニヤ軍に突つっこんだ。狙うのは、横に薄うすく広がった隊列の中央部である。

「突撃!!」

　セレインが下した命令は、ただその一言のみ。それだけで十分だった。

　エルザイム剣十字騎士団においては突撃の際、楔くさび形がたの陣じん形けいを取ることが多い。縦隊の機動力と横隊の衝力を兼かね備えたこの隊形は、かつてのアトーシャ皇国近衛このえ騎兵隊から受け継つがれた伝統である。

　セレインもまたその顰ひそみに倣ならった。

「いやあっ！」

　振るわれた大剣が、赤い鎧よろいの騎士を馬上から吹ふき飛ばしした。続くカレシンの大槍とザカリアの弓が、次々にグラニヤの騎士を打ち倒たおす。

　エルザイム軍の楔が、深々とグラニヤに打ちこまれた。

　グラニヤの中陣としては、たまったものではない。

　左右両翼がルーベント軍を包囲する時間を稼ぐため、敵の方陣の前進を全力で抑おさえ込んでいたのに、背後からまで打だ撃げきを受けたのだ。内外からの圧力に耐たえかねて、中陣の隊列は軋きしみ、綻ほころび、ついに破れた。

「よし、このままルーベント軍の退路を確保してくれ！」

「ああ！」

　シオンの指示に従ってエルザイム軍は左右に展開、グラニヤの隊列にこじ開けた突とつ破ぱ口こうを維い持じする。あわれなほどに瘦やせ衰えたルーベント軍が、我先に撤てつ退たいしていく。

「貴女は──セレイン殿どのか、助かった」

　その中には、アルモダン王子の姿もあった。

「エルザイムの方々、助すけ太だ刀ちに感謝いたしますぞ。さあ殿でん下か、こちらへ」

　副将に付き添そわれ、憔しよう悴すいしきった王子は撤退する。

「さて、これで一安心、と。セラちゃん、後は任せた」

「シオン!?」

　混戦の中、馬を駆って飛び出そうとするシオンの姿に、セレインは驚おどろく。

「悪い、ここは任せた。ちょっと今から、昔の知り合いに顔を出してくる」

「なっ!?」

　ごく軽い口調で告げられた言葉の意味に、セレインは絶句した。




「包囲が破られました！」

「見れば分かる！」

　部下の報告に、イブキは怒ど鳴なり返した。中陣にこじ開けられた退路からルーベント軍が逃のがれるのは、この位置からでも見える。

　攻勢においては比類ない打撃力を誇ほこる赤炎騎士団だが、守勢に回ると脆い一面がある。今回はそこを突かれ、大魚を逃にがした形だった。

「逃がすな！　追え！」

　そう命じながらイブキ自身も馬を駆り、逃げるルーベント騎士に背後から斬きりつける。一人──二人──

（どうする？）

　このままあくまで、ルーベント軍を追うか？　それとも小癪なエルザイム軍に、狙ねらいを絞しぼるか？　あるいは──

「イブキ殿！」

　タイガの警告が、イブキを思考から引き戻す。

「どうした!?」

「正面から、来ます！」

「何いっ!?」

　驚く間もなかった。

　逃げ惑まどうルーベント軍の流れをかき分け、遡さかのぼり、一騎の騎士がイブキの眼前に躍おどり出たのだ。

「こいつ──」

　一騎駆がけが騎士の誉ほまれ、戦場の華はなとはいえ、これはあまりに無む謀ぼうすぎる。だがイブキは、戦場でその無理を平然と押し通す男たちを知っていた。

　今も自らの側に一人、そしておそらくは敵の陣中にも一人。

「よう、久しぶりだな、イブキ・ブルハン」

「やはり貴様か、〈鴉〉コローネ──シオン・ジルヴァああああっ!!」

　その騎士──シオンの顔を見た途と端たん、イブキは叫さけんだ。

　かつて黒天騎士の一人でありながら、祖国グラニヤを裏切った忘恩の徒──いや、そんなことはどうでもいい。

「十二将軍への昇しよう進しん、誠まことに慶けい賀がの至り。ていうかグラニヤの武将も、ずいぶんと層が薄くなったもんだ」

「吐ぬかせえ!!」

　そのにやけた顔と皮肉げな物言いに、イブキの全身の血が沸ふつ騰とうする。

　すれ違ちがいざま、シオンとイブキは馬上で剣を振るう。黒天騎士と十二将軍、それぞれ異なる意味でグラニヤの武の頂点に立つ男の剣が、真っ向から打ち合った。

　ただ、一合。

　強きよう烈れつな源力エーテルの余波が、周囲に逬ほとばしる。

「く！」

　衝しよう撃げきで、イブキの右手は芯しんまで痺しびれた。体勢を崩くずしかけるものの、辛かろうじて馬上に踏ふみとどまり次撃に備える。

　だが、シオンの追撃はなかった。

　ただ一いつ瞬しゆんの交差を残し、グラニヤの隊列を突っ切っていく。

「ちっ、仕留めそこなったか」

　そんな舌打ちだけを残して。

「貴様あっ!!」

　黒天騎士に対する本能的な畏おそれと、それを上回る憤ふん怒ぬが巻き起こった。

「待て、シオン・ジルヴァ！」

　立ち去るその背を追おうと馬を駆かり──

「お待ちくださいませ！　追ってはなりませぬ!!」

　決死の形相のタイガに阻はばまれた。

「どけい、〈狼〉リユコス！　あやつは弟の仇かたき！　この場で斬らねば収まらぬ!!」

「どきませぬ！　イブキ殿は一軍の将なのですぞ！　いかに黒天の裏切り者とて、一いつ介かいの騎士にかかずらって良い道理などありませぬ！」

「黙だまれ！」

「黙りませぬ！」

「貴様──」

「イブキ殿は、ルーベントの莫迦ばか王子と同じ愚ぐ行こうをなさるお積もりか!?」

「────!?」

　その一言は、さすがに効いた。

　懸けん命めいに呼吸を整え、激情を鎮しずめる。

「貴様の、言うとおりだ」

　辛うじて絞り出した声は、震ふるえひび割れていたが、それでも理性を取り戻もどしていた。

　戦せん況きようを確かめる。イブキがシオンにかまけていた短い時間のうちに、エルザイム軍もルーベント軍も撤退していた。

「俺の失態だな。肝かん心じんかなめの瞬間に、指揮を放ほうり出してしまった。シオン・ジルヴァめ、これを狙っていたのか」

「おそらくは、軍師アートルムの入れ知ぢ恵えでしょう」

「ふん、まあいい。大魚を取り逃がしたとはいえ、勝ちは勝ちだ」

　そう言い切るイブキの声は、自分自身でもわかるほど言い訳がましかった。タイガまで、微び妙みような目でこちらを見ている。

「退ひくぞ！」

　それに気づかないふりをしつつ、イブキは大声でそう命じた。




　西に沈しずみつつある陽光が、湖面を赤く染めていた。

　激しくも短い剣けん戟げきの音は、すでに止やんでいた。夜の帳とばりが降りる前に、両軍は各おの々おのの陣地へと引き揚あげていく。

「負けたな、これは」

　整然と山中の陣城へと後退するグラニヤ赤炎騎士団、その姿を見送りながら、シオンは小さくつぶやく。

　最後に一いつ矢し報むくいたとはいえ、エルザイム軍はルーベント軍の救きゆう援えんを最優先にしていた。そのため討ち取ったグラニヤ騎士の数は、精々一〇〇騎程度しかない。

　逆にルーベント軍は、包囲殲せん滅めつこそ免まぬかれたものの、一〇〇〇騎以上もの損害を受けている。主将であるアルモダン王子を救出できたとはいえ、戦力は著いちじるしく低下していた。

　おそらく他の各国からも、不安の声が上がるだろう。

「嫌いやな流れだ」

　そう嘆たん息そくする。

　東部連合軍全体で見ればただの一敗、それでも負けは負けだ。

　戦いくさの流れは、グラニヤに持っていかれてしまった。

（せめてイブキが挑ちよう発はつに乗って追ってくれば色々仕込めたんだが、案外と冷静でいやがる。わざわざシオンとして顔を見せたってのに）

　無意味な愚ぐ痴ちを並べてる自分に気づき、シオンは自じ嘲ちようした。

　何にせよ、今日の戦はここまでだ。エルザイムの陣地に戻ろうとして、ふとシオンは馬の脚あしを止めた。

　引き揚げるグラニヤ軍の最さい後こう尾びに、とある人ひと影かげを見つけたのだ。

「あれは──クヨウ」

　忘れようがない。

　見み間ま違ちがえようもない。

　かつての師兄であり、今の怨おん敵てき。その姿をシオンは、無言で両目に焼き付ける。

　どれだけそうしていたのだろうか。

「シオン！」

　かけられた声で、シオンは我に返った。

「……セラちゃんか」

「戻るのが遅おそいから何をしていたのかと思ったら、こんな所で油を売っていたのか。なっていないぞ、まったく」

　そういつもの調子で小言を言われ、シオンは小さく笑う。

「何がおかしい」

「いや、グラニヤにしてやられたってのに元気だな、と思ってさ」

「ふん、一度の負けで落ちこんでなどいられるか。次こそはこの剣で、勝利をつかみ取って見せる」

　愛用の大剣を掲かかげ、セレインはそう宣言する。そんな彼女の姿を、シオンはまじまじと見つめた。

「そうだな。ああ、そうだ。それだけのことじゃないか」

　もう一度、小さく笑う。

「ありがとよ、セラちゃん。本ほん陣じんに戻ろう」

「ああ。それとアートルム卿きようも、お前を捜さがしていたぞ。なんでも軍議の前に、報告を聞きたいそうだ」

「……そうか」

　考えてみれば相当に厳しい現状を、影かげ武む者しやのカナンに押し付けたことになる。今ごろ相当に困こん惑わくしているか、それとも腹を立てているか──

「戻ろう！　急いで！　可能な限り早く!!」

「あ、ああ」

　いきなり豹ひよう変へんしたシオンの様子に、セレインは首を傾かしげた。
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　夜半、グラニヤの陣城は勝利に沸わき立っていた。

　明あか々あかと篝かがり火びが焚たかれる中、戦場に赴おもむいた騎き士したちは自身の武功を語り、残る者たちはそれを賞賛しつつ明日の武功に思いを馳はせる。

　少量ずつとはいえ酒も配られていたが、必要なかったかもしれない。部将から兵卒に至るまで、勝利の味に酔よっていたのだから。

「やれやれ、少し浮うかれすぎではないかね」

　本営のクヨウが、そう苦く笑しようする。とはいえ彼にも、本気で騎士や兵士たちを咎とがめるつもりはない。

「見張りには気の利きいた者を立てております故ゆえ、まあ問題ありますまい」

　黄道騎士団長のハルト将軍が、そう答える。続いて卓たく上じようの地図に目を落とした。

「それでイブキ殿どの、一当たりしてみた感かん触しよくはいかがだったかな？」

「ルーベント軍とやらは話にならん弱兵だったが、最後に食いついてきたエルザイムの連中は中々に歯は応ごたえがあった。そう簡単には勝てぬかもしれぬ」

　勝利の立役者と思えないほどむっつりとした顔で、イブキは淡たん々たんとそう言った。

「やれやれ、見事な働きをして功名を挙げたのだ。もう少し素す直なおに喜んでもよいのだぞ？　儂わしの若いころなぞ、手て柄がら話となれば──」

「そうは言うがご老体、俺は大魚を釣つり逃のがしたのだ。将として、功を誇ほこる気にも勝利を喜ぶ気にもなれん」

「ほう」

　イブキの発言に、クヨウは含ふくみ笑わらいをした。

「君にとっての大魚はどちらなのかね？　ルーベントのアルモダン王子か？　それともシオン・ジルヴァか？」

「言うまでもない。あのような惰だ弱じやくな王子の首級など、手柄にする価値もない。俺が欲しいのは、〈鴉〉コローネの首一つだ」

「────」

　そう断じるイブキを、無言で控ひかえていたランがキッとにらみつけた。それに応じ、イブキの表情もたちまち険しくなる。

「さて、明日の戦だが──」

　素知らぬ顔のクヨウが、地図を指し示した。

「一当たりして手応えは確かめた。その上で、明日はどう戦う？　このまま陣城に籠こもるか、あるいは打って出るか」

　その問いに、ハルトが応じる。

「騎士らの士気を思えば、このまま籠りっぱなしというのは惜おしいですなあ」

「かといって一軍を打ち破ったとはいえ、いまだ戦力は敵の方が上。正面から押し出しての力戦は、あまり面おも白しろくあるまい。ハルト老、なにか妙みよう案あんはあるかね？」

「ふむ──」

　クヨウの問いに、ハルトはしばし考える。

「狙ねらい目は、ルーベント軍でしょうなあ。戦力の二割から三割を削けずりつぶし、将兵にも負け癖ぐせがついていましょうからな。まずルーベントの陣を一いち撃げきして潰つぶせば、そこから連れん鎖さ的に敵全軍を崩くずすことも叶かないましょう」

「理にはかなっているが、難しいな。東部連合軍もルーベント軍は後ろに下げておくだろう。あるいは、峠とうげの野営地から出さないことも考えうる」

「ですなあ。はてさて、いかがしたものか」

　そうハルトが口くち髭ひげをひねっていると、イブキがうっそりとした声で言った。

「ならば、俺に一つ考えがある」

「ほう、どのような策かな？」

「策と呼ぶには、力任せの代しろ物ものだが──」




　一方、東部連合軍の軍議は、重苦しい雰ふん囲い気きの中で始まった。

　各国の主将がエルザイムの本陣に集つどう中、ルーベント軍のみはアルモダン王子の名代として副将を寄こしている。

「大きな打撃を受けた我が軍の立て直しのため、殿でん下かは離はなれられないのです」

　副将はそう弁明するが、いかにも言い訳がましい。各国の将たちも、その目線は冷やかなものだった。

「では、軍議を執とり行いたい。まずはローゼリア王女よりお言葉をいただきたい」

「ええ」

　そんな中、アートルム卿に促うながされてローゼリアが立ち上がった。

「あの敵将、イブキ・ブルハン将軍だったかしら。見事な戦いでしたね。武人たるもの、かくありたいものです」

　ローゼリアは敵将の勇戦を賞賛する一方で、味方の敗北には触ふれなかった。今日の負けを咎めないという姿勢の表明である。

　ルーベント軍の副将が、そっと黙もく礼れいする。

「明日、グラニヤは動くかな」

「おそらくは」

　言わずもがなのことを尋たずねるダルカンと、答えるアートルム卿。それを契けい機きに、ようやく軍議が回り始める。

「望むところと言いたいところだが、正面から戦って勝てるのか？」

「いまだ数では我が方が優位、ではあるが……」

「いっそ峠から下ってきた山道の出口を塞ふさぎ、そこで邀よう撃げきするというのはどうだ？」

「馬ば鹿かな。そうなればおそらくグラニヤは峠の陣城に引き籠るだけだろう。それを攻せめる方がよほど骨だ」

「しかし──」

　グラニヤの強さを見せつけられただけに、議論は全く弾はずまない。結局のところ決まったのは、明日の会戦に備えて英気を養うという当たり障さわりのないものだった。

「陣立てについては、これまで通りに。先陣はオルデス、ドーン、イースナの三国。指揮はオルデスのグラーム閣下にお任せしたい」

「あい分かった」

「本陣は我らエルザイム。ルーベントには後陣として南峠を押さえ続けていただきたい。よろしいかな？」

「……承知いたしました」

　汚お名めい返上の機会を削られた形のルーベントだが、副将は大人しく引き下がった。別案などもないようである。

「では諸将方も、明日に備えて英気を養っていただきたい。解散」

　軍師の言葉と共に、熱のない軍議は終わった。




　諸将が立ち去った本営の大天幕には、エルザイムのローゼリア王女とダルカン将軍、それにアートルム卿の三人が残っていた。

「ルーベントの扱あつかいですが、あれで良かったのでしょうか？　被ひ害がいは大きいとはいえ、まだ五〇〇〇騎近くは残っているはずですし。明日の戦いで外すのは惜しくありませんか？」

　ローゼリアの疑問に、ダルカンは首を振ふる。

「あれほど派手な負け戦いくさの後ですからなあ。失礼ながら今日の戦を見た後ですと、アルモダン殿下に信を置くことができませぬ。一夜で手勢を立て直せぬまま明日の戦場に出して早々に崩れられては、全軍が巻きこまれる恐おそれもある。南峠の野営地にルーベントを残すという小こ僧ぞう──失礼、軍師殿の案は正しいかと」

　ダルカンがそう説明する一方、アートルム卿はうつむき気味の姿勢で何やらブツブツと言っている。

「そう、俺たちにとって一番イヤなのはそれなんだ。ならグラニヤとしては、それを狙いたいはず」

　そうシオンの声でつぶやいていた軍師が、不意に顔を上げる。

「なあ姫ひめさん、これから一いつ緒しよに夜の遠乗りに行かないか」

「え？」

　仮面を外したシオンが、いきなり突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。驚おどろくローゼリアだが、すぐに意味深な笑え顔がおを浮かべる。

「まあ、それは素す敵てきなお誘さそいですね。ダルカン、留守は任せます」

「それは──分かりました、御ご随ずい意いに」

　何かを感じ取ったダルカンも、それ以上の反対はしなかった。







　　　第三章　マントラウ会戦（後編）
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　一夜明けた早朝──

　マントラウ湖の湖面より生じた朝あさ霧ぎりが、湖こ畔はん一帯を濃こく深く覆おおっていた。

「酷ひどい霧だな」

　そんな濃のう霧むの中、二人の騎士が連れ立って馬を進ませていた。胸きよう甲こうに刻まれた猛もう禽きんの紋もん章しようは、オルデス鷲しゆう翼よく騎士団のもの。すなわちオルデス軍の放った物見（偵てい察さつ隊）である。

「本当に、何も見えませんね」

　年若い騎士がそう言いながら、不安げに周囲を見回す。すぐ隣となりにいるはずの僚りよう友ゆうでさえ、影かげ絵えのようにしか見えない。

　まだ日は昇のぼりきっておらず、東の山さん嶺れいの向こうから薄うすぼんやりとした光を投げかけるだけだった。

「グラニヤの連中、こんな霧の中でわざわざ峠から下りてきますかね？　街かい道どうも、山の中では狭せまく曲がりくねってるって話ですし」

「さあな。それを確かめるのが俺たちの仕事──」

　そう語っていた年配の騎き士しの言葉が、不意に途と絶だえた。

「先せん輩ぱい？　どうなさいました？」

「黙だまってろ」

　僚友の制止の意味は、すぐに分かった。目の前の霧の奥に、何かがいるのだ。

　抑えきれない、馬の嘶いななきや足音が聞こえる。霧の向こう側に透すけて見える、人馬の連なり。身に着けた甲かつ冑ちゆうは、黄色に塗ぬられている。

「グラニヤの、黄こう道どう騎士団……」

「ああ、もう下りてきていたようだな」

　押し殺した声で僚友と言葉を交かわしながら、若い騎士は角笛を手に取る。万一の時は、その音色で味方に危機を伝えることになっているのだ。

「そいつは後にしておけ。お前は本ほん陣じんに戻もどって敵の接近を知らせるんだ。俺はもう少しここに残って──」

　年配の騎士の声が、またも途絶える。だが今度は、その原因が一目瞭りよう然ぜんだった。

　影絵のように浮うかび上がっていた僚友の首が、高々と宙に舞まったのである。

「なっ──!?」

　驚く間もない。

　一いつ瞬しゆんで僚友の首を刎はねた影が、そのまま彼に躍おどりかかってきた。

（まずい！）

　反射的に若い騎士の取った行動は、反撃でも逃とう走そうでもなかった。手にした角笛を口元に当て、高々と吹ふき鳴らしたのである。

「やるじゃない」

　影の発した賞賛の声は、若い娘むすめのものだった。同時に冷たい鋼はがねの刃やいばが、彼の首元へと静かに滑すべりこむ。

　若きオルデス騎士の首が搔かき切られ、絶命するまでのわずかな時間、角笛の音色は高らかに鳴り響ひびいた。




「本当に、やってくれるわね」

　グラニヤの本陣まで取って返しながら、ランは賞賛の言葉を繰くり返す。

　彼女自身も東部連合軍への物見に出ていたのだが、その帰路に敵軍の物見に遭そう遇ぐうしたのである。

　最さい期ごの瞬間まで物見の務めを果たした勇ゆう敢かんな若い騎士は、すでに彼女の手に掛かかってこと切れている。しかし彼が命がけで吹き鳴らした角笛の音色は、間ま違ちがいなく敵陣まで届いているはずだ。

　すでにクヨウ自身も、峠とうげの陣城から湖畔の平地まで下りてきている。掲かかげられた将旗の下もとに急ぐランを、見み咎とがめる者はいない。

「クヨウ様、物見を始末しそこないました。申し訳ございません」

　馬上の主あるじの前で跪ひざまずき、ランは自身の失態を詫わびる。とはいえクヨウは怒おこることもなく、首を横に振った。

「構わない。それより報告を」

「は」

　一礼したランは、口早に報告を済ませる。敵先陣との距きよ離り、陣立て、周囲の地形等々──

「ふむ。敵の先陣はオルデス、ドーン、イースナの三国合わせておよそ一万八〇〇〇騎。本陣のエルザイムには、まだ動く気配なしか」

　うなずいたクヨウは、傍かたわらに控ひかえたハルトを見やる。

「予想よりも少しばかり多いが、まずは先陣から片づけるとしよう。始めてくれたまえ、ハルト老」

「承知いたしました。では、第一陣前進」

　好こう々こう爺やじみた笑みのまま、ハルトは開戦を命じた。




　霧の湖畔に、馬ば蹄ていの轟とどろきが響き渡わたる。

　濃霧を突つっ切って現れたグラニヤ黄道騎士団の突とつ撃げきが、オルデス軍前衛の歩兵隊に叩たたきつけられた。

　物見の騎士による角笛のおかげで辛かろうじて奇き襲しゆうは免まぬかれたオルデス軍だが、それでもグラニヤ騎士の突撃は凄すさまじい。馬上から振り下ろされる剣けんが、槍やりが、槍やり衾ぶすまを組んだ兵士たちを刈かり取っていった。オルデス軍の隊列はそこかしこで乱れ、綻ほころび、崩くずれかける。

「下がるな！　踏ふみ止まれい！」

　雷らい鳴めいのような声で一いつ喝かつしたのは、オルデス軍の主将であるグラーム伯はくだった。角笛の音でグラニヤ軍の接近を悟さとった彼は、即そく座ざに後方から飛び出したのである。

　わずかな供回りの騎士のみを引き連れたグラーム伯は、戦場の各所を飛び回り、ズルズルと後退する兵たちを𠮟しつ咤たする。自ら不退転の意志を示す主将の姿を目まの当たりにして、崩れかけた兵たちも辛うじて踏みとどまった。

「矢を射返せ！　左右から攻せめ立てよ！」

　矢や継つぎ早ばやに下された命に、オルデス軍もよく応こたえた。

　後方から射られた矢がグラニヤ騎士の頭上から降り注ぎ、ひるんだところに左右からオルデス騎士が横槍を入れた。無視できない損害を受けたグラニヤ騎士たちは、そのまま馬首を返して後退に移る。

「逃にげたぞ！」

「追え！」

　敵の後退に興奮したオルデスの騎士たちが、嵩かさにかかって追撃を開始する。だがそれは、グラニヤ側の罠わなだった。

　霧の中に伏ふせていたグラニヤ黄道騎士団の第二陣が、誘い込まれたオルデス騎士の横合いから襲おそい掛かったのだ。一撃で突き崩されたオルデスの騎士たちに、再反転した第一陣まで襲い掛かる。

　散々に叩きのめされたオルデスの騎士たちは、後方へと敗走した。

「いかん！　防げ！」

　グラーム伯は敗走してきた騎士たちを収容しつつ、自陣の守りを固めてグラニヤの再攻こう撃げきを耐たえ凌しのぐ。

　かくして先陣中央におけるグラニヤ軍とオルデス軍の激突は、ややグラニヤの優位ながらも一進一退の膠こう着ちやく状態に陥おちいった。右翼のドーン軍、左翼のイースナ軍の戦せん況きようも似たようなものである。

「何とか、持ちこたえられそうですな」

「攻めかかってきておるのは、黄道騎士団のみか」

　敵手の鎧よろいが常に黄色であることを確かく認にんし、グラーム伯は顔をしかめた。

「閣下、いっそ本陣のエルザイム軍に援えん軍ぐんを求めてはいかがでしょう？　このままでは──」

「ならん！」

　幕ばく僚りようの進言を、一言の下に退ける。

「見ての通り、やつらはまだ赤せき炎えん騎士団を温存しておるのだ。本陣のエルザイム軍は、それに備えてもらわねばならぬ」

　三年前より宰さい相しようとして国政に専念していたグラーム伯にとって、前線で采さい配はいを振ふるうのは久しぶりのことである。だがその判断は的確で、衰おとろえを感じさせない。

「敵の先陣は黄道騎士団一万騎、我が方の先陣は三国合わせて一万八〇〇〇騎だ。腰こしを据すえて戦えば、まず敗れることはない。むしろ我らの奮戦で、グラニヤ赤炎騎士団を釣つり上げるのだ」

「はっ！」

　そう指示を出したグラーム伯は、再び眼前の敵軍に向き合った。

「我が慢まん比べか……長引くかもな」




　一方その頃ころ、似たようなことをグラニヤの本陣でハルトがつぶやいていた。

「我慢比べですなあ」

　そう苦く笑しようしつつ、クヨウに進言する。

「あまり長引かせて、イブキ殿どのを待たせるわけには参りませぬ。例の策をお願いしたいのですが、よろしいですかな閣下？」

「ああ、仕し掛かけてみよう──頼たのむよ、ラン」

「お任せくださいませ、クヨウ様」

　控えていたランが、悦よろこびも露あらわに一礼した。

「分かっていると思うが〈雷らい塵じん〉はなしだ。それと、その双そう剣けんも置いていって欲しい」

「〈雷塵〉はともかく、双剣もですか？」

　クヨウの命とはいえ、これにはランも不満そうに答える。

「ああ。君の型は中々に独特だからね。シオンあたりに見破られてもつまらない。代わりに、私の槍を貸そう」

「そこまでクヨウ様が仰おつしやるのでしたら……承知いたしました」

　馬上のクヨウから槍を受け取ったランは、それを恭うやうやしく押し頂いた。

「これをクヨウ様ご自身と思い、存分に働いて参ります」

　ついにはうっとりと、槍に頰ほおを寄せる。

「……ああ、期待しているよ」

　これにはクヨウも、苦く笑しようするしかなかった。




　戦況の急変は、東部軍先陣左翼のイースナ軍で起こった。

　東部軍先陣の陣形は東西に長々と伸のびており、その左さ端たんはマントラウ湖に接している。湖の周辺は柔やわらかな泥でい土どが連なる湿しつ地ち帯となっているため、左翼を受け持つイースナ軍は、そこからある程度の距離をおいて布陣していた。対たい峙じするグラニヤ黄道騎士団の右翼も、それは同様である。

　その湿地帯を突っ切って、わずか一〇〇騎ほどのグラニヤ騎士がイースナ軍に左からの横撃を加えたのだ。

　騎き乗じようはしていない。馬を捨てて徒歩となり、源力エーテルを駆く使しした歩法で一息に湿地帯を突っ切ったのだ。この一事だけでも、相当の精せい鋭えいであることが見て取れる。

　兜かぶとの面を深々と下ろしたその姿、そして彼らの身に着けた赤い鎧が、さらにイースナ軍の動どう揺ようを誘さそった。

「赤炎騎士団！　グラニヤの新手だ！」

　一団の中でも、先頭に立つ騎士の奮戦は凄まじい。子供のような小こ兵ひようながら、振るう槍には尋じん常じようではない勢いと源力エーテルが込められていた。あっという間に十数騎のイースナ騎士が突き殺され、湿原に泥どろ塗まみれの死体を晒さらす。

　そこに正面の黄道騎士団が、どっと攻め寄せてきた。

　元よりイースナ軍の戦力は四〇〇〇騎程度で、連合軍の中では最も小勢である。その上、騎士の練度も高いとは言えない。正面と左から一気に攻め立てられ、たちまちのうちに崩れかけてしまう。

「赤炎騎士団が動いたか」

　報告を受けたオルデスのグラーム伯は、低く唸うなった。

「閣下、このままでは──」

「分かっておる」

　幕僚にそう答えつつ、グラーム伯は激しく頭を回転させる。

　赤炎騎士団が動いたのであれば、本ほん陣じんのエルザイム軍に出撃を求める絶好の機会だ。しかし実際に姿を見せた赤い鎧の一隊は、わずか一〇〇騎ほどらしい。

（これはひょっとして、我らを誘っておるのでは？）

　とはいえグラニヤ軍の攻こう勢せいで、イースナ軍が崩れかけているのは事実である。先ほどオルデス軍からも援軍を送ったが、それでイースナ軍が立て直せるかどうかは五分五分といったところだろう。

　そしてそれ以上の援軍を送る余よ裕ゆうは、オルデス軍にもない。

　短い熟じゆく慮りよの後、グラーム伯は決断した。

「ローゼリア殿でん下かに伝令を送る！　『グラニヤ赤炎騎士団ついに動く。急ぎエルザイム軍の助勢を願う』とな！」




　戦いくさの喧けん騒そうは、いまだ本陣を動かぬエルザイム軍にも届いていた。

「なるほど。いよいよ我らエルザイムの出番だと、グラーム伯はそう仰ったのですね」

「ははっ、御ぎよ意いにございます」

「了りよう解かいしました」

　本営に控ひかえたローゼリアは、オルデスの伝令にうなずいた。続いて、傍かたわらのダルカンを確かめる。

「よろしいですね」

「無論。急ぎ兵を発しましょう。殿下の身の護まもりに半数を割き、五〇〇〇騎を率いて前線に赴おもむきましょう。それでよろしいかな」

「無論！」

「可能な限り、速すみやかに──今の今まで、オルデスの方々には大変な御ご苦労をおかけしたのですから」

　そう言いながらローゼリアは、オルデスの軍使の手を取った。その顔に、労いたわりの笑えみが浮うかぶ。

「いま少し、お待ちください。グラーム伯にも、よしなにお伝えくださいませ」

「は──ははぁっ!!」

　間近で『東部一の美び姫き』の微笑ほほえみを見た若い伝令は、一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくの後、まるで平ひら蜘蛛ぐものように這はいつくばった。

「で、では、これにて御ご免めん！」

　顔を真っ赤にした軍使は、そそくさと本営から退出した。その背を見送ったローゼリアは、楽しそうにクスクス笑う。

「姫ひめ様、あまりお若い殿との方がたをからかうものではありませんよ」

「あら婆ばあや、若いといってもわたくしよりは年上よ」

「姫様のそういった手て練れん手て管くだは、とても二十はたち前の小こ娘むすめとは思えませぬからねえ」

　ネリー女官長が、ため息交じりにそう諫いさめる。

「余裕があるのは結構ですな」

　そんなやり取りに、ダルカンが呆あきれながら言った。

「わたくしが狼狽うろたえるわけには、参りませんので」

　そう答えるローゼリアの表情は、この上ないほど真剣である。

「ここまでは軍師殿の読み通り。この先もそうなると思いますか？」

「おそらくは」

「そうですか」

　一瞬だけ瞑めい目もくしたローゼリアは、小さくうなずいた。

「信じましょう、アートルム卿きよう──シオンと、そしてセレインたちを」




　エルザイム軍が動き出した。

　剣けん十字騎士団を中ちゆう核かくとした一万騎の軍勢が、整然と前進する。

　ちょうど日が昇のぼりきり、湖こ畔はんを覆おおっていた濃こい霧きりは見る見る溶とけ消えていく。そのためエルザイム軍の掲かかげた十字の軍旗は、戦場のどこからでも目についた。

「どうやら、釣り出せたようね」

　イースナ軍を突つき崩くずした赤い鎧の一団、その先頭に立つ小兵の騎士が、若い娘むすめの声でそう言った。

「私たちの役割は終わったわ。本陣に戻もどりましょう」

「承知しました〈白鳥キユノクス〉殿どの」

　そう不用意に答えた一人の騎士に、娘──ランは兜の面の奥から射い貫ぬくような鋭するどい視線を飛ばす。

「今ここで、その名を呼ぶのは止やめなさい。誰だれがどこで聞いているのか分からないのよ」

「も、申し訳ありません」

　赤い鎧を着ているとはいえ、彼らは赤炎騎士団ではなく黄道騎士団の騎士たちである。あたかも新手として赤炎騎士団が投入されたかのように装よそおうため、鎧を変えてイースナ軍を強きよう襲しゆうしたのだ。

　ランがそれに加わったのは、彼女の派手な活かつ躍やくによって少しでも多くの目を引き付けるよう、クヨウに命じられたためである。

「この程度の小細工に引っかかるアートルムとも思えないけど、まあいいわ。引き揚あげましょう」

　命じられた任務は果たした、その先を考えるのは自分の役目ではない──そう割り切っているランは、速やかに撤てつ退たいを命じた。

　一度は崩れかけたイースナ軍の隊列だが、エルザイム軍の接近を知って踏ふみとどまりつつある。これ以上、下手に長居するべきではない。

（ここまでお膳ぜん立だてしてあげたのよ。精々暴れて手て柄がらを立てて頂ちよう戴だい、イブキ将軍閣下。でもね、あにさまの首は渡わたしてあげない）

　風か霞かすみのように退きながら、ランは借り受けた鎧よろいの持ち主にそう告げる。高々と翻ひるがえるエルザイムの軍旗、その下もとにいるはずの兄を想おもい、陶とう然ぜんとした笑みを浮かべた。

「もう少しだけ待っていてね、あにさま」




　自分の予測が様々な意味で間ま違ちがっていたことを、この時のランは知る由よしもなかった。




　　　　２




　ついに始まったグラニヤ軍と東部連合軍の決戦の最中、東部軍の後陣を務めるルーベント軍でも一つの動きがあった。

「これより我らも出陣する！」

　南峠とうげのルーベント軍野営地に、アルモダン王子の熱弁が響ひびく。替かえの馬に跨またがり、昨日よりやや薄うす汚よごれた鎧を纏まとった王子の姿に、騎士たちは戸と惑まどいを隠かくせない。

「どういうことだ？」

「我が軍はこの後陣の守りに徹てつすると、昨夜の軍議で決まったのではないのか？」

　そこかしこから上がる困こん惑わくの騒ざわめきを抑おさえるため、王子に代わって今度は副将が声を張り上げた。

「疑念は分かる。昨日の損害により、我が軍の戦力はすでに五〇〇〇騎を割っているのだからな。生き残った者の多くが、手傷を負っている」

「だがそれ故ゆえにこそその敗北を、今日の勝利で贖あがなわねばならぬのだ」

　再び言葉を引き継ついだアルモダン王子は、騎士たちに向かって深々と頭を下げる。

「どうか、私に力を貸して欲しい」

「お、お顔をお上げくださいませ、殿下」

　将来の国王から頭を下げられたのでは、否いやも応もない。たとえそれが、見え透すいた芝しば居いであったとしても。

　結果、ルーベント軍の出撃の備えは、速やかに行われた。

　とはいえ、総員が揃そろって出撃したのではない。後陣の守備として、騎士五〇〇と兵士一〇〇〇が峠の野営地に残されることとなる。

「では、出撃」

　角笛の音も高らかに、ルーベント軍の隊列が峠を下っていく。立りつ哨しようしていた居残り役の騎士二人が、それを見送りながらほっとため息をついた。

「どうやらアルモダン殿下は、焦あせっておいでのようだ」

　そう、小声で僚りよう友ゆうに話しかける。

「無理もあるまい。昨日の戦いであれほどの損害を受けたのだ。国王陛下への申し開きのためにも、勝ち星を挙げておきたいのだろうよ」

「かもしれぬが、少々たまらぬな」

「おい、不敬だぞ」

「──いや、同感だな」

　僚友の声に被かぶせるかのように、第三者の声がした。ぎょっと目をみはる二人の騎き士しの眼前で、長身の男が身を起こす。

　まるで、足元の影かげから滲にじみ出たかのように。

「何なに奴やつ──」

「曲くせも──」

　誰すい何かや警告の声を、上げる暇ひますらない。瞬時に男の突き出した両手の指が、二人の喉のど笛ぶえを深々と抉えぐり、絶命させたのだ。

　崩れ落ちる軀からだを一いつ顧こだにせず、男は高々と口笛を吹ふき鳴らす。

　次の瞬間、地鳴りのような音が轟とどろいた。

　南峠に設営されたルーベント軍の野営地からは、南北に峠を下る街かい道どうが伸のび、東西にはマントラウ湖を囲む山々の峰みねが連なっている。

　その西側の山中、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった木々の奥から、その音は響いている。

「何事だ!?」

　ようやく留守役の騎士たちも気づいたが、すでに遅おそい。木々の緑を突っ切り、赤い影が躍おどり出た。

「グ……グラニヤ赤炎騎士団!?」

「馬ば鹿かな、なぜここに!?」

　ルーベント騎士が、悲鳴じみた声を上げる。だが悪夢は、それだけでは終わらない。

　現れた騎士は、一騎のみではなかったのだ。次から次へと、際限なく現れた騎士たちが、ルーベントの野営地を蹂じゆう躙りんする。

「よくやったぞ、〈狼〉リユコス!!」

　その先頭に立つイブキは、まるで魔ま物もののように哄こう笑しようしていた。




　昨夜の軍議の席で、イブキの立てた策の骨子は、単純なものだった。

『黄道騎士団が正面から攻こう撃げきする一方、赤炎騎士団は戦場を迂う回かいして南峠の敵後陣を襲しゆう撃げきして撃破。その後は敵の本隊を前後から挟はさみ撃うちにして殲せん滅めつする』

　ただこれだけである。

　しかし、それを実じつ施しするための手段が並ではなかった。

『迂回と言っても、マントラウ湖東岸の平地を行くのでは、何をどうやっても見つかってしまう。ならば西岸に回って山々の尾お根ね伝いに進めばいい』

　イブキの献けん策さくにハルトは目を丸くし、クヨウは思いっきり噴ふき出した。

『何を驚おどろく？　俺たちは東部に攻せめこむため、カドラケスの大山脈を越こえてきたのだぞ？　それに比べればこの程度の山々、ほんのお遊びだ』

『……なるほど、確かに道理だ』

　笑いを収めたクヨウが、軽くうなずく。

『念のため、タイガを付けておこう。迷めい惑わくかな？』

『いや、むしろこちらからお願いしたい。中々に使える男だ』

　かくして今日の早朝、薄うす暗くらがりの中を赤炎騎士団一万騎は進発した。

　道なき山中を進むため、騎士たちは徒歩で愛馬の手た綱づなを引きながら、切り立った尾根を縦走せねばならなかった。

　鬱蒼とした木々の中で方角を見失い、急きゆう峻しゆんな斜しや面めんを上り下りし、胸むな元もとまである灌かん木ぼくを搔かき分けながら進む。それで怨えん嗟さの声が上がらなかったのは、常にイブキが先頭に立ち、労苦の多くを自ら引き受けたからである。

　そして半日近い難行の末、ようやく目指すルーベント軍の陣じん地ちにたどり着いたのである。

「突とつ撃げき!!」

　イブキの命令一下、困難な山行の鬱うつ憤ぷんを晴らす勢いで、猛たけり狂くるった一万騎の赤炎騎士団は敵陣に襲おそい掛かかった。

　留守役に残された騎士・兵士合わせてわずか一五〇〇程度で、防げるはずもない。一ひと揉もみで粉ふん砕さいされ、峠から追い落とされる。

「火を放て！」

　そう命じながら、イブキは峠の開けた箇か所しよから北を見下ろした。

　とっくに霧は晴れており、マントラウ湖と東岸の平地が、一望のもとに見渡せる。無論、そこで繰くり広げられている両軍の激突も。

「集合！」

　もはや戦いくさとも呼べない一方的な蹂躙の中でも、イブキの声はよく響く。

「これより逆落としでルーベントの弱兵どもを粉砕、そのまま敵主力の後背を突く!!」

　そう高らかに吠ほえながら、イブキは獰どう猛もうに笑った。

「今日こそは弟の仇かたきを討たせてもらうぞ、シオン・ジルヴァ!!」




　南峠に上がった火の手は、湖畔の戦場からも見て取れた。

「どういうことだ、一体！」

　東部軍先陣の指揮を執とっていたオルデスのグラーム伯はくは、その情景に愕がく然ぜんとする。エルザイム軍の投入によって、戦せん況きようが味方の有利へ傾かたむいたと思われた直後なだけに、その衝しよう撃げきは大きい。

　とはいえ、考えられることは一つ。

「赤炎騎士団……やはりあれは誘さそいだったのか」

　敗北の呻うめきを、グラーム伯は上げる。

　その間にも動どう揺ようは、東部軍の全体に広がっていた。

「南峠の後陣が落ちたのか!?」

「退路が断たれたぞ！」

「いかんこのままでは──」

　──挟きよう撃げき。

　──包囲殲滅。

　敗北の足音が、東部の将兵の耳に響いた。




「やれやれ、ようやくですかな」

　グラニヤ軍の本陣では、ハルトが額の汗あせを拭ぬぐいながら息をついた。

　いかに個々の騎士の質では勝っていたとはいえ、一万騎の黄道騎士団で東部軍先陣の一万八〇〇〇騎と渡り合った手しゆ腕わんは尋じん常じようでない。それも亀かめのように縮こまったのではなく、常に先手を取って敵の攻勢を潰つぶすことにより、倍近い敵を翻ほん弄ろうし続けたのである。

　十二騎士団最さい高こう齢れいの将による、老練な用兵だった。

「では、そろそろ攻めに転じる頃ころ合あいかな？」

　クヨウの問いに、ハルトは首を横に振ふる。

「今しばらくお待ちを。赤炎の逆落としと機を合わせ、一揉みで押しつぶします」

「分かった、任せよう。これはハルト老の戦だからね」

「感謝します、閣下」

　と、そこでランが口を挟んだ。

「クヨウ様、その折は私も──」

「ああ、構わない。好きにするといい。ただ、急がないとね。イブキ将軍も、君と狙ねらいは同じだろうし」

　クヨウは鷹おう揚ようにうなずきつつ、ランの戦意と熱意を煽あおる。

「シオンのことは、早い者勝ちだ」

「ええ、分かっております」

　主あるじの言葉に満足し、〈白鳥キユノクス〉はその時を待った。




　　　　３




　南峠とうげを占せん拠きよしたグラニヤ赤炎騎士団が、逆落としに移ろうとしたその寸前──さらなる異変が起こった。

　始まりは、矢だった。

　上方より降り注いだ無数の矢が、グラニヤ騎士の隊列を襲う。そこかしこで騎士たちのくぐもった悲鳴が上がった。そのうちのいくつかは恐おそるべき精度と威い力りよく──籠こめられた源力エーテルで、的確に部将を仕留めている。

「おのれ、どこから？」

　自身を狙った矢を寸前で叩たたき切りつつ、イブキは叫さけんだ。機先を制された怒いかりと苛いら立だちで、目が血走っている。

　伏ふく兵へいなのか？　だが何者が、どこに？　ルーベント軍にそのような仕し掛かけを打つ余よ裕ゆうはなかったはずだが──

「イブキ殿どの、あれを!!」

　切せつ羽ぱ詰つまったタイガの声、顔を強こわ張ばらせた黒こく天てん騎士が、東の空を指さしている。そちらを振り仰あおぎ、今度こそイブキは絶句した。

「何……だと──？」

　イブキたちの辿たどってきた西尾根とは逆の方向に伸びた、東尾根の一角。南峠を見下ろす切り立った山さん嶺れいに、一旒りゆうの軍旗が翻ひるがえっているのが見えたのだ。

　そして当然、それを掲かかげた軍勢の姿も──

「十字の軍旗……エルザイムの剣十字騎士団だと!?」

　イブキの上げた声は、自分自身でもわかるほどに裏返り、ほとんど悲鳴じみていた。

「馬鹿な──なぜここに!?」




「驚きました。アートルム卿きようの読み通りです」

　馬上から眼下の南峠を見下ろし、セレインは感かん嘆たんに声を震ふるわせた。

「私も、確証があった訳ではないのだがね」

　その隣となりで、同じく騎乗したアートルム卿が答えた。二人の背後では、エルザイムの騎士たちが山嶺を埋うめている。

　その数、およそ一〇〇〇騎。

　昨日の前ぜん哨しよう戦で、セレインが率いることになった騎士である。

「読みが当たって良かった。もし外していれば、決戦の最中に山登りを愉たのしんでいた間ま抜ぬけとして、恥はじを晒さらすところだった」

「御ご冗じよう談だんを」

　アートルム卿の言葉に、セレインは小さく笑う。とはいえセレインも、この結果は半信半疑だった。

『おそらく明日の決戦において、グラニヤは奇き策さくを用いてくるだろう。一軍を以もっては山中を迂回させ、南峠の後こう陣じんを狙うはず。故ゆえに、罠わなを仕掛ける』

　その言葉に従い、セレインと麾き下かの一〇〇〇騎は、昨夜からこの東尾根に伏兵として忍しのんでいたのである。

　夜間に馬を引きながら山中の獣けもの道みちを上るのは相当の苦労だったし、天幕もなくマントにくるまって過ごす夜は寒く厳しかった。

　だが騎き士したちの誰だれ一人ひとりとして、それに不満を漏もらすものはいなかった。今までアートルム卿がもたらした数多くの勝利を、皆みなが覚えていたのである。

　最後にセレインは、背後を振り返る。ザカリアやカレシンといった、共に死線を乗り越えてきた戦友たち。その姿をもう一度確かめ、セレインはアートルム卿に言った。

「行きます」

「存分にな」




　南峠に、またもや馬ば蹄ていの響ひびきが木こ霊だまする。

　切り立った急峻な斜面を駆かけ下りて、エルザイム軍が赤炎騎士団に上方から襲い掛かる。その有様をイブキは、呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「馬ば鹿かな……そんな馬鹿なことが」

　まさか東部軍に逆落としを仕掛けるはずだった自分たちが、その寸前に逆落としの奇き襲しゆうを受けるとは。

　もしここでイブキが冷静さを保っていたならば、奇襲をかけたエルザイムの騎士たちの数が一〇〇〇騎ほどだということに気づけたかもしれない。そうすれば一万騎の赤炎騎士団で腰こしを据すえて迎むかえ撃うち、有利な勝負を進められた可能性もある。

　だが驚きよう愕がくと、そして何より自分自身の若さが、イブキからその機会を奪うばってしまった。

「推参！」

　セレインの咆ほう哮こうと共に、両軍がぶつかりあう。

　将の指示がないまま、グラニヤの騎士は個々にエルザイム軍を迎え撃とうとした。だが風を裂さいて振るわれたセレインの大剣が、グラニヤ騎士二人を馬ごと斬きって捨てると、たちまち周囲は浮うき足あし立だつ。

　攻勢には強いが守勢では脆もろい──赤炎騎士団の弱みが、もろに曝さらけ出された形となった。

　痛つう烈れつな一撃を受けた赤炎騎士団の隊列が、ボロボロと崩くずれていく。それこそ、昨日のルーベント軍以上の呆あつ気けなさで。

　混乱の中、イブキも自ら馬上で剣を振るって奮戦する。

「グラニヤ赤炎騎士団の将とお見受けした！　お命頂ちよう戴だい！」

「舐なめるな下げ郎ろう!!」

　憤ふん怒ぬの表情でエルザイムの騎士たちと剣を交え、瞬またたく間に三人を馬上から斬って捨てる。赤い鎧よろいが返り血でより赤く染まった。

　尋常の武勇ではないが、心中には激しい焦しよう燥そうが渦うず巻まいている。

「いかん、このままでは──」

　戦場を大きく迂う回かいして敵の後陣を奇襲した赤炎騎士団だが、見方を変えればそれは敵中に孤こ立りつしているということでもある。

　もしこのまま、ここ南峠からの下り道まで封ふう鎖さされてしまっては──

「全軍、急いで街かい道どうを下れ!!　湖こ畔はんの平原に押し出すのだ！　ここは俺が抑おさえる！」

　突とつ然ぜんの命令に、部将たちは戸と惑まどった。

「閣下、それでは──」

「早くしろ！　このままでは袋ふくろの鼠ねずみだ！」




　ルーベント軍の本隊が事態の急変を知ったのは、峠道を下りて湖畔の平野へと押し出した時だった。

「何がどうなっているのだ？」

　自分たちが南峠から山さん麓ろくに下りた途と端たん、空いた陣じん地ちがグラニヤの奇襲で占せん領りようされてしまった。かと思えばそれに驚おどろく間もないうちに、今度はエルザイムの伏兵がグラニヤを叩きのめしたのである。

　二転三転する戦せん況きように、ルーベントの騎士たちは戸惑うことしかできない。

　そのわずかな例外が、アルモダン王子とその副将だった。

「全隊、反転せよ！　ここでグラニヤを迎え撃つ!!」

「よいか、敵は我らが策に嵌はまったのだ。たとえ狂きよう猛もうなグラニヤ騎士といえども、今は恐れるには値あたいせぬ。腰を据えて挑いどめば、負けることはない」

　アルモダン王子の美声が朗々と響き、副将の落ち着いた語りがそれを補う。結果、ルーベントの騎士や兵士は、命令通りに南峠の山麓で隊列を組み直し、隘あい路ろとなった峠道の出口を塞ふさぐ形で布陣する。

「上手うまくいくと思うか？」

「やらねばなりませぬ」

　副将にだけ聞こえる小声で、アルモダン王子は弱音を漏らす。その弱気を、副将はキッパリと断ち切った。

『おそらく明日、グラニヤはこの後陣を狙って参りましょう。それに先立ち、ルーベントの方々には一度グラニヤに峠を明け渡わたしていただきたい』

　昨夜、ローゼリア王女を伴ともなって密ひそかにルーベントの陣地を訪れたアートルム卿は、とんでもない読みと策を語ったのである。

『我らエルザイムも、今こ宵よいから山上に兵を伏ふせておきます。グラニヤが峠に引きこまれたところで、総力を挙げて反はん撃げきするのです。我らが上から、そちらが下から、今度こそ挟はさみ撃ちで仕留めましょう』

　その言葉を、王子は全すべて信じたわけではない。策に乗ったのは、むしろ逃とう避ひに近かった。あの赤炎騎士団が攻せめ寄せてくる可能性を示し唆さされただけで、彼はすでに踏ふみとどまって戦う気き概がいを失っていたのである。

　出立前に騎士たちの前で行った訓示でも、その内心を表情や声に出さないためには相当の努力を必要とした。

　そして今、アートルム卿の読みと策がことごとく当たったこの状じよう況きようにおいても、いまだ恐きよう怖ふは薄うすれていない。あの峠道をグラニヤの赤あか鬼おにが下りてくると、そう思っただけで何もかも放ほうり出して逃にげ出したくなる。

「来た！」

　隘路を転げ落ちるような勢いで、赤い鎧の騎士たちが現れた。馬に跨またがった者も、失って徒歩の者も、一団となって峠を下っている。

「迎え撃て！」

　副将の命令一下、ルーベント軍の前列が槍やり衾ぶすまを組む。隘路の出口での足を止めた迎げい撃げき戦となるため、騎士たちもその多くが馬を下りていた。

　そこに、一ひと塊かたまりとなったグラニヤ騎士が雪崩なだれこんでくる。

　激げき突とつ。

　先頭のグラニヤ騎士が槍衾に捕とらえられ、人馬諸もろ共ともにハリネズミとなって息絶えた。かと思えばそれを搔かい潜くぐったグラニヤ騎士の振ふるう一刀が、ルーベント騎士の頭ず蓋がいを兜かぶとごと微み塵じんに粉ふん砕さいする。

　またたくまに数十の──あるいは一〇〇に近い死がもたらされ、流れ溢あふれた血で街道は真っ赤に染まった。

　もしグラニヤの攻こう撃げきが、本来イブキの企き図としていたような逆落としの突撃だったとしたら、ルーベント軍の隊列は容た易やすく突破され、蹂じゆう躙りんされていただろう。

　だが今現在、イブキはまだ南峠とうげで懸けん命めいに奮戦している。この山麓では、南峠から追い落とされたグラニヤ騎士が、統制の取れていない攻撃を繰くり返すのみ。

　個々の騎士の力量で劣おとるルーベント軍でも、この状況ならばグラニヤ軍と五分以上で戦うことができる。

「突つけい！」

　命令一下、繰り出された槍衾にかかり、グラニヤの騎士たちがバタバタと倒たおれていく。昨日の敗戦の屈くつ辱じよくを雪すすごうと、ルーベントの騎士たちは奮戦した。

　だが、グラニヤ軍の反撃も激げき烈れつそのものだった。もしここを突破できなければ、峠と山道に押しこめられたまま擂すり潰つぶされるしかないと分かっているため、死に物狂ぐるいでルーベント軍に食らいつく。

　一進一退の攻防戦が続く中、徐じよ々じよに地力の差が出てきた。

　少しずつ削けずられていくルーベント軍の隊列。グラニヤの圧力に押し切られ、一歩、また一歩と後退を強しいられている。

　まるで、河水を堰せきき止める河か堤ていが、増水に耐たえかねて決けつ壊かいする時のように。

「またか……また、勝てないのか？」

　アルモダン王子が、そう呻うめいた時だった。

「殿でん下か、あれを！」

　副将の言葉にアルモダンは振り返り、そして驚いた。

　十字の軍旗を掲かかげた新あら手ての軍勢──エルザイム軍が、こちらに向かって来ているのだ。その数、およそ五〇〇〇騎といったところだろうか。

「援えん軍ぐんだと？　しかしどこから？」

「おそらく、ローゼリア殿下の護衛をしていた隊まで注ぎこんだのでしょう。まったく、無茶なことをする」

「……ああ、本当に無茶だな」

　奇き妙みように平板な声で、アルモダン王子はそう答える。

　駆けつけてきたエルザイムの援軍の中に、麗うるわしき彼の従妹いとこ──ローゼリアの姿まであったのだった。




　この時、ローゼリアの傍かたわらで軍を率いていたのは、剣十字騎士団副団長の一人であるランゼイ将軍だった。以前に城じよう塞さい都市テリナスの攻囲戦で負傷し療りよう養ようしていたのだが、つい先日に傷が癒いえて軍に復帰したのである。

「では行って参ります、殿下」

「存分に」

　ローゼリアに見送られ、ランゼイ将軍と麾き下かのエルザイム軍は山麓の戦場に殺さつ到とうした。

「ルーベントの方々、奮戦御ご苦く労ろう！　後は我らに任せてお下がりあれ」

「おう、かたじけない」

　傷つき疲つかれ果てたルーベント軍は後退し、入れ替かわりにエルザイム軍が前に出る。

　グラニヤ軍としては、たまったものではない。ようやく敵陣を抜ぬけるかと思ったその矢先に、ほぼ同数の新手が現れたのだから。

「押出せい!!」

　命令一下、繰り出されたエルザイム軍の一撃に、赤炎騎士団の戦意も士気もついに潰ついえてしまった。

　封鎖を破れないまま、行くことも戻もどることもできず、立ち往生している。

「勝ちましたね、アル兄様」

「ああ」

　馬を寄せてきたローゼリアの言葉に、アルモダンはうなずいた。

「昨日に続いての奮戦、お見事でした」

「よしてくれ。昨日は部下の諫かん言げんを無視しての大負け。今日はただ君の軍師の言うがままに動いただけだ」

　ローゼリアの賞賛を、ほろ苦い笑え顔がおで否定する。

「どうやら私には、自分の信じていたほど軍才というものがなかったらしい。今もこう、勝っているというのに手の震ふるえが止まらない」

　あけすけな物言いに、ローゼリアは小さく咳せき払ばらいをした。

「殿下、それ以上は──」

「分かっているとも。この戦いが終わるまでは、将としての役割を演じて見せる。どうやら軍才に比べて、役者の才ならば多少はあるようだからね」




「負けたな」

　湖畔のグラニヤ軍本陣で、クヨウは静かにつぶやいた。

「ここまでのようです」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、ハルトも同意する。

　戦場を迂回し敵軍の後背を衝つくはずだった赤炎騎き士し団だんは、山中に押しこめられたまま無慈じ悲ひかつ惨みじめに殲せん滅めつされている。一時は挟きよう撃げきの可能性に動どう揺ようしていた東部連合軍も、すでに戦意を取り戻して激しく攻めかかってきた。

　結果から見て挟撃策は、いたずらに戦力を二分して各個撃破されるというだけの愚ぐ策さくに終わったのである。

「撤てつ退たいする」

「承知いたしました。赤炎は……見殺しにするしかありませんな。こうなっては一人でも多くの兵を、ソーズベルまで連れ戻らねば」

　自分が発した言葉の偽ぎ善ぜんと矛む盾じゆんを、ハルトは苦く嚙かみしめた。

「ハルト老は指揮を執とって欲しい。私は殿軍しんがりを務める」

「閣下ご自身で？　しかし──」

「なに、シオンがやったことだ。その真似まね事ごとくらい、こなしてみせるさ」

　そう嘯うそぶくクヨウの前に、ランが片かた膝ひざを突いた。その表情は、心なしか硬かたく強こわ張ばっている。

「クヨウ様、それでは──タイガはいかがなりましょうか？」

「タイガか……」

　かつての従者を気き遣づかうランの姿に、クヨウはわずかに考えこんだ。

「あれも黒天の一人。この程度の窮きゆう地ちを乗り切る力と業わざは、持ち合わせているはずだ」

「タイガは、律りち儀ぎな男です。イブキ殿どのに付けとの命にこだわり過ぎ、脱だつ出しゆつの機会を失うかもしれません。どうか、救出に行くことをお許しください」

「駄だ目めだ」

　食い下がるランの嘆たん願がんを、クヨウはキッパリと断る。

「ラン──いや〈白鳥キユノクス〉、お前にはハルト老に付いてもらう。〈狼〉リユコスのことは、彼自身の力量と運に任せるのだ」

「……承知いたしました、〈獅子レオーン〉」




　　　　４




　早朝から始まった会戦も、昼過ぎには勝敗が決しようとしていた。グラニヤの敗退という形によって。

　ただし敗退したグラニヤだが、マントラウ湖こ畔はんに布陣していた黄道騎士団の撤退は中々に水みず際ぎわ立だったものだった。

　まずは勝利を確信して前進する東部連合軍に、痛つう烈れつな逆撃を食らわせた。それによって東部軍がひるんだと見るや、たちまちのうちに隊たい伍ごを組み替えて、整然とした足取りで街道を北へと退いたのである。

　置かれた北峠を越こえて、東部における拠きよ点てんたるソーズベルまで。

　無論、東部連合軍も黄道騎士団の撤退を黙だまって見み逃のがしたわけではない。猛たけり狂くるって追撃を開始し、何度となくグラニヤの隊列の後こう尾びに食らいついた。

　だが峠の隘あい路ろと、何より単騎で殿軍を務めるクヨウの武勇が、追撃を阻はばむ。追いついた当分はそのたびにクヨウただ一騎によって阻まれ、叩たたきのめされた。そして結局のところ、黄道騎士団は撤退開始からならばほぼ無傷で北峠を越えたのである。

「まさかこんなところまで、三年前の繰り返しとはな」

　北峠に馬を止めたダルカンは、顎あご髭ひげを撫なでながら呻いた。失われたはずの右腕うでが、鈍にぶくうずく。

「これ以上の深追いが危険とはいえ、みすみす見逃すことになろうとは」

　オルデスのグラーム伯はくの声も苦い。彼もまた、三年前の大戦でグラニヤ緑りよく林りん騎士団を取り逃がしたことを思い返したのである。

　しかも三年前とは異なり、今のグラニヤ軍はいまだ東部に拠点があるのだ。

「ソーズベル攻ぜめ、これはきつくなるぞ」

「同感だ」




　一方、南峠における赤炎騎士団との激げき突とつは、より凄せい惨さんな形で幕を閉じた。

　峠の隘路に押しこめられた赤炎騎士団を、東部連合軍は上下から容よう赦しやなく攻め立てた。窮きゆう鼠そとなったグラニヤ軍も、熾し烈れつな抵てい抗こうでそれに応こたえる。

　結果として、赤炎騎士団はほぼ壊かい滅めつした。南峠への街かい道どうは、敵味方の夥おびただしい遺体で埋うめ尽つくされてしまう。

「これは、酷ひどいですね」

　南峠へと登るローゼリアも、さすがに顔色が悪い。同行するアルモダン王子は、ほとんど言葉を失っていた。

「これは両殿下、何もこのようなところまで──」

　峠で二人を出で迎むかえたのは、セレインだった。大剣を携たずさえた女騎士は、主君の登場に驚おどろきながら膝ひざを突く。

「あなた方の奮戦を、労ねぎらいたいと思いまして。見事な活かつ躍やくでしたよ、セレイン。また武名を上げましたね」

「ありがとうございます、殿下」

「ところで、アートルム卿きようの姿が見えぬようですが、どちらに？」

　ローゼリアの賞賛を笑顔で素す直なおに喜んだセレインだが、続く問いにすぐさま表情を引き締しめ直す。

「赤炎騎士団の中に、囲みを破って山中に逃れたものが下りますので。アートルム卿は今、手勢を率いて追撃しております」

「まだ、続けるというのか。もう、見逃しても良いのでは？」

　そう口を挟はさんだアルモダン王子の声には、微かすかな非難と、そして怯おびえの響ひびきがあった。

　それに気づかぬふりをして、セレインは首を振ふる。

「逃にげ延びた騎士の中に、赤炎騎士団長イブキ・ブルハンがおります。彼かの猛将を取り逃がせば、必ずや後の災いとなりましょう」

「そ、そうか……」

　昨日、散々イブキから痛い目にあわされただけあって、アルモダン王子もそれ以上は反論しない。

「私も、アートルム卿の下もとに赴おもむきます。お二方は安全な本陣まで退いて、吉きつ報ぽうを待っていただけないでしょうか？」

「分かりました。さらなる武運を願っておりますよ、セレイン」




　敗軍の撤退とは、惨めなものである。

　山中を彷徨さまようイブキは、それを心底から味わっていた。

「負けた……この俺が、負けた……」

　峠とうげの隘路に押しこまれた赤炎騎士団一万騎のうち、囲いを破って逃れた者は一〇〇〇人もいない。

　傷つき疲れ果てた騎士たちを率いての逃とう避ひ行こう。馬を捨て、道なき山中を進む中、何度も追手に追いつかれた。そのたびにイブキ自ら刃やいばを振るって追い払はらうものの、部下たちは一人また一人と欠けていく。

　気づいた時、イブキの周囲にはもう一〇〇人足らずの騎士だけしか残っていなかった。

「……もう、これだけしか残っていないのか」

　疲れ切った体を引きずるようにして歩く。呼吸は定まらず、喉のどはカラカラだ。鎧よろいの重ささえもが、耐たえがたい。

「前方で、敵らしき気配が動きました。どうやら、回りこまれたようです」

　そうイブキに耳打ちしたのは、タイガだった。

「囲まれたか」

　周囲に聞こえぬよう、絞しぼった声でイブキは呻うめく。

「もはや、これまでか……」

　絶望に顔を歪ゆがめたイブキ、その耳元にタイガがさらに小さな声でささやいた。

「我が裏り門もん技ぎ〈影えい門もん〉の業わざをもってすれば、イブキ殿お一人ならば逃がすことができます。ご決断を」

「なん……だと……？」

　その瞬しゆん間かん、こみ上げてきた安あん堵どの思いを、イブキは恥はじた。

「馬ば鹿かな!!」

　それゆえ、より強い言葉でその申し出を拒きよ絶ぜつする。

「閣下!?」

「一体、何が」

　突とつ如じよとして声を張り上げたイブキに、周囲の部下たちが驚く。

「俺の愚策で、あたら多くの部下を死なせた。それなのに、俺一人だけで逃げることなどできん」

　足を止めたイブキは、低い声でそう言いながら周囲を見回す。

「これより、最後の突とつ貫かんに移る。総員、一丸となり何としても包囲の輪を食い破れ。その後は、鳥ちよう獣じゆうのように散って逃げるのだ。一人でも多く、落ち延びて欲しい」

　続けて、深々と頭を下げた。

「このようなことしか思いつかぬ将を、許してくれ」

「お顔をお上げください、閣下」

　その悄しよう然ぜんとした姿に、生き残った騎士たちは戸と惑まどった。

「やりましょう、イブキ将軍」

「一人でも多くの敵を、道連れに」

「グラニヤ万ばん歳ざい！」

　唱和の声が、少しずつ大きくなり、広がっていく。

「そうか、ついてきてくれるか」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたイブキの胸の奥で、芯しんに熱いものが灯ともった。おそらくは錯さつ覚かくなのだろう。だが今は、それでよかった。

「〈狼〉リユコスよ、お前一人なら逃げ延びる術すべはあるだろう。行ってくれ。今まで、何度も助けられた」

「何を仰おつしやいますのやら」

　礼を言うイブキに対し、タイガは表情を動かさぬままとぼけて見せる。

「イブキ殿に付けというのは、我が師の命。破ることなど思いもよりませぬ。最後まで、つき合わせてもらいます」




　セレインが山中でアートルム卿と合流するまでには、多少の手間がかかった。

　道なき山中を逃とう走そうする敵を捕ほ捉そくし、追い立てるために、味方の兵も細かな隊に分かれて動いていたためである。

「こちらでしたか、アートルム卿」

「セレイン殿か」

　稜りよう線せん上の岩場に膝を突ついて何やら確かめていた軍師は、セレインに気づいて身を起こす。

「何をしておられたのです？」

「足あし跡あとらしきものを見つけてな。なに、大したことではない」

　そう言いながらアートルム卿は、尾お根ねの先を指し示した。とはいえ、この一帯では稜線上まで木々が生おい茂しげっているため、見通しは良くない。

「敵の本隊──といってももう一〇〇騎足らずまで打ち減らしたようだが──はこの先を逃げているようだ。イブキ・ブルハンの姿もある」

「追いつけますか？」

「おそらくは。追撃隊を出す一方で、一部の隊は先行させて退路を断たせている。もはや袋ふくろの鼠ねずみだ」

「なるほど」

　うなずいたセレインだが、わずかに眉まゆをひそめる。アートルム卿の周囲を固める護衛の騎き士しが、一〇人ほどしかいないのだ。

「追撃に戦力を割いているのは分かりますが、少々不用心ではありませんか」

「うむ。実はセレイン殿どのが来てくれて心強い」

「それは──」

　冗じよう談だんめかしたアートルム卿の言葉に、セレインが何かを答えようとした時だった。

　前方の尾根筋の先、生い茂った木々の向こうから喚かん声せいが上がった。続く金属音は、おそらく剣けん戟げきの響きだろう。

「グラニヤの反はん撃げきでしょうか？」

「うむ。追いこまれて窮鼠と化したか。少々読みが甘かった」

　アートルム卿の言葉に、護衛の騎士たちが剣を抜ぬく。

「軍師殿、ここはお下がりくださいませ」

「セレイン殿、アートルム卿をお願いいたします」

「ああ、ここは任せ──」

　その瞬間、総毛立つような咆ほう哮こうが山中に木こ霊だました。

「おおおおおお!!」

　木々の奥を突つっ切って、一人の騎士が躍おどり出る。憤ふん怒ぬに歪んだ悪あつ鬼きの形相。全身を染める赤が鎧のものなのか返り血によるものなのかさえ判然としない。

「イブキ・ブルハン──」

「貴様──軍師アートルムか！」

　イブキの顔が驚きから歓かん喜きへと、目まぐるしく変化した。

「これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機！　貴様の首級を以もって、死んだ部下たちへの手た向むけとさせてもらうぞ！　参る!!」

　哄こう笑しようするイブキの前に、護衛の騎士たちが立ちふさがる。

「させぬぞ！」

「どけ、雑ざ魚こども！」

　イブキの剣が一いつ閃せんした。袈け裟さ懸がけに振り下ろした刃やいばが、甲かつ冑ちゆうごと騎士の体を両断する。恐おそるべき剣の冴さえであり、籠こめられた源力エーテルもまた尋じん常じようではない。

　あっという間に戦列を突とつ破ぱしたイブキを前に、セレインも大剣を構える。

「お逃げください、アートルム卿！」

「セラ──セレイン殿！」

　背後のアートルム卿が、切せつ迫ぱくした声を上げた。同時にセレインの背筋を、得体のしれない悪お寒かんが走る。

　自身の両目が淡あわい燐りん光こうを放っていることに、セレイン自身は気づいていない。

「そこか！」

　渾こん身しんの力で足元の影へと大剣を振り下ろした瞬間、そこから人影が飛び出した。大剣の一いち撃げきを、白しら刃は取どりの姿勢で防ぐ。

　その姿を、セレインは見知っていた。

「貴様、あの時の黒天騎士──タイガかっ！」

「セレイン・コーディアナ……相変わらず忌いま々いましい女だ」

　せめぎ合うセレインとタイガの脇わきをすり抜けて、イブキがアートルム卿に迫せまる。

「よくやった〈狼〉リユコス!!」

「アートルム卿！」

　交差する歓かん声せいと悲鳴。

　無防備に立ち尽つくす軍師へと、イブキは無む慈じ悲ひに剣を振り下ろした。

「……噓うそ？」

　続く光景に、セレインは啞あ然ぜんとなった。

　アートルム卿きようが素す早ばやく体を開いて、イブキの斬ざん撃げきをかわしたのだ。そのまま交差法で突き出された右の掌しよう打だが、甲冑に包まれた胸板を捉とらえる。

「がっ!?」

　思わぬ反撃を受けたイブキの体が、大きく揺ゆれる。その隙すきにアートルム卿は地面を転がって間合いを取りつつ、騎士の遺体から剣を拾い上げた。

　立ち上がり、剣を構えるその姿には、一部の隙もない。

「どういう、ことだ？」

　困こん惑わくするタイガの声に、セレインも心底から同意した。




　アートルム卿──シオンは、仮面の奥で堅かたく唇くちびるを嚙かみしめる。

（これは──まずい）

　アートルム卿の姿で、自ら剣を取っての戦いに持ちこまれた。のみならず、この場に彼の闘とう法ほうをよく知っているセレインまでいるのだ。

　下手に手の内を見せれば、自分の正体が露ろ見けんする。少なくとも〈風ふう陣じん〉だけは、絶対に使えない。

（いや、違ちがうな）

　考えを切り替かえる。

〈風陣〉を封ふうじる以上、イブキは恐るべき難敵だ。余計なことに気を回しながら、勝てる相手ではない。

　呼吸を整えつつ、心身を軍師のものから騎士のそれへと切り替えた。

「参る」

　静かな一言に、対たい峙じするイブキが唸うなる。

「貴様、何者だ？　いや──」

　そのまま、唐とう突とつに破顔する。

「誰だれでも、よいか……来い!!」

「応！」

　気勢──疾しつ走そう──斬撃──

　マントラウの山中で、この日最後の死闘が始まった。




「くっ！」

　怒ど濤とうのように、タイガの連撃が繰くり出された。まるで鉄てつ槌ついのような拳こぶしが身を掠かすめるたび、セレインの背筋が寒くなる。

　反撃に振ふるう刃やいばはことごとく弾はじかれ、避よけられ、捌さばかれる。分かっていたことだがこの男の五体は、生半可な刀剣を遥はるかに凌りよう駕がする凶きよう器きなのだ。

　だが──

（見える）

　セレインはいまだ、新たに開眼した〈天眼〉を使いこなせているわけではない。

　眼前のタイガに専心する一方で、脳のう裏りには周囲の情景が流れ込んでくる奇き妙みような感覚──それにはむしろ、戸惑いの方が大きかった。

　それでも今は、あの〈影えい門もん〉による奇き襲しゆうを封じているだけでも十分だった。先日に続き、つい先ほどにも奇襲を防いだためだろうか？　タイガはあれっきり、あの怪あやしげな業わざを使ってこない。

　その一方で彼女の〈天眼〉は、グラニヤの将軍相手に自ら剣を振るって斬きり結ぶ軍師の姿も捉えていた。

「アートルム卿」

　恐るべき業の冴えだった。果たしてセレイン自身が戦っても、勝てるかどうか分からない。まさか軍師の装よそおいの下に、あれほどの武を隠かくし持っていたとは。

　だが浮うかび上がるのは賛さん嘆たんよりも、むしろ疑念だった。

（あなたは一体、何者なのですか）




　決着は、一いつ瞬しゆんのことだった。

　イブキが突きの構えを取った瞬間、アートルム卿の左手が閃ひらめいた。護身用と思われる短剣を引き抜き、構える。

　右手に長剣、左手に短剣という、双そう剣けんの構え。

「今さら小細工を!!」

　構わずイブキは渾身の突きを繰り出した。次の瞬間、高く澄すんだ独特の音色が響ひびく。

　イブキの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。彼の放った渾身の一撃は、アートルム卿の短剣によって防がれていた。

　受け止めたのでも、弾き返したのでもない。受け流したのだ。

　アートルム卿はイブキの長剣に自分の短剣を合わせると、刺し突とつの勢いには逆らわず、その軌き道どうだけを書き換かえたのだ。逸そらされた長剣の切っ先は空を切り、アートルム卿の仮面を掠めただけで終わる。

　ぺきり──

　長剣に籠められた源力エーテルの余波が仮面に亀き裂れつを入れ、同時にアートルム卿の右の長剣がイブキの胴どうを薙なぐ。

「俺に双剣こいつを使わせたのは、あんたで二人目だ」

　その声に、イブキは聞き覚えがあった。驚愕と同時に、納なつ得とくを覚える。

「強かったよ、イブキ・ブルハン将軍」

「ふん、最後まで忌々しい男だ」

　強敵の賛辞に送られながら、イブキは逝いった。




　決着の剣けん閃せんが交差した瞬間、セレインとタイガは互たがいに申し合わせたように距きよ離りを取った。

「アートルム卿！」

「イブキ殿！」

　よろめきながらもアートルム卿は辛かろうじて踏ふみとどまり、イブキはそのまま崩くずれ落ちた。虚うつろに目を見開いたその姿は、明らかにこと切れている。

「これまでか」

　身を翻ひるがえしたタイガが逃とう走そうに移るが、セレインにもそれを追う余よ裕ゆうはない。

「御ご無ぶ事じですか」

　慌あわてて軍師に駆かけ寄り、その場で凍こおりついたように立ち止まる。

　剣けん戟げきの最中で仮面に走った亀裂が深まり、真っ二つに割れ落ちる。

「来るな、セレイ──」

　マントで顔を覆おおうアートルム卿だが、その寸前にセレインは確かに見た。

　見えて、しまった。

「……なぜだ」

　硬かたく乾かわいた声が、唇から漏もれる。

「なぜおまえなのだ、シオン!?」
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　天地をどよもす鬨ときの声の中、その城は傲ごう然ぜんとそびえ立っていた。まるで、黒くろ鉄がねの山であるかのように。

　ソーズベル城じよう塞さい──かつてダール半島の盟主だった都市国家ソーズベルは、いまや東部におけるグラニヤの本ほん拠きよ地ちとして、東部の将兵の前に立ち塞ふさがっている。

「かかれいっ!!」

　命令一下、東部軍の騎き士し・兵士たちは前進する。城しろ攻ぜめのため、騎士たちも多くは馬を下りて徒歩になっていた。

　城門に殺さつ到とうする東部軍に対し、頭上から無数の矢が放たれる。城じよう壁へき上に陣取ったグラニヤ騎士による迎げい撃げきだ。降り注ぐ矢の雨に打たれ、東部の騎士たちは次々に倒たおれていく。

「やれやれ、これはたまりませんなあ」

　場違いなほどのんびりした声でそう言ったのは、武ぶ僧そうのカレシンである。今日は大槍やりに加えて鋼張りの大盾だてを携たずさえており、高々と掲かかげた盾で自身と味方を守っていた。

「すまん、御ご坊ぼう」

　カレシンの盾に庇かばわれたザカリアが、礼を言う。お返しとばかりに大盾の陰かげで自じ慢まんの長ちよう弓きゆうを引き絞しぼり、矢を放って応射した。グラニヤの騎士たちは城壁上に身を隠しているが、ザカリアの腕うでならば矢や狭ざ間まから覗のぞく半身が見えれば問題ない。

　一人、二人、三人。たちまち片手に余る数の敵を、ザカリアは射倒す。だが歓かん声せいを上げる間もなく、その隙すき間まは後続の敵兵に埋うめられた。

「きりがありませんなあ、これは」

「まったくだ」

　見れば破城槌つちや攻こう城じよう塔とうといった城攻め用の兵器も、城壁に近づけないようだ。どうにも手て詰づまりである。

「おおおおお!!」

　と、戦場に凄すさまじい喚かん声せいが響いた。

「この声は──セレイン!?」

　目にした光景に、ザカリアは仰ぎよう天てんした。

　攻城用の大梯はし子ご、それも大の男一〇人で担かつげられるかどうか怪あやしい代しろ物ものをただ一人で背負い、セレインが城壁に向かって突とつ貫かんしている。

「何をしているのだ、あいつは!?」

　いや、やりたいこともやっていることも一目瞭りよう然ぜんなのだが、あまりに無茶かつ無む謀ぼうすぎて信じられない。

　啞あ然ぜんとするザカリアたちの前で、セレインは城壁に大梯子を立てかけるなり、そのまま猛もう然ぜんと上り始める。気づいたグラニヤ兵たちが矢を放つものの、セレインは左手一本で大剣を振るい、ことごとく切り払はらった。

「……まさか、いけるのか!?」

「いや、これはいけませんな」

　興奮するザカリアを、カレシンが冷静に諭さとす。

　見れば城壁上のグラニヤ騎士が、斧おのを持ち出している。どうやらセレインを射落とすことは諦あきらめ、梯子を処理することにしたらしい。

「いかん、セレインが危ない！」

　慌てたザカリアがセレインを援えん護ごするべく、早はや射うちの妙みよう技ぎで三人の敵兵を射倒す。だが四人目のグラニヤ騎士が、梯子に斧を振り下ろした。

「あ」

「あ」

「あ」

　鈍にぶい音と共に、大梯子の上じよう端たんが粉ふん砕さいされる。均きん衡こうを失った大梯子は、一度だけ大きく揺ゆれた後、そのまま後方にひっくり返った。あと数段のところまで上り詰めていたセレインも、空中に投げ出されてしまう。

「行きますぞ、ザカリア殿どの!!」

「分かった!!」

　槍も弓矢も放ほうり捨て、カレシンとザカリアは駆け出した。

　ザカリアがセレインの落下地点に滑すべりこみ、その体を受け止める。

「げぶっ！」

　重甲かつ冑ちゆうで身を固めたセレインの重さは相当なもので、全身に源力エーテルを巡めぐらせてもその衝しよう撃げきは凄まじい。ザカリアは思わず、踏みつぶされたカエルのような声を上げた。

「す、すまない、ザカリア。大だい丈じよう夫ぶか？」

「い、いいから早く退のいてくれ……潰つぶれる……」

　大盾を掲げたカレシンが、降り注ぐ矢玉から二人を守る。

「お二人とも、ここは一度、退さがりますぞ」

「何を言う、御坊。私はまだ戦え──」

　勢いよく立ち上がったセレインだが、そのままぐらりと体が揺れた。両脚あしで体を支えきれずに尻しりもちをつき、顔には苦痛の脂あぶら汗あせを浮かべている。

「足を痛めたか、これ以上は無理だな」

　舌打ちしたザカリアは、カレシンと二人でセレインの体を抱かかえ上げると、そのまま後退を始めた。

「放せ、ザカリア！　まだ、私は──」

「いい加減にしろ、無理かどうかが分からぬお前ではあるまい！」

「……むう」

　珍めずらしくザカリアに𠮟しつ責せきされ、セレインは悔くやしそうに押し黙だまる。

「最近のセレイン殿は、少々らしくないですなあ。何やら焦あせっているというか、捨て鉢ばちになっているようにお見受けしますぞ」

　カレシンのその指し摘てきに、セレインは目を逸らした。

「何でも、ない。もう立てる。自分の足で、退がれる」

「……そうか」

　露ろ骨こつに話を逸らすセレインに、ザカリアもあえてそれ以上は突つっこもうとしない。それくらいの分別はある。

　東部軍に対して撤てつ退たいの角笛が吹ふき鳴らされたのは、その直後のことだった。




　撤退する東部軍の姿を、クヨウは南の城壁上から見送っていた。

　重厚な黒こく天てん騎士の甲冑姿。兜かぶとは被かぶっておらず、秀しゆう麗れいな面おも差ざしを風に晒さらしている。

「各隊ごとに、損害を集計！　まずは、本丸のハルト老に報告せよ！　それと、矢は可能な限り回収しておくように」

「はっ」

　キビキビと周囲に指示を出しつつ、城壁に突き立った矢を引き抜ぬく。鏃やじりも矢羽根もしっかりしており、まだ使えそうだ。

　ソーズベル城塞の攻防戦が始まってから、一月近く経たっている。城内に蓄たくわえた兵ひよう糧ろうも武具もまだまだ余裕はあるが、かといって無む駄だ遣づかいが許されるわけではない。節約できるところはしておかなければ。

「東部軍の諸君、今日は撤退が早いな。まだ昼過ぎだというのに。努力が足りないだけか、なにか策があるのか……」

　そう独ひとり言ごつクヨウの背後で、ふと気配が動く。

「タイガか」

「お見事な勝利です、師よ」

　甲冑姿の弟で子しの賞賛に、だがクヨウは軽く首を振ふった。

「実際に兵を差配したのは、本丸のハルト老だ。私はここで剣を振るい、兵を鼓こ舞ぶしたにすぎない」

　本丸でハルトが全ぜん般ぱんの采さい配はいを振るい、クヨウは城壁上で前線の指揮を執とる。両将の役割分担はうまく嚙かみ合っており、数に勝まさる東部軍をいまだ寄せ付けていない。

　ソーズベル城塞の北は北海に面しており、残る三方は堅けん固ごな城壁に守られている。今は北の港こう湾わんの港口を杭くいと鎖くさりで封ふう鎖さしているため、陸側の守りに集中すればよいのだ。

「この地は、東部の中で北に寄っている。冬が来るまで、あと一月といったところか」

　そうタイガに語りかけつつ、クヨウは自身の内で考えをまとめる。

「雪が降れば、東部連合軍も撤退せざるをえまい」

「この城は、それまでもちましょうか？」

「さあな。敵にはシオンとあの軍師アートルムがいるのだ。そう簡単には勝たせてくれないだろう。面めん倒どうなことだ」

　言葉とは裏腹に、その言葉はどこか楽し気だった。




　東部連合軍の本ほん陣じんは、ソーズベル城塞を見下ろす小高い丘おかの上に建てられていた。

「戦せん況きようは、思わしくない」

　本営の大天幕の中、アートルム卿きようの言葉に、東部軍の諸将たちは苦い顔で同意する。

「どうも、お役に立てず申し訳ない」

　そう恐きよう縮しゆくしたのは、イースナ公国水軍のバダルナ提てい督とくである。グラニヤとの戦場が、北海に面したソーズベル城塞へと移ったのに伴ともない、麾き下かの艦かん隊たいを率いて東海から回航して来たのだった。

　イースナ公国は東部諸国の中で領土が最も狭せまく、騎士団の規模も小さい。だが東海に面した海岸には天然の良港が多く、古来海上交易が盛んだった。その船団は隣りん国ごくであるエルザイムをはじめとしてダール半島の都市国家群、さらに南部諸国まで訪おとずれており、水軍もまた精強で知られている。

「グラニヤの連中、まともな船戦は端はなから諦めとるようでしてな。軍船は港に閉じこもった上、港口を鎖で閉へい鎖さしとります。あれでは手が出せません」

　卓たく上じようの地図を見ながら、バダルナ提督はそう言った。

「グラニヤとしては、港湾内に突入されることだけは避さけたいようだな。消極的だが、間ま違ちがっていない」

　グラニヤは大陸北部の内陸に生じた国であり、海運等の伝統を持っていない。そのため長らく水軍は軽視されてきた。

　現在では北部統一や西部征せい服ふくに伴い、グラニヤの十二弁紋旗を掲げた艦隊も誕生した。だがそれらの大半は、占せん領りようした諸国の軍船を、水兵諸もろ共ともに徴ちよう集しゆうしたものである。

「今のところ、海路で食い物や武器を運ぶくらいしか仕事がありません。陸で血を流しとる皆みな様さま方に比べれば、情けない限りです」

「いやいや、それで十分。貴国の船が運ぶ兵糧のおかげで、我らも存分に戦えるのですからな」

　ルーベントのアルモダン王子がそう執りなすが、バダルナ提督の表情は晴れない。

　マントラウ会戦においてイースナ軍は、グラニヤの強きよう襲しゆうで陣を衝つき崩くずされかけるという失態を犯していた。今回の艦隊派は遣けんはそれを苦く慮りよしたイースナ大公の肝きも煎いりで、バダルナ提督としては目立った戦功を挙げたいのだろう。

　ちなみにイースナ同様マントラウ会戦で『いいところなし』だったドーン王国からも、一風変わった援えん軍ぐんが到とう着ちやくしていた。

「それでカラッソ将軍、例の部隊はどうなっている？」

「うむ、それが……」

　だがドーン軍を率いるカラッソ将軍の顔色は、あまりよろしくない。

「卿らも知っての通り、先日、国元から鉱兵の一隊が到着した」

　山国であるドーン王国は領内に豊富な鉱山を有しており、掘ほり起こされる金銀や鉄鉱によって富を得ている。またそれらの鉱山で働く鉱夫たちは高い技術を持っており、しばしば戦いくさにおいて様々な細工や工作に用いられてきた。

「早さつ速そく、ソーズベルに向けて、地下の坑こう道どうを掘り進めさせたのだが……」

　言い淀よどむカラッソ将軍を、オルデス軍のグラーム伯はくがじろりとにらむ。

「その様子では、はかばかしくなかったようだな」

「……うむ」

　何ともばつの悪い顔で、カラッソ将軍はうなずいた。

「グラニヤにあっさりと坑道の位置を読み当てられた。逆に向こうから掘り当てられ、水を流しこまれるやら、斬きりこまれるやら、散々だった」

　ついにはそのまま卓上に突っ伏ぷし、頭を抱えてしまう。

「陛下より預かった貴重な鉱兵を、無む駄だに失ってしまった。面めん目ぼくない」

「坑道戦はグラニヤも得意とするところ。向こうが一枚上手だったのだろう」

　そう諭さとすアートルム卿だが、正直、何の慰なぐさめにもなっていない。

「と、なると、やはり力ちか攻らぜめしかないか」

　エルザイム軍のダルカンの言葉に、全員がうなずく。

「やはりマントラウ湖で黄こう道どう騎き士し団だんを取り逃にがしたのは痛いな。青せい嵐らんや赤せき炎えんの残党を合わせれば、まだ一万騎きは握にぎっていよう」

「とはいえ、こちらは三万騎を連れてきているのだぞ。いかに城攻めとはいえ、勝てない戦ではない──はずだ」

　どうにも手て詰づまりな現状のため、議論も進まない。堂々巡りな議論の中、そこで今まで無言だったローゼリアが口を開いた。

「秋も深まりました。あと一月もすれば、雪が降ってもおかしくないでしょう」

「確かに……」

「そうなればわたくしたちは撤退するしかありませんし、それはグラニヤに冬を戦力回復の猶ゆう予よとして与あたえることになります。あるいは、春の訪れと共に新たな騎士団が援軍として派は遣けんされるかもしれません」

「つまり、冬が来る前に何としてもあの忌いま々いましき城を攻め落とさねば、我らの前ぜん途とは暗いということか」

　大おお仰ぎような、芝しば居いがかった仕草で、アルモダン王子は天を仰あおぐ。

「そういうわけで軍師殿どの、何か策はございませんか？」

　笑え顔がおで圧力をかけるローゼリアに、アートルム卿は小さくうなずいて見せた。

「一つ、腹案がある。が、それを披ひ露ろうする前に、バダルナ提督へおうかがいしたいことがある」

　そう水を向けられ、赤ら顔の海将は少し驚おどろく。

「私にですか？　なんなりと」

「確かソーズベルの大潮は今年だったと記き憶おくしているが、それに間違いないかな？」

「ほう、よくご存じですな。さすが──」

　アートルム卿の問いかけに、バダルナ提督は感心しながらうなずき──そして不意に目を見開いた。

「アートルム卿、まさか……」

「おそらく、提督の考えている通りの策だ」

　そう言いながらアートルム卿は、一同を見回す。

「三年に一度、秋の暮れにソーズベルの沖おき合あいから、異様な高潮が押し寄せてくる。その勢いは、川の流れが逆流するほどだとか。艦隊が一たびそれに乗じれば、港口を塞ふさぐ鎖を乗り越こえることもできよう」

　軍師の一言に、集囲は静まりかえった。沈黙の中で、バダルナ提督は首を振る。

「いやいや、それは無理というものです。そもそも今年に高潮が起こるのは確かですが、その正確な日時までは分かりかねます」

「ならば、高潮の正確な日時が分かれば、可能なのかな？」

「それは──」

　アートルム卿による再度の問いに、バダルナ提督は顔をしかめた。

「本来、潮の満ち引きとは、月の満ち欠けや太陽の運行によって起こるもの。ソーズベルの大潮はそれに加え、北からの強風が合わさることで生じる。その条件が満ちるのが、三年に一度なのだ」

「…………」

「───ほう」

　そう断言するアートルム卿に、ローゼリアとダルカンが素す早ばやく目配せをする。

「よろしいですか、アートルム卿？」

「何かな」

　まずはローゼリアが、アートルム卿に問いかける。

「太陽や月の動きならば、暦こよみを見ればわたくしにでも分かります。となると問題は風ですが──アートルム卿には、占うらないの心得でもあるのですか？」

「軍師とはそもそも、戦の吉きつ兆ちようを占うもの。私も多少は占せん術じゆつを心得ている。もっとも今回、用いるつもりはないが」

　さらに、ダルカンが口を挟はさんだ。

「提督、もし真に高潮の日が判明したならば、アートルム卿の策は成るのか？　港口を塞ぐ鎖を乗り越え、港に船を入れられるか？」

「それは……可能、ですな。おそらくは」

　慎しん重ちように考えつつ、バダルナ提督は言葉を選ぶ。

「とはいえ、大型船は使えませんな。喫きつ水すいの浅い小型の軍船ならば、鎖を乗り越えられましょう」

「その船は何隻せきある？　またどれくらいの人員を運べるのかな？」

「使えそうな小型船数は、軍船と商船を合わせておよそ七〇隻。一隻当たり、乗員を除いて一〇人から一五人ほどを乗せられますので、運べるのはおよそ一〇〇〇人といったところかと」

　おおお──

　バダルナ提督の言葉に、周囲は唸うなった。

「それだけの騎士を送れば、戦況は動かせるな。内と外から攻め立てて門を破れば、勝利は間違いない」

「それよりも門に向かうのではなく、一気に本丸の主城を攻めた方がよくないか？」

「そもそも、真に高潮の日を言い当てられるのか？」

　さまざまな意見が入り乱れ、軍議は一気に加速していった。




　ソーズベルの沖合に、無数の船が錨いかりを下ろしていた。海路ではるばる東部連合のため兵ひよう糧ろうや武具を運んできた輸送船団、および護衛の艦隊である。

　イースナ公国の船が最も多いが、他にもエルザイム王国や、一度はグラニヤに膝ひざを屈くつしたダール諸都市と、数多くの国々の船が参加していた。

　ソーズベルの港はグラニヤに封ふう鎖さされているため、荷に揚あげの作業は岬みさきの付け根付近の海岸で行われている。小型の船ならば砂すな浜はまに乗り上げられるものの、大型の輸送船はそうはいかない。沖合に停てい泊はくした大型船と浜辺との間で小船や艀はしけを往復させて荷を運ぶ必要があり、非常に手間がかかる。

「皆様、大変そうですの」

　水すい夫ふたちの怒ど鳴なり声がひっきりなしに響ひびき合う中に、ルルの姿があった。ローゼリアのお付きとしてはるばるソーズベルまで来たのだが、軍議の最中は仕事がない。そのため、自ら荷揚げの手伝いをかって出たのである。

　とはいっても、陣夫に交じって実際に荷を担かつぐわけではない。

「その樽たる、中身は塩しお漬づけのお肉ですのね。運び先は──」

「皆様、お手すきだったらこちらを手伝ってくださいませ──」

　帳面を手にちょこまかと浜辺を駆かけ回っては、荷揚げされた物資を確かめ、運び先を伝える。あるいは手すきの陣夫を集め、新たな作業を指示する。

　以前のダーラム城でもそうだったが、こういった計数の扱あつかいや段取りの付け方が、ルルは得意なのである。荒あらくれ者の多い水夫たちも、場ば違ちがいな令れい嬢じようの姿に毒気を抜ぬかれたのか、ルルの指示に従ってテキパキ働いていた。

　そのおかげ──というだけではないだろうが、夕暮れ前にはあらかたの作業が片付いていた。

「ふう……と、あらあら」

　満足げに額の汗あせをぬぐっていたルルが、不意に目を瞬しばたたかせた。行きかう水夫たちの中に、見知った顔がいたのである。

「あの方は──カロさんじゃありませんの？」

「おや、ルル様じゃないっすか。ご無ぶ沙さ汰たしてるっす」

　ルルが呼び止めたのは、純じゆん朴ぼくそうな若者だった。名はカロ。

　ルルの地元であるエルザイムはダーラム州出身の船乗りで、父が船頭をしている〈あかつき〉号という船に乗っていた。

「カロさんも、来ていたんですのね」

「久々に船乗りとしての仕事っす。うちの〈あかつき〉号も、ソーズベルくんだりまで荷を運んだのは久しぶりっすけど」

　見れば浜辺に乗り上げた小型船の中に、〈あかつき〉号の姿もある。

「そういや、シオン様やセレイン様はどうっすか？　マントラウの戦ではたいそうなご活かつ躍やくだったとかで、俺も鼻が高いっす」

「それは──」

　表情を曇くもらせ目を伏ふせたルルの姿に、カロはたちまち青ざめた。

「ま、まさか大おお怪け我がとか……それ以上の──」

「いやいや、そういうのじゃありませんの。お兄様もセラお姉様も元気ですわ。昼の戦いでお姉様が足に小さな怪我をなさいましたが、大事はありませんの」

　慌あわててルルがそう言うと、カロはホッと安あん堵どする。

「そりゃそうっすよね。あの鬼おにみたいに強いお二人をどうこうできるようなバケモノ、グラニヤにだってそうはいないっすよ」

「まあ、ひどい」

　カロのおどけた物言いに、ルルは思わず噴ふき出した。だがすぐに、その笑顔も憂うれいの色を帯びてしまう。

「実はお兄様とセラお姉様、マントラウからずっと喧けん嘩かなさってるようですの」

「喧嘩ぁ？　あの二人がっすか？」

　どうも納なつ得とくいかない様子で、カロは首を傾かしげている。

「いつもみたいな犬も食わないじゃれ合いじゃなくって？」

「いつもとは、全然違いますの。お二人とも顔を合わせようともしませんし、たまたま行き合っても互たがいに無視しあっておりまして……」

「正直、信じられないっすけど、それは困ったっすね」

　困こん惑わくするカロに、ルルは全力で同意した。

「ええ、本当に困ってますの」




　軍議が散会した後、本営の大天幕にはローゼリアとアートルム卿きようの二人が残っていた。

「では、自分もこれで──」

　細かな打ち合わせを終えて立ち上がったアートルム卿を、ローゼリアが呼び止める。

「一つ、聞きたいことが、あります。セレインのことですが、よろしいでしょうか？」

「……何かな？」

　立ち止まったアートルム卿は、そのまま王女を振ふり返る。ローゼリアからシオンとしての対応を言外に求められているのは分かっているが、あえて仮面は外さない。

「セレインと、何があったのです？」

「……さあな」

　ローゼリアの紫むらさきの瞳ひとみに見つめられ、シオンは仮面の奥に表情を隠かくす。

　先日、マントラウ会戦の最終盤ばんでアートルム卿の素す顔がおをセレインに見られたのだが、そのことをシオンはローゼリアに伝えていない。セレインもまた、この件に関しては沈ちん黙もくを守っていた。

　とはいえ二人の関係があれ以来、ギクシャクとしているのは間ま違ちがいない。

「今日の戦せん闘とうでも無む謀ぼうな特とつ攻こうを仕し掛かけて、危あやうく大怪我を負うところだったそうですし。どうにも、らしくありません」

　それにはシオンも同感である。

　戦場では猪ちよ突とつ猛もう進しんに見えるセレインだが、実のところそうではない。突とつ撃げきするべき機と場所を肌はだ感覚で瞬しゆん時じに読み取る、天性の勘かん働きを備えているのだ。

　それなのにソーズベルでの攻こう防ぼう戦が始まってからは空回りが続いており、その勘がまったく発揮されていないのである。

「あなたとセレインが喧嘩したのではないかと、ルルも心配しています。もしあなたとの諍いさかいが、セレインの不調の原因なのだとしたら──」

「分かった分かった」

　大おお仰ぎような仕草で両手を上げて、シオンは降参した。大切な義ぎ妹まいの名まで出されては、致いたし方ない。

「セラちゃ……セレイン殿どのの件は、私の方で対処しておく」

「あなたたちの間に何があったのかは知りませんが、頼たのみましたよ、シオン」

（……本当に知らないのかよ）

　念押しの一言にそう疑うシオンだが、ローゼリアの浮うかべた分厚い笑顔に阻はばまれて、王女の内心をうかがうことはできなかった。




　　　　２




　幸い、セレインの脚あしの負傷はそれほど重いものではなかった。

「軽い打ち身ですな」

　負傷者用の幕舎でセレインの傷の具合を診みたカレシン司祭は、笑いながらそう言った。この豪ごう放ほうな武ぶ僧そうは、いつも戦闘が終わったのち医師や薬師に交じって、六神教の寺院で習い覚えたという施せ療りようの技を振るっているのである。

「明日には腫はれも痛みも引くでしょう。今日一日は大人しくしておけば、問題ありますまい。念のため、打ち身に効く軟なん膏こうを出しておきましょう」

「すまない御ご坊ぼう。感謝する」

「いえいえ、何の何の」

　薬を受け取ったセレインは、礼を言いながら立ち上がった。カレシンもセレインの無謀な行動について、尋たずねたり咎とがめたりはしない。

　その配はい慮りよが、今はありがたかった。

「失礼する」

「…………」

　施療の手伝いをしていたザカリアが、こちらは色々と尋ねたそうな顔で、セレインを見ている。それをあえて無視して背を向けた。ザカリアは、強しいて事情を問い質ただそうとしないものの、かなり不満そうである。

（すまない）

　先ほど体を張って自分を救ってくれた戦友に、セレインは内心で詫わびる。とはいえ、今の自分の胸中を打ち明けるわけにはいかない。

　というかセレイン自身、何がどうなってるのか事情を把は握あくしていないのだ。

　幕舎を出る。そろそろ夕刻前であり、東部連合軍の陣じん地ちはごった返していた。そこかしこから、煮に炊たきの煙けむりが上がっている。

　それを見やりながらセレインは、マントラウ会戦の終極を思い返した。

「何だったのだ、あれは？」

　思わずつぶやき声が漏もれる。

　グラニヤの赤炎騎き士し団長イブキを相手に、剣けん技ぎで互ご角かく以上に渡わたり合って見せたアートルム卿。それだけでも信じ難がたい光景だったというのに、立ち合いの末に砕くだかれた軍師の仮面の下から現れたのは、シオンの顔だったのだ。

　あまりのことに呆ぼう然ぜんと棒立ちになっていたセレインの前で、シオン＝アートルム卿はどこからともなく現れたカナンに付き添そわれ、姿を消した。

「このことは、黙だまっていてくれ」

　──その一言だけを残して。

　それからおよそ一月余り、セレインはこの秘密を抱かかえ続けていた。ローゼリアやダルカンにも話していない。

　シオンから、事情の説明はなかった。というよりもセレインの方から、シオンやアートルム卿を避さけ続けていたのである。どうしてそんなことをしたのかは、自分自身でもよく分からなかった。

　ただこれ以上シオンの事情に踏ふみこむことで、何かが決定的に変質するのが、怖こわかったのである。

（駄だ目めだな。このままでは、駄目だ）

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちを引きずったままでは、存分に戦えない。満足な剣を遣つかえない。そのことが今日の戦いで、骨身に染しみて分かった。

　やはり、ここは──そうセレインが思い定めようとした矢先のことである。

「よ、よう……」

「──シオン」

　今の今まで考えあぐねていた相手が目の前に現れて、セレインは困惑する。

　互いの目が泳ぎ、明後日あさつての方向に視線を逸そらしていた。

「あのだな──」

「実は──」

　意を決して話しかけようとした途と端たん、今度は言葉と言葉が衝しよう突とつして、互いの出で鼻ばなを挫くじき合う。なんとも間が悪く、かつバツが悪い。

　結局、切り返したのはシオンの方が早かった。

「そのだな……二人で話がしたいから、一いつ緒しよについてきてくれないか？」

　正直、願ったり叶かなったりの申し出である。

「ああ、分かった。受けよう」

　うなずくセレインの面おも差ざしや態度は、ほとんど決けつ闘とうを受ける時のそれだった。




「あら」

　東部軍の陣地の中で、連れ立って歩くシオンとセレインの姿を見かけ、ルルは思わず目を丸くした。

「あらあら」

　ルルにとって大切な二人が、仲良く──少なくともルルの目にはそう見えた──肩かたを並べて、人ごみを縫ぬうように歩いている。

「あらあらあらあら」

　久しぶりに見るその情景に、ルルは心の底から喜んだ。

「こうしてはいられませんの」

　どうやら二人は、陣地の外まで出ていくつもりのようだ。本当に二人が仲直りしたのか、ちゃんと自分自身の目で確かめなければ。

　そう思い定めたルルが、二人の後を追おうとした時だった。

「ルル様、それはいけない」

「ひゃう!?」

　背後からの声に、ルルは飛び上がりかけた。振り向くと、久しぶりに侍じ女じよのお仕着せ姿をしたカナンが、じっとこちらを見つめている。

「カ、カナン？　どうしましたの？」

「いくらグラニヤが城に籠こもって穴あな熊ぐまを決めこんでいるとはいえ、ここは戦場。不用意に陣地の外に出てはいけない。ルル様のような女子供ならなおさら」

「そ、それは……」

　当然の指し摘てきに、ルルは口ごもる。実際、浜はま辺べでの荷に揚あげ作業の時でも、現場の周囲は騎き士しや兵士によって厳重に守られていたのだ。

「万が一にでも敵の物見にでも行き合ったら、どうなることか。そんな無茶無謀、絶対にダメ。従者として絶対に認められない」

「はいですの」

　すっかりしょげ返ったルルの前で、カナンはおもむろにうなずく。

「分かってくれたのならいい。というわけで、私がルル様の護衛に付く。早く行かねば」

「は？」

　いきなり先ほどとは真逆のことを言われ、ルルは困こん惑わくした。

「あのー、陣地の外に出るのは危ないというお話なのでは？」

「だから私が付く。大だい丈じよう夫ぶ、私とても強い。グラニヤの木こっ端ぱ騎士くらい、一〇人までなら片手であしらえる」

「そ、それは存じておりますけど……」

「こんな面おも白しろ……もとい、大切なことを見み逃のがす手はない。ルル様、急いでお支し度たくを」

「わ、分かりましたの」

　完全に流されるまま、ルルはいつの間にかうなずくことを強いられていた。




　シオンとセレインが陣地を出たのは、物見という名目でのことだった。

　無論、名目上のこととはいえ、物見に手を抜ぬきはしない。馬を駆かってソーズベル城じよう塞さいの周囲を巡めぐり、城じよう壁へき上の敵兵の配置やその変化を確かめ、気になったことはどんな些さ細さいなことでも書き留める。

　物見の役割を仕上げたころには、すでに日が西へと沈しずみかかっていた。

「少し、寄り道していいか？」

　シオンがそう切り出すと、セレインは無言のまま小さくうなずく。その表情は、いつになく硬かたい。

　任務の達成後、報告前に道草を食うなど、普ふ段だんのセレインならば間ま違ちがいなく怒おこり出しただろう。だが今日ばかりは、話は別だった。

　シオンが話の場所として選んだのは、海岸の一画にある岩場だ。陣地からもほど近いうえ、腰こしを下ろせば身を隠かくすこともできる。

「さあ、話してもらおうか」

　セレインは岩場に腰を下ろして、じっとシオンを見つめる。その表情は、相変わらず硬いままだ。

「ああ」

　その言葉にうなずいたシオンだが、ややうつむき加減のまま目線を左右へと泳がす。この期ごに及およんで、どうにも腹が定まってくれない。

　結局、とりあえずは戯たわ言ごとに逃にげてみることにした。

「あの時、俺がたまたまアートルム卿きようの影かげ武む者しやをしてたってことで、納なつ得とくしてくれないか？」

「……ほう」

　セレインの声が危険な揺ゆらぎを帯び、目が鋭するどく細まる。背中へと回された右手が、愛用の大剣の柄つかへと伸のばされた。

「分かった。俺が悪かった。ふざけずにちゃんと全部を話すから、勘かん弁べんしてくれ」

「ふん」

　そう鼻を鳴らすなりセレインは背負った大剣から手を離はなした。もっともその眼まな差ざしは、変わらぬ鋭さでシオンに据すえられている。

「次はないぞ」

「分かってるって」

　そう答えながらシオンは、懐ふところに手を伸ばした。隠し持っていた火酒の小こ瓶びんを握にぎり──

（いや、やっぱり酒の力を借りて話すってのは違ちがうよな）

　──寸前で、そう思い直した。

「少し長くなるが、聞いてくれ」

　シオンの念押しに、セレインは無言でうなずく。

「俺があの人とあったのは、グラニヤを抜けた直後だった──」

　そう前置きしながら、シオンは語りだす。アートルム卿に師事してからの一部始終に、セレインは無言で聞き入る。

「──つまり今の俺は、二代目のアートルム卿ってわけさ」

　取り出した仮面を顔に押し当て、シオンは小さく笑って見せた。ややあって、セレインが小さく息をつく。

「一つ、聞きたい。お前とアートルム卿のことを知っている者は？」

「姫ひめさんと、うちの親おや父じに叔母おばさん。後はセラちゃんの親父さんに、当然カナンだ」

「やはり、そのあたりか」

「いや、俺も最初は全員に黙っておくつもりだったんだよ？　それがあっさり姫さんにバレちまって、後はなし崩くずし的に──」

「それでも、私には言わなかったのだな」

「…………まあな」

　痛いところをつかれ、シオンは露ろ骨こつに目を逸らす。

「あのだな、セラちゃんのことを信じていなかったとか、そういうことじゃないんだよ？　ただ、何ていうかその──」

「分かっている。別にそのことで腹を立てているわけではない」

　言葉とは裏腹に、セレインの声は露骨な怒ど気きを孕はらんでいた。

「どうせ私は噓うそが下手だし、腹芸もできない。いつポロっと漏もらすか分からないから、教えられなかったのだろう。ふん！　私は怒っていない、怒っていないぞ」

「左様ですか」

　どこからどう見ても怒っているのだが、シオンもそれ以上はつっこまない。

「だがな、そんな私だから言えることがある」

　ふと、セレインの声の調子が変わった。

「……何をだよ？」

「多分、今までお前が誰だれからも言われたことのないことだ」

　そう言いながら、セレインは正面からじっとシオンを見やった。その真しん剣けんな眼差しに、シオンは思わず居住まいを正す。

「シオン、お前は卑ひ怯きようだ？」

「…………は？」

　確かに思いがけない──というか、シオンの立場からすれば意味不明な言葉だった。

「いや、そんなこと言われても。軍師なんて、卑怯やってなんぼの商売だし」

「そんなことは分かっている。詭き計けい詐さ術じゆつも戦いくさのうちだ。それを一々咎とがめたりはしない」

「じゃあ、どういうことだよ？」

　言われていることの意味がよく分からずに戸と惑まどうシオンを、セレインはじろりとにらみつける。

「シオン、お前はアートルム卿に師事し、その軍略を学んだのだろう？」

「ああ」

「ならなぜ、師の名を騙かたるのだ？　なぜ『アートルム卿の一番弟で子し』として、自らの名でグラニヤに挑いどもうとしない？」

「そういう意味か」

　舌打ちをこらえつつ、シオンは目を逸らした。

「俺みたいな若造が軍師面づらして戦を語っても、誰が聞いてくれるっていうんだ？　大体、俺は元々グラニヤの騎士なんだぞ。そんな俺がグラニヤを討うつには、師し匠しようの名を借りるしかなかったんだよ」

「それが、卑怯だと言っている！」

　斜しやに構えるシオンに対し、セレインはあくまでまっすぐ斬きりこむ。

「一族の仇かたき討うちなのだろう!?　騎士が戦うのに、何一つ恥はじることなき理由だ！　なのにお前は、それを他人に見せようとしない！　軍師の仮面や軽けい薄はくな笑いで本心を隠し、背負った重いものを一人で抱かかえ込んでいる!!」

　セレインの声は尻しり上あがり気味に大きく、激しくなり──そしてついに、決定的な一言を口にした。

　口にしてしまった。

「そんなお前が、私は嫌きらいだ！」

「────」

　セレインのその一言は、思いがけないほどシオンに効いた。

　目の前の少女から告げられた拒きよ絶ぜつの言葉に動どう揺ようし、そして自分が動揺したということに激しく戸惑う。

「……じゃあ、どうしろって言うんだよ」

　途と方ほうに暮れて、シオンはそうつぶやいた。

　力がなく、弱々しく、自分でも情けなく感じる声である。

「私にも背負わせろ!!」

　対するセレインは、大声でそう言った。

「私はお前のことを、友だと思っている。お前は、違うのか？　お前にとって私は、自分の大事を語る価値のない女なのか？」

　一転して静かに、だが真しん摯しにセレインは語る。そこに秘ひめられた感情のうねりは、シオンにも感じ取れた。

　しばしの沈ちん黙もく。

　ややあって、今度はシオンが口を開く。

「なんでだ？」

　純じゆん粋すいな、疑問だった。

「なんでセラちゃん、俺みたいな流れ者にそこまでしてくれるんだ」

「そう、だな……」

　眉まゆをひそめて少し考えたセレインだが、すぐに納得して一人でうなずく。

「多分、お前のことが好きだからだ」

「────!?」

　その一言は、先ほど以上にシオンに効いた。

「ちょ、おま、なに──」

　狼ろう狽ばいし混乱するシオンに、気づいているのかいないのか。セレインはごく平然と、語り続ける。

「私だけじゃないぞ。ルルやローゼリア殿でん下か、それにきっとカナンもそうだな。お前に好意を持っているから、力を貸そうとしているんだと思う。シオン、もっとお前は自分のことを信じてみろ」

「…………そういう意味かよ」

　分かっていた。

　分かっていたことだが、なんとも腹立たしい。

「ていうかセラちゃん、年とし頃ごろの娘むすめがあまり人前でそんなこと言ってると、誤解されるぞ」

「…………あ」

　反はん撃げきの一言は、実に効果覿てき面めんだった。自分の言葉の持っていた別の意味合いに気づかされて、セレインの顔は見る見るうちに真っ赤になる。

「ち、違うのだ、シオン！　私が言いたいのはだな、その──そう意味ではなくてだな、つまり、騎き士しとして──そん、あの──」

　今までの真摯で凜り々りしい騎士の姿はどこへやら。

　ただ年頃の娘として混乱し、錯さく乱らんしかけているセレインの姿に、シオンは噴ふき出すのを懸けん命めいにこらえる。

「やばい、本気で惚ほれちまいそうだ」

　思わず、そんな本音さえ漏れてしまった。

「何か言ったか？」

「いいや、何も」

　拗すねたようににらみつけてくるセレインを、シオンは誤ご魔ま化かす。それこそ、聞かせられることではない。

「セラちゃん──いや、セラ」

　表情と声を改め、真剣な面おも持もちでそう告げた。腰こしの長剣を鞘さやごと手に取り、セレインの眼前にかざす。

「グラニヤを討つという俺の大望を果たすため、力を貸して欲しい」

「言うまでもない」

　うなずいたセレインも、背の大剣を手にした。互たがいの剣と剣を交こう換かんして打ち鳴らし、再びそれぞれの手に戻もどす。

　剣の誓ちかい。

　騎士にとって命よりも大事な剣を互いの手に委ゆだね合うという、誓せい約やくの儀ぎ式しきだ。

「ありがとうな、相棒」

「何を今さら。こちらこそ、頼たのむ」

　どちらからともなく、シオンとセレインは微笑ほほえみ合う。

「ところでそれはそれとして、今いきなり俺の正体を明かしてもみんな大混乱だろうから、当分は師匠の名を借りたままでいようと思う」

「それは致いたし方あるまい」

　二人ともこと戦に関する限りは、どこまでも実際的なのだった。




　海岸の岩場の裏手から奥は原野となっており、丈たけの高い草が生おい茂しげっている。

　そんな草原の中で、二人の小こ柄がらな少女が腹ばいになって身を隠かくしていた。言わずと知れた、ルルとカナンだ。

「どうやら、お二人とも仲直りできたようですわね」

　シオンとセレインのやり取りを見ていたルルが、満面の笑えみで喜んだ。距きよ離りがあるので交かわされている言葉までは分からないが、それでも和解の空気くらいならば感じ取ることができる。

「残念、この角度からは口元が見えない」

　カナンの方は、得意の読どく唇しん術じゆつが使えずに残念そうだ。

「よいではありませんか、カナン。あまり根ね掘ほり葉は掘ほり探さぐっては、それこそ野暮というものですわ」

「むう、情報はとても大事」

　不満そうなカナンだったが、ルルに諭さとされてそれ以上の追つい及きゆうは断念する。

「でもやっぱり、お兄様とセラお姉様が仲良くしていられるのは、嬉うれしいですの」

「それは、同意」

　と、ルルがふと遠い目でソーズベルの城じよう塞さいを見やる。日がすでに沈しずみかけているため、城は黒々とした影かげとなって、わだかまっていた。

「ルル様？」

「ランお姉様は、あの城にいらっしゃるのでしょうか？」

「……間ま違ちがいない。何度か〈白鳥キユノクス〉の姿を見た」

　唐突に今の主あるじからかつての主の名を呼ばれ、カナンは目線を落とす。

「そう」

　うなずくルルの口元に、柔やわらかな笑みが浮うかぶ。

「いつかお兄様とランお姉様にも、ああやって仲直りして欲しいですの」

「…………それは──」

　──子供じみた夢物語だ。

　──戦とは、そんな甘いものではない。

　頭では、カナンはそう判断している。

「それは、とても素す敵てきだと思う」

　だがそれでも、カナンは心底からそう答えた。

「さあ、ルルたちも戻りますの。今日はお二人の仲直りのお祝いに、とびっきりのご馳ち走そうをつくりますわ」

「了りよう解かい。食材調達は任せて」




　──決戦の日は、目前に迫せまっていた。




　　　　３




　払ふつ暁ぎよう──

　角笛の音が朗々と響ひびく中、ソーズベル城塞の北ほく塔とうをランは駆かけ上がっていた。目指すのは、塔の最上階にあるクヨウの居室である。

「クヨウ様、お休み中のところを失礼いたします」

「ああ、お早うラン」

　すでに寝しん台だいから起き上がっていたクヨウが、そう答える。まるで彫ちよう刻こくのように整ったその顔からは、連日の籠ろう城じよう戦による疲ひ労ろうは全くうかがえない。

「この角笛、東部軍が動き出したか。今朝はまた、ずいぶんと早い」

「すでに各隊は、所定の配置に急いでおります。ハルト老はいつも通り、南塔から指揮を執とるとのことです」

　ランの報告に、クヨウはうなずいた。

「では、私だけ遅おくれるわけにはいかないな。南城壁に急ぐ。甲かつ冑ちゆうの支し度たくを手伝ってくれ」

「はい」

　幸せそうに小さく笑ったランが、クヨウに駆け寄ろうとした時だった。

「待て！」

　不意にクヨウが、鋭するどい視線を部屋の窓に向けた。そのまま大きく身を乗り出して、北の方角を見やる。

「どうなさいました、クヨウ様？」

「海が──」

「海？」

　ソーズベル城塞の本丸は南北に二つの塔を持っているが、この北塔は海側に大きく張り出すように建てられている。さらにこの最上階の周囲には見張り用の回かい廊ろうが巡めぐらされており、ソーズベルの港と、その外に広がる外洋まで見み渡わたせるのだ。

　回廊に出て欄らん干かんから身を乗り出したクヨウが、鋭く目を細める。

「東部軍の軍船が出ている」

　今朝の海は、荒あれ模も様ようだった。

　陰いん鬱うつな厚い雲の下、海もまた暗い鉛なまり色いろに閉とざされていた。北から吹ふき付ける風に煽あおられ、水面は寄せては返す波で揺ゆれ動いている。

　そこに、東部軍の船が何隻せきも漕こぎ出していた。小こ振ぶりな軍船が大半で、風と波に翻ほん弄ろうされながらも、隊形を保ってソーズベル港の北に遊ゆう弋よくしている。機き敏びんなその動きには、何らかの明確な意志があった。

「何をしているのでしょうか？　港口は鎖くさりと杭くいで封ふう鎖さしているというのに」

　攻こう城じよう戦が始まって間もないころに一度、イースナ水軍を中心とした東部の艦かん隊たいが、ソーズベル港に攻せめ寄せて来たことがある。その時は、軍船が鎖と杭で立ち往生したところに火矢等の反撃を集中することで、難なく撃げき退たいできた。

「あのアートルムが、同じ失敗を繰くり返すとも思えないが──」

　そうつぶやいていたクヨウが、はっと顔を上げる。

「この風と波、そして港の水位……まさか！」

「クヨウ様？」

　驚おどろくランを尻しり目めに、クヨウは声を張り上げた。

「タイガ、いるな！」

「は、ここに」

　音もなく天てん井じようから降り立った黒い影が、クヨウの眼前で片かた膝ひざを付いて一礼する。

「急ぎ、南塔のハルト老に伝えよ！　アートルムの狙ねらいは、おそらく──」

　だがその推察は、ほんの少しだが遅おそかった。




　荒れた海上を走る船はイースナ水軍の軍船が中心となっていたが、他国の船も少なからず混じっていた。エルザイムの〈あかつき〉号もその一隻である。

「ほ、本当にこんな荒れた海を突つっ切るのか!?」

　風と波に煽られる甲かん板ぱんの上で、ザカリアが悲鳴じみた声を張り上げていた。

「何を言ってるんっすか、ザカリア様。この程度の海じゃあ、まだまだ荒れてるうちに入りませんよ」

　舵だ輪りんを握にぎってるカロが、のんびりとした声で言った。父の船頭が胴どう間ま声ごえで張り上げる指示に従い、巧たくみに船を操あやつっている。

「まったく、情けないやつだ」

「ていうかザッキー、そんなに怖こわいんなら坊ぼうさんと一いつ緒しよに下で大人しくしていた方がいいんじゃねえの？」

　こちらは全く平然とした様子で、セレインとシオンがザカリアをこき下ろしている。

「くそ、お前らいつの間に勝手に仲直りしたのだ。これだと心配した俺が、馬ば鹿かみたいじゃないか」

　船べりにしがみついたザカリアが、恨うらみがましそうにシオンたちをにらむ。

　と、そこにラッパの音色が鳴り響いた。バダルナ提てい督とくの乗る旗艦からの通告である。

「いよいよだな」

　甲板に姿を現したアートルム卿きようが、そうつぶやく。

「ええ、本番みたいっすね」

　カロがそう答えたのと、想定された異変が起こったのは、ほとんど同時だった。

「あれは──」

　そう息を吞のんだのは、果たして誰だれだったのだろうか。

　北の方角から、ひときわ強い風と共に、小山のような波が盛り上がっていた。水平線の彼方かなたに生じたうねりが、灰色の壁かべのように盛り上がり、陸へと押し寄せてくる。

「あれに、乗るのか？……噓うそだろう!?」

　ザカリアの悲鳴じみた金切り声を制し、アートルム卿が鋭く命じる。

「臆おくするな！　進め！」

　その瞬しゆん間かん、シオンたちは突き上げるような浮ふ遊ゆう感に襲おそわれる。

「皆みなさん、しがみついて欲しいっす!!」

　カロの絶ぜつ叫きようと共に、〈あかつき〉号は下から激しく突き上げられた。

　海上に展開した軍船は、その大波に翻弄されつつも、強きよう烈れつな北風に背を押されてソーズベルの港へと雪な崩だれこむ。

　激しく揺れ動く甲板の上で、シオンは仁に王おう立だちになって迫る陸地を見み据すえた。

「飛んでる……私たち、飛んでる──」

　傍かたわらで片膝を突ついたアートルム卿が、カナンの声でそうつぶやく。幸いなことに、周囲の誰もその小さな声を耳に留める余よ裕ゆうはなかったが。




　突とつ入にゆう──

　船団が、高潮に乗って港口の封鎖を乗り越こえる。そのとてつもない情景は、城塞のクヨウたちからもよく見えた。

「船が……飛んでいる？　噓でしょう？」

　半ば呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま、ランはそうつぶやいた。その傍らでタイガは、言葉にならない呻うめきを上げる。

　黒天騎き士しである二人でも、予想外な戦せん況きようの急変には、そうすることしかできなかったのだ。

「やってくれるな、アートルム」

　呻くクヨウさえ、いつもの冷静さを保ててはいない。

「ここが、勝負どころか」

　窓まど枠わくへと掛かけた手に必要以上の力が籠こもり、鈍にぶい音と共に握りつぶした。




　ソーズベル港は、とんでもない大混乱に陥おちいっていた。

　ただでさえ数少ないグラニヤの軍船は、高波を被かぶってほとんどが転てん覆ぷくしている。その中を突っ切った東部連合軍の軍船は、巧たくみに舵を切りつつ、次々と接岸した。とはいえ埠ふ頭とうが半ば水すい没ぼつしているため、ほとんど乗り上げる形である。

　埠頭と〈あかつき〉号の船底がこすれ合う軋きしんだ音に、たまりかねたカロが悲鳴を上げた。

「これ、うちの船に何かあったら弁べん償しようしてくれるっすよね!?」

「姫ひめさんに掛け合って、船がもう一隻は買えるような報ほう奨しよう金を出してやるよ!!」

　そう陽気に怒ど鳴なり返したシオンが、ごく気軽な身のこなしで傾かたむいた甲板から埠頭へと飛び下りた。素す早ばやく周囲を見回し、ニヤリと笑う。

「は、やはりこっちはガラ空きだな」

　狙い通りだった。

　後続の船も到とう着ちやくし、次々と東部の騎士たちが上陸する。七〇隻あまりの軍船で運ばれた、およそ一〇〇〇人の騎士たち。数は少ないものの、各国の騎士団から選せん抜ばつされた手て練だれだ。たとえグラニヤ騎士が相手でも、そうは劣おとらぬ戦いができるだろう。

「シオン」

　傍らのセレインが、小声でささやきかける。その両目は、〈天眼〉の淡あわい光を帯びていた。

「あの北の塔に、敵将──クヨウ・スランがいる」

「へえ、だいぶその眼を使いこなせるようになったじゃないか」

　感心したようにシオンは言った。もっとも彼自身も〈風ふう陣じん〉の風を介かいし、クヨウの所在は確かめている。

　そしておそらく、クヨウもまた自身が視みられたことに気づいているだろう。

『カナン、クヨウは北塔だ』

　今度は〈風陣〉に自身の声を乗せて、アートルム卿（に扮ふんしたカナン）の耳元にのみ送り届ける。

「これより、予定通り兵を二手に分ける！」

　それを受けてアートルム卿が、仮面の下から声を張り上げた。

「一番隊はこのまま城内に攻め入り、敵将クヨウ・スランを討うち取る！　二番隊は手近な西の城壁を制圧、内から城門を開き、味方の本隊を引き入れよ！」

　騎士たちの間から、一いつ斉せいに喚かん声せいが上がった。

「では、しばしのお別れですな」

　大槍やりを担かついだカレシン司祭が、いつもの調子でそう言った。彼とザカリアは二番隊に、シオンとセレインは一番隊に、それぞれ振ふり分けられている。

「いいか、絶対に死ぬなよ！」

　長ちよう弓きゆうを振りかざしながら、ザカリアたちが駆かけ出す。それを見送りながら、シオンも剣けんを構えなおした。

「いよいよだな、セラ──ちゃ──」

　セレインをこれまで通り『ちゃん』付けで呼ぶかどうか、シオンは少し迷う。その背を、セレインが強く叩たたいた。

「好きにするといい」

「あ、ああ」

　そううなずきつつ、シオンは内心でぼやいた。

（どうもやっぱり、敵かなわないな）




「してやられたか……」

　ソーズベル城じよう塞さい南なん塔とうの指揮所で、ハルト将軍はそう言った。いつも好こう々こう爺やじみた笑えみを絶やさない顔も、この時ばかりは硬かたく強こわ張ばっている。

「城外の東部軍本隊、動き始めました！　総そう攻ぜめと思われます！」

「港から侵しん入にゆうした敵軍、二手に分かれました。一隊は本丸の北塔へ侵入、もう一隊は西の城門の制圧を狙っている模様！」

「狼狽うろたえるではない」

　青ざめた幕ばく僚りようや部将を、ハルトは低い声で一いつ喝かつする。

「海からの別動隊は所しよ詮せん、小勢に過ぎぬ。あちらはクヨウ閣下と北塔詰づめの兵に任せ、我らは陸の本隊に当たるぞ」

　まずはそうやって、大おお枠わくの方針を示した。

「ただし、西門が破られては話にならん。可能な限りの援えん軍ぐんを手当てする。そうさな、まずは手近なところで──」

　出された具体的な指示に、ようやく幕僚たちは動き出した。それを確かく認にんしたハルトは、背後に立つ黒ずくめの騎士を振り返る。

「これでよろしいかな、〈狼〉リユコス殿どの」

「は。急ぎ戻もどり、師にお伝えいたします」

　慇いん懃ぎんに一礼したタイガが、続けて言った。

「海からの敵別動隊に、シオン・ジルヴァとアートルム卿を確認しました。こちらの対処は我らでいたしますので、ご安心を」

「そう願いたいものだな」

「では、これにて御ご免めん」

　その言葉を残し、タイガの姿がかき消える。

「さてと、ここからが本番か。正直、勘かん弁べんしてもらいたいものだ」

　部下たちに聞かれぬよう、ハルトは小声でつぶやいた。




　すでに日は昇のぼっている時刻だが、空はいまだ分厚い暗雲に閉とざされていた。

「進めい!!」

　厳いかめしい大だい音おん声じようは、ダルカンのものだ。隻せき腕わんの猛もう将しようの下げ知ちに従い、三万騎の東部連合軍が一斉に動き出す。

　総攻め、だった。

　ダルカンが率いるエルザイム軍は城の正門を構える南の城じよう壁へきを攻め、オルデスとイースナが東の、ルーベントとドーンが西の城壁を、それぞれ受け持っていた。すでに北の港こう湾わんから別動隊が攻めこんでいるのと合わせれば、まさに四方から攻め寄せる形になる。

　曇どん天てんの下、徒歩で南の城壁へと攻め寄せるエルザイム軍に対し、グラニヤ軍は城壁上から矢を放って応戦する。これまでの間、一月以上にわたって何度も続けられてきた、攻こう城じよう戦の繰くり返しだ。

　だが、今日は──

「やはり、守りに粘ねばりが足りんな」

　馬上で戦況を検分しつつ、ダルカンはそう言った。

「やはり城内に我が方の別動隊を抱かかえたのでは、外への防戦に専心できぬのでしょう。セレイン殿どののお手て柄がらですな」

　副将格のランゼイ将軍が、そう答えた。だが愛まな娘むすめの武功を褒ほめられても、ダルカンは押し黙だまったままである。

　なんせ一万騎のグラニヤ騎士が立て籠る城内に、わずか一〇〇〇騎の別動隊で斬きりこんだのだ。奇き襲しゆうの利がある今はまだしも、混乱から立ち直ったグラニヤに腰こしを据すえられては、あっという間に擂すり潰つぶされてしまうだろう。

　ダルカンは城門をにらみつける。果たしてアートルム卿きようの策の通り、あの門が内から開かれるのだろうか。

「ふん、儂わしもやきが回ったものよ」

　そう自じ嘲ちようすると、ダルカンは腰の剣を抜ぬいた。傍らのランゼイが目を丸くする。

「前線に出られるのですか？　ですが、今の戦況では──」

「次は、こちらから圧をかける番だ。一暴れして、グラニヤの目を外に引き付ける。ハアッ！」

　右の空袖そでが風に舞まう。鞍あん上じように跨またがった脚あしの緩かん急きゆうのみで馬を操あやつり、ダルカンは一息に突とつ撃げきへと移った。




　戦いくさの喧けん騒そうは、すでに北塔の間近にまで迫せまっていた。

「敵の狙ねらいは私の首か。まあ当然だな」

　ランの介かい添ぞえで黒天騎士の甲かつ冑ちゆうを纏まといつつ、クヨウは言った。

「となると、一時は逃のがれて敵の鋭えい鋒ほうを逸そらすのも手ではあるかな」

「御ご冗じよう談だんを仰おつしやらないでください。我ら黒天の長たるクヨウ様が、そのような無様な戦をなさるはずがありません」

　クヨウの鎧よろいの具合を検分しつつ、ランがそう答える。

「やれやれ、それは買いかぶり過ぎだよ。私だって、戦場で敵に背を向けて逃にげ出したことくらいはある」

「ですが、今日は違ちがうのでしょう？」

　甲冑の胸にしなやかな指を這はわせ、ランがそう尋たずねた。

「あにさま──〈鴉〉コローネが来ているのですよ？　まさか、それなのに……」

「やれやれ、困った人だ」

　苦く笑しようしたクヨウは、不意にランを抱だき寄せると、その唇くちびるを奪うばう。

「────」

　突とつ然ぜんの奇襲に、ランは体を強張らせた。その震ふるえる背筋を、クヨウは優やさしく撫なでさする。重ね合わせた唇の隙すき間まから吐と息いきを漏もらし、ランは官能に身を委ゆだねる。

　短い交合の後、ランはクヨウを解放した。

「ああ……」

　陶とう然ぜんと声を漏らすランをよそに、クヨウは部屋の扉とびらを押し開けた。控ひかえの間に待機していた騎き士したちが、一斉に背筋を伸のばす。

「待たせたな、諸君。今より逆撃に打って出る！」

「は！」

「先陣は〈白鳥キユノクス〉、君に任せる。存分に戦いたまえ」

「え？──は、はい、承うけたまわりました」

　軍装の乱れを直したランが、騎士の礼を取る。

「その、あにさまのことは」

　小さなささやき声の問いに、クヨウはごく軽くうなずいた。

「任せると、そう言ったはずだよ」

「……承知いたしました。露つゆ払はらいはお任せください」




　　　　４




　港から城塞本丸の北塔までの間に、シオンたちを阻はばむ敵は現れなかった。

「塔の中で待ち伏ぶせているのか」

「おそらく」

　セレインとそう言葉を交かわし、北塔の門もん扉ぴを押し開ける。

「二列縦隊で入る。慎しん重ちようにな」

　そう指示を出しつつ、シオンは隊の先頭に立って塔に足を踏ふみ入れた。

　塔の中は、ひどく暗い。どうやら広間になっているようだが、明かりも人気もまったくなく、静まりかえっており──

「シオン!!」

「分かっている!!」

　セレインの警告に先んじて、シオンは動いていた。〈風ふう陣じん〉起動。室内の大気をかき集め、圧縮させ、その断層を盾たてとして展開する。

　ほぼ同時に、前方の暗がりより雷らい光こうがシオン目指して逬ほとばしった。

　激突──

　風と雷かみなりがぶつかり合い、せめぎあい、相そう殺さいし合った。焼け焦こげた大気の臭においが漂ただよう中、カツカツと静かな足音が響ひびく。

「〈雷らい塵じん〉──やはりいたのか、ラン」

「ええ。久しぶりね、あにさま。それにあの時の猪いのしし女おんなも」

　静かな声と共に、またも雷光が放たれた。だが今度は、シオンやセレインを狙っていない。広間の内ない壁へきに沿って蛇へびのように走りつつ、次々に燭しよく台だいへと火を灯ともした。

「おお」

　続けざまに見せられた超ちよう常じようの妙みよう技ぎに、東部騎士たちの間からどよめきが上がる。

　揺ゆらぐ明かりの中に浮うかび上がったのは、シオンたちを迎むかえ撃うつグラニヤ騎士の一隊。そしてその先頭に立つ、シオンと瓜うり二ふたつの顔をした少女の姿だった。

「どけよ、ラン。この前のテリナスで格付けは済んだだろう？　お前じゃ俺には勝てない」

「そうかな？　もう一度、試ためしてみないと分からないかも」

　シオンの挑ちよう発はつに、だがランは乗ってこなかった。両手に双そう剣けんを構え、滑すべるような足取りで前に出てくる。

「そうか」

　一いつ瞬しゆんだけ、シオンは目を閉じた。

（父上、母上、オウマ──すまない、俺はあいつを斬る）

　亡なき両親と、自ら斬った親友。かつてランを愛していた人たちに、シオンは心中で詫わびる。

「いいぞ、相手をして──」

「何を勝手に話を進めている!!」

　その瞬間、凄すさまじい怒ど号ごうが響き渡る。跳ちよう躍やくしたセレインがシオンの頭上を飛び越こえ、そのままランに躍おどりかかった。

「また、あなた！」

　憤ふん怒ぬに歯は嚙がみしたランが、頭上のセレインに〈雷塵〉の電撃を放つ。だが青く輝かがやくセレインの〈天眼〉は、その軌き跡せきを読んでいた。渾こん身しんの源力エーテルを籠こめた大剣を盾代わりにかざして、迫る雷光の矢を受け止める。

　逬る閃せん光こう。

　撒まき散らされた電撃の余波で、甲冑の隅すみ々ずみを焼き焦がされながらも、セレインは〈雷塵〉を力ずくで押し切る。大上段から振ふり下ろされた大剣の一撃を、ランは交差させた双剣の十字受けで防いだ。

「シオン、ここは私に任せて先に行け！」

　鍔つば迫ぜり合いの姿勢で、セレインが叫さけぶ。

「しかし、セラ──」

「何を言ってるの、この猪女！」

　兄きよう妹だいの躊ちゆう躇ちよも怒いかりも、セレインは意に介かいさない。

　それに色めき立ったグラニヤ騎士が殺さつ到とうする。

「〈白鳥キユノクス〉殿どのを援えん護ごせよ！」

「これ以上〈鴉〉コローネを行かせるな！」

　迎え撃つべく、東部軍も動き出した。

「セレイン殿に続け！」

　たちまち始まる乱戦の中、セレインが一瞬だけシオンを振り向く。

「私にも、背負わせろ」

　先日の言葉の繰り返し。セレインの静かな声は、戦場の喧騒の中でもシオンに届いた。

「ああ、頼たのむ」

　小さくそううなずき、シオンは駆かけ出した。乱戦の中を縫ぬうように走り、広間の片隅の螺ら旋せん階段を目指す。

「待ちなさい、あにさま──待って!!」

　ランの悲痛な叫びは、だがシオンに届かない。ランもまた、味方諸もろ共ともにシオンを〈雷塵〉で薙なぎ払はらうことはできなかった。

　そこまでは、狂くるえなかった。

「猪女……いえ、セレイン・コーディアナ」

　歯嚙みするランの顔が、憤怒に赤く染まる。

「いいわ、あなた本気で殺してあげる」

「できるものならな」

　対するセレインの声も、表情も、あくまで冷やかなものだった。




　アートルム卿に率いられ、ザカリアたちは西の城じよう壁へきを目指す。

　西城壁は港の西せい端たんに建つ灯台兼けん用ようの塔とうを起点とし、そこから南へ伸びている。灯台のすぐ側そばには、城壁の上に上るための階段まで備えられていた。

「一番乗りはいただいた！」

　そう叫んだザカリアは、快足を飛ばして階段を駆け上り、城壁上へと躍り出し──そこで屈くつ強きようなグラニヤ騎士と鉢はち合あわせになった。

「うわ!?」

「貴様！」

　出合い頭がしらのこの距きよ離りでは、得意の弓も使えない。慌あわてて腰こしの剣に手を伸ばすが、敵の斬ざん撃げきには間に合わない。

「えいや！」

　古めかしい気合は、カレシン司祭のものだった。大槍やりの一撃でその騎士を叩たたき伏ふせ、小声で祈いのりの文句を唱える。

「た、助かった」

「何の何の。これからが本番ですな」

　城壁上の回かい廊ろうを、南から次々にグラニヤ騎士が向かってくる。それに対する東部の騎士たちも、続々と階段を駆け上ってきた。

　狭せまい城壁上で、双そう方ほうが正面から激突する。

「ふんぬっ!!」

　大槍を振りかざしたカレシンが、グラニヤ騎士を城壁上から叩き落す。一人、二人、三人。

　流れは、東部軍の有利だ。なんせグラニヤ軍は城壁上のザカリアたち別動隊と戦いつつ、外から城門を攻せめる東部軍本隊をも防がねばならないのだから。

　ちなみに西城門を攻める東部軍の掲かかげる旗は、ルーベントとドーンのものだった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　アルモダン王子の一件を思い出し、ザカリアはなんとも不安な気分になる。

「目指すのは、あの城門塔だ」

　アートルム卿きようが指し示した、城壁と一体化した小こ振ぶりな塔だった

　城門塔とうには、門扉や跳はね橋を操作する機械室が備わっている。そこさえ押さえれば、城門を開いて味方の本隊を呼びこめるのだ。

「承知」

　狭い廊ろう下かで先頭に立つカレシンが大槍を振るい、グラニヤ騎士を突つき倒たおした。その巨きよ体たい越ごしにザカリアが曲撃ちの妙技を見せる。

　後退するグラニヤの隊列は、乱れていた。

「今だ！」

　その綻ほころびをすり抜ぬけるようにして、アートルム卿にザカリア、カレシン、他三名の騎き士しが城門塔に飛びこんだ。階段を駆け下り、階下の機械室を目指す。

「ここが、機械室か？」

　滑かつ車しやや輪りん軸じくを組み合わせた巻き上げ機といったからくり仕じ掛かけが整然と並べられている。巻き上げ機から伸のびた太い鎖くさりは、おそらく門扉や跳ね橋を操作しているのだろう。

「はて？」

　またもやカレシンが首を傾かしげた。

「どうしたのだ、御ご坊ぼう？」

「いささか、容易すぎませぬか？　まるでわざと誘さそいこまれたように見えます」

「……む」

　確かに、言われてみればその通りだ。とはいえ、これが敵の策ならばアートルム卿が見み抜ぬけぬはずがない。

　その瞬間、天てん井じように張り付いていた人ひと影かげが音もなく舞まい降りるのを、ザカリアは見た。

「かかったな」

　低い底冷えする声と、黒ずくめの長身に、ザカリアは見覚えがあった。テリナスで一度だけ渡わたり合った、グラニヤの──

「黒天騎士!!」

　警告の声は、無む駄だに終わった。

　敵の両腕うでが一いつ閃せんし、三人の騎士がほぼ同時に打ち倒された。その首は全すべて、ありえない方向に捻ねじ曲がっている。

「この程度の誘いにうかうかと乗るとは、慢まん心しんしたか軍師」

　次いで繰くり出された黒天騎士の拳こぶしは、無防備に立ち尽つくすアートルム卿を捉とらえていた。




　北塔の螺旋階段を、シオンは一人駆け上がる。

　足あし下もとで繰り広げられる乱戦の喧けん騒そうは、徐じよ々じよに遠ざかっていった。

「はっ!!」

　シオンの振るう長ちよう剣けんが、次々群がり寄るグラニヤ騎士を片かた端はしから斬きり捨てた。時には蹴けりや拳も交え、前後左右に無数の死を撒き散らす。

　積み重なるかつての同どう胞ほうの骸むくろなど、一いつ顧こだにしない。彼の捜さがし求める標的は、確かにこの先で彼を待っているのだから。

「クヨウ……」

　押し殺した声でつぶやき、残る階段をほぼ一息で駆け抜ける。息も乱さぬまま控ひかえの間を突き抜けて、その奥の部屋へと。

「クヨウ・スラン!!」

　全身に風を纏まとった超ちよう加速の突とつ撃げきで、シオンは奥の間にただ一人たたずむ騎士へと斬りかかる。

「シオンか」

　荒あれ狂う暴風のような斬撃を、クヨウは抜き打ちの一剣でこともなげに受け止めて見せた。

　その強さも、秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうも、口元に浮うかぶ穏おだやかな笑えみも──その全てがかつてのシオンが憧あこがれ、尊敬し、目指していた、師兄のものと何一つ変わっていない。

「くっ」

　飛びのいたシオンは、音もなく床ゆかに降り立った。

「三年ぶりか。ずいぶんと変わったね。見み違ちがえたよ」

「あんたは──」

　──なぜ、そんなに変わらずにいられる!?　喉のど元もとまでこみ上げてきたその言葉を、シオンは押し殺す。

　今さら何を言っても、栓せんないことだ。

「決着をつけよう」

「ああ」

　ただそれだけの言葉を交かわし、二人の黒天騎士は剣を構えた。




　この時、ローゼリアもソーズベル城じよう塞さいの攻こう防ぼうを観戦していた。

　自ら白馬に跨またがり、護衛の騎士の一隊を引き連れて、戦場の後方から激しさをいや増す戦いの模様をじっと見つめる。

「始まりましたね」

　馬上でそうつぶやく王女の左右には、同じく騎乗したネリーとルルが従っていた。

「今日で、決着がつくのかしら？」

「おそらくは」

　ローゼリアの問いに、忠実な女官長は短くそう答える。ただ、敵味方のどちらが勝利するかまでは口にしない。

　一方のルルは、青ざめた顔で無言のまま、ただうつむいていた。

「ルル」

　と、馬を寄せたローゼリアが、その手を取った。

「ローゼリア、様……」

「信じましょう。シオン、セレイン、カナン──私たちの大切な友人の勝利を」

　ルルの硬かたく強こわ張ばった手を、優やさしく揉もみ解ほぐしながら、ローゼリアはそう語りかける。

「そして、皆みなが無事に戻もどってくることを」

「はい、ですの」

　うなずいたルルは、ようやく小さな笑みを浮かべた。




　　　　５




　ソーズベル城塞北塔の最上階、開け放たれた窓から見える海は、まだ荒れている。

　大きく息を吸い、息を吐はく。それに伴ともなって己おのれの内に満ち、そして巡めぐる源力エーテルを、シオンは感じ取った。

　先ほどのような激情の奔ほん出しゆつは自ら抑えこんだものの、心中で燻くすぶる復ふく讐しゆうの一念までは消しきれない。身を焼く怒いかりと憎にくしみに耐たえつつ、怨おん敵てきの出方をうかがう。

「また馬ば鹿かに大人しいじゃないか。どうしたんだい、シオン？　さっきの一撃は、なかなか良かったのに」

　そのクヨウは変わらぬ穏やかな笑みのまま、諭さとすようにそう言った。

「こういう緊きん張ちようした膠こう着ちやくも小気味よいが──」

　そうつぶやきながらクヨウは、何の気負いもなく一歩を詰つめた。長剣を握にぎった右手をだらりと下げた無む形ぎようの構えで、そのままさらにもう一歩。その無造作な踏ふみこみによって、二人の間合いは致ち命めい的に深く交差する。

　双方無言のまま、剣光が閃ひらめいた。

「────！」

「…………」

　先手を取ったのは、シオンだった。彼ひ我がの最短距離を射い貫ぬく、顔面狙ねらいの両もろ手て突づき。それをクヨウは上体のみを僅わずかに右へと反らしてかわす。クヨウの頰ほおと、そこを掠かすめた刃やいばの間には、毛筋ほどの隙すきしか空いていない。

　驚きよう異い的な見切りの技わざ、続く反撃も激げき烈れつなものだった。一見、無造作に繰り出されたクヨウの片手打ちが、驚異的な速度と精せい妙みような角度でシオンの首筋を狙う。

　引き戻した長剣が、辛かろうじて間に合った。寸前で受けるものの、両手が衝しよう撃げきで骨の髄ずいまで痺しびれる。たまらずシオンは後方に飛び、距離を取った。

　強い。

　一いつ瞬しゆんの攻防で、あらためてクヨウの強さを思い知らされた。

　オウマ、タイガ、そしてラン──これまで剣を交えてきた三人の黒天騎士とは、やはり格が違う。しかもクヨウは、いまだ自身の秘ひ儀ぎたる裏り門もん技ぎを見せていない。

（厄やつ介かいだな）

　以前〈狼〉リユコスだったクヨウは、当然ながら〈影えい門もん〉の業わざを修めている。三年前にその業を用いて、シオンの父アドウを背後から斬ったのだ。あの光景は悪夢の一片として、いまだ目に焼き付いている。

　人の身で開ける内なる裏門は、一人一つ。〈狼〉リユコスの座を弟で子しのタイガに伝えて〈獅子レオーン〉となった今でも、その身に修めた裏門技は〈影門〉のまま変わらぬはず。

　幸い、今は曇くもり空とはいえ日中だ。足元に落ちた影は、薄うすいがはっきりと見えている。こういった正面切っての立ち合いならば、たとえ影の中に潜ひそまれたとしても、対処するのは不可能ではない。

　裏門技の打ち合いならば、こちらが有利。以前から計算していたことだ。〈風ふう陣じん〉を行使し、全身に風を纏まとう。

　それを見て、不意にクヨウが苦く笑しようした。

「その顔、どうやら勘かん違ちがいをしているようだね」

　何が？などと聞き返したりはしない。床を蹴り、飛ひ翔しようじみた跳ちよう躍やくで、クヨウに躍おどりかかる。

　斬る、突つく、払はらう、薙なぐ──まさしく疾しつ風ぷうのように繰り出されるシオンの猛もう攻こうに、初めてクヨウの顔から笑みが剝はがれ落ちる。

　虚きよ実じつ交えた攻せめの中、誘いや牽けん制せいの手には目もくれず、ただ本命の刃のみを的確に払い除のける。クヨウの精せい緻ちな剣に揺ゆらぎはない。だがあらゆる角度から繰り出されるシオンの斬ざん撃げきを捌さばくのに手て一いつ杯ぱいで、先ほどのような反撃を返す余よ裕ゆうはなかった。

　だが風で加速されたシオンの剣は、徐々にクヨウを圧していく。

「おおおお!!」

　シオンも気合の声を張り上げた。大上段から繰り出した大おお振ぶりの一撃を、クヨウは身を反らしてかわす。だが、それも予想の内。斬撃の勢いのまま、右足を軸じくに体を一転させ、回し蹴りを繰り出した。

　剣から体術への滑なめらかな移行。クヨウの死角から放たれた蹴りが、鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを搔い潜くぐって胸むな板いたに入る。

　シオンの足先で、渾こん身しんの源力エーテルが炸さく裂れつする。だが、手応えはない。クヨウは自ら後方に跳とぶことで、蹴りの衝撃を受け流したのだ。

　──好機

　跳躍したクヨウの着地際ぎわを狙い、シオンは仕し掛かける。〈風陣〉で構築した風の礫つぶてを乱射、さらにシオン自身も床を蹴り、風礫の後を追うように走った。

　剣撃と風礫による、一人時間差攻撃。どちらも実であり、そして虚きよであるという、二段構えの攻め。

（防げるものなら防いでみろ、クヨウ・スラン!!）




　乱戦の喧騒を圧し、大剣と双剣が交差した。

「はあっ!!」

「ふっ!!」

　大気を引き裂さくような、セレインの斬撃。ランはそれを左の剣で受け流しつつ、右の剣での返しにつなげた。攻防一体、舞まいのように軽やかな動きである。

「何の！」

　セレインはかざした左手の手しゆ甲こうで、ランの剣を受け止める。斬撃も、刃を走る〈雷らい塵じん〉の電光も、籠こめた規格外の源力エーテルで無理矢理に防いだ。

　二人の女騎き士しの目線が、間近で真っ向からぶつかり合う。

「本当に面めん倒どうね、この猪いのしし女おんな！」

　舌打ちしたランが、不意に高々と跳躍する。周囲の乱戦を軽々と飛び越こえ、降り立ったのは上階へと伸のびる螺ら旋せん階段の上り口だった。

　セレインに嘲あざけるような一いち瞥べつを向け、そのまま階段を駆かけ上る。

「貴様！」

　──シオンを追うつもりなのか？　いや、違う。これは、おそらく誘さそいだ。

　瞬時にそう判断したセレインだが、それでもランを追って飛び出す。

　数段飛ばしで、階段を駆け上る。そこかしこに転がるグラニヤ騎士の屍しかばねは、先行したシオンが斬きり捨てたものだろう。あらためて黒天騎士の実力に慄おののきつつ、セレインはランの影を追ってひた走った。

　と、塔とうの中層で、ランが足を止めた。数階分の吹ふき抜ぬけとなった広々とした空間で、セレインを見下ろしている。

「誘われたのに気づいていない、ってわけじゃなさそうね」

「一応は、な」

　嘲るような口調のランに、セレインはむっつりと答えた。

「お前の裏門技、確か〈雷塵〉だったな。敵味方の入り乱れる中では使い辛づらいのだろう。ここは少し手て狭ぜまだが、おあつらえ向きだ」

「ふーん。そこまで分かっていて、ついてきたんだ。馬鹿なの、あなた？」

「なに、そうでなくては意味がないというだけだ」

　そう言うなりセレインは、大剣の切っ先をランに突きつける。

「本気のお前を、真っ向から叩たたきのめす。言い逃のがれのできないよう、完かん膚ぷなきまでにな」

　静かな挑ちよう発はつに、ランの顔が引きつった。

「……言ってくれるじゃない。私、やっぱりあなたが嫌きらい」

　押し殺したその声は、だが隠かくしきれぬ怒りに震ふるえていた。全身に紫し電でんを走らせ、ランはセレインをにらみ返す。

「あなたみたいな粗そ雑ざつで下品な女が、あにさまの側そばにいるのが許せない」

「気が合うな。私もお前のような、腐くさった性しよう根ねの女は気に食わない」

　対するセレインの声は、あくまで静かだった。

「殺してあげる」

「それは先ほど聞いた。騎士ならば舌ではなく剣で語れ」

「言われなくても──!!」

　ランの姿が、まばゆいばかりの光と化し、宙を舞まう。〈雷塵〉によって肉体そのものを電でん撃げきに変へん換かんし同化させた、まさに雷速の超ちよう機動。

　迫せまりくるその姿を、青く燃えるセレインの〈天眼〉は、しっかりと見み据すえていた。

「「──勝負!!」」




　繰くり出された黒天騎士──タイガの拳こぶしが、アートルム卿きようの顔面に入った。

「アートルム卿!?」

「軍師殿どの!!」

　砕くだける仮面。ザカリアやカレシンの悲痛な声は、もはや何の意味も持たない。致命の一撃を受けた軍師の体は、なすすべもなくその場に崩くずれ落ちる。

「む──？」

　不ふ審しんの声は、タイガのものだった。同時に、即そく死しだと思われたアートルム卿の体が、不意に跳はね上がった。

　狭せま苦くるしい機械室で二度、三度と背転を繰り返し、タイガと間合いを取った。脱ぬぎ捨てられた軍師の黒衣と、仮面の残ざん骸がいが宙を舞う。

　その下から現れたのは、小こ柄がらな少女の姿。

「──カナン!?」

「久しぶり、タイガ」

　さすがに驚おどろくタイガの前で、かつての同どう輩はいは腹立たしいほど平然としていた。

「な……なんでお前が？　シオンの従者だろう」

　もっともザカリアなどは、タイガ以上に狼ろう狽ばいしていたが。カレシンでさえ、その大きな目を真ん丸にしている。

「……アートルム卿から頼たのまれた。今日は別行動しなければならないから、影かげ武む者しやしろって。シオン様があの人の副官だから、私に拒きよ否ひ権はない」

「そ、そうなのか」

「ふむふむ、それでカナン殿、本物のアートルム卿はいずこかな」

「それは──言えない」

　虚実並べたカナンの語りに、ザカリアはあっさりとうなずく。ただカレシンの方は、やや不審げに眉まゆをひそめていたが。

「問題は、あの男──黒天騎士〈狼〉リユコス」

　場を誤ご魔ま化かすためというわけではないが、カナンはまくし立てる。

「あれを排はい除じよしないと、この機械室は占せん拠きよできないし、城門も開けない。全力で打ち倒たおす」

「言ってくれるな」

　タイガの放つ殺気にあてられ、ザカリアは後退した。

「ま……待て、待ってくれ！　俺たちで黒天騎士の相手何て無理だ！　せめてシオンかセレインを──」

「少し黙だまって」

　そうつぶやくような声でカナンが答えた途と端たん、タイガが動いた。その身を〈影門〉で影に沈しずめて、滑すべるようにカナンを狙ねらう。

　それに対し、カナンは隠し持っていた短たん剣けんを次々と引き抜き、続けざまに投げつけた。

「ザカリア様も、ご一いつ緒しよに」

「お、おう！」

　カナンに促うながされるまま、ザカリアは弓に矢をつがえて渾身の源力エーテルを注ぎこみ、迫る影へと放った。流星のような光条が影に飲み込まれ直後に異変が起こる。

「ちっ」

　忌いま々いましそうな舌打ちと共に、タイガが己おのれ自身の影から躍り出た。体のそこかしこに、短剣と矢が掠かすめた跡あとが残っている。

「効くのか、あれで？」

「無論。だからザカリア様やカレシン師にも、力を貸して欲しい。今、ここで」

「致いたし方ありませんなあ」

　カナンの説得に応じたのか、カレシンが大槍やりを手に進み出た。

「前衛は私が務めますので、援えん護ごを頼みますぞ」

「お、おう」

「もちろん」

　にわか仕立ての隊形を組んだ三人を、タイガは冷やかに見た。

「まさかそんな有う象ぞう無む象ぞうをかき集め、俺に勝てるつもりではないだろうな？」

「私はただ、テリナスでの借りを返すだけ」




　風と化したシオンが、クヨウに追いすがったまさにその時──

「────!?」

　風が、搔かき消えた。

　放った風の礫も、身にまとう風の衣ころもも、全すべてが瞬時に焼しよう失しつする。同時に得体のしれない違い和わ感が、シオンの全身を捉とらえた。自身の内から何かがゴッソリ抜き取られるような、奇き怪かいな感覚である。

　──何だ、これは!?

　混乱しつつ遣つかった剣は、あっさりとクヨウに弾はじかれた。強い衝しよう撃げきに耐たえきれず、シオンは姿勢を崩す。そのまま床ゆかを転げるようにして、間合いを取った。

　無様に喘あえぐシオンの姿を、クヨウは無言で見ている。

「……何を、した？」

　可能な限り動どう揺ようを抑おさえながら、シオンは言った。それでも声の震えは隠せない。

　裏門が、開けないのだ。

　己おのが内なる世界を周天する源力エーテルの流れを、外界の森しん羅ら万ばん象しようを巡めぐる源力エーテルの流れと合一せしめ、世界を司つかさどる法と理の一いつ端たんを自身のものとする。それが、黒天騎士の裏り門もん技ぎだ。

　だが今のシオンは、その内と外が断絶していた。観想により、周囲の風や大気の流れをつかむことまではできる。だが、そこに手を伸ばすことができない。触ふれられない。

　そんなシオンを見て、クヨウは笑った。

「なるほど、アドウ閣下は君にも秘ひしていたのか。あの方らしい」

「どういう意味だ？」

　まずはこの異変について、何が起きているのか知らねばならない。クヨウがそれについて語ってくれるのならば、御おんの字である。

「そうだな。確かにシオン、お前は知る必要がある。──〈奥の院〉での修行を覚えているか」

「忘れたくても忘れられない」

　そう答えながらシオンは、源力エーテルを練り直しつつ、クヨウとの間合いを計った。対するクヨウは、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。

「思い出したくもないのに」

　陰いん鬱うつな声で、シオンは言った。

　グラニヤの帝てい宮きゆうたる天てん昂こう宮きゆうの地下深くで行われた、黒天騎き士しに至るための過か酷こくな修行。いや、果たしてあの奇怪な経験を、修行と呼んでいいのだろうか？

　あの時のシオンはただ一人、地下の闇やみに取り残されていた。一月近くも飲まず食わずで、繰り返される儀ぎ式しきめいた何かに没ぼつ入にゆうし、その法ほう悦えつの果てに裏門へと至り、それを開く術を得たのである。

「黒天騎士の中で〈獅子レオーン〉へと選ばれた者のみは、もう一度〈奥の院〉に下る。今度は裏門を閉じる術を得るために」

「裏門を閉じる？　まさか──」

「正確には、閉じるのともまた違ちがうのだがね。個による世界への恣し意い的な干かん渉しようを排はいすることで、森羅万象の源力エーテルの流れをあるべき姿に正し、調律するための力。それが、この唄だ」

「唄うた、だと？」

　そこでようやく、シオンは気づいた。人の耳では音として知覚できないような、細かな大気の震え。それがいつの間にか、周囲に満ちている。

「私が口で唄っているのではないよ。だがこの唄が響ひびいている限り、裏門技は使えない。お前の〈風ふう陣じん〉も、私の〈影えい門もん〉も」

「ずいぶんと、情けない業わざだな。己を高めるのではなく、相手を引きずり落とすことで勝利をつかむのか」

　無理にもひねり出した減らず口は、情けないほど震えている。

「かもしれないね。強さというものは何か、この業を得てから時折考えるよ。だがこれは必要な力だ。黒天騎士の長たる〈獅子レオーン〉は、万一にでも黒天の一騎が帝てい国こくに叛そむいた場合、確実に討うち果たす義務があるのだから」

「そのための〈墜つい天てん〉ってことか」

　相手と自身の裏門技を封ふうじる影門、その上で確実に敵手を仕留める武力。その二つが揃そろってこそ、〈獅子レオーン〉は〈獅子レオーン〉たりえるのだろう。

　今、目の前にいるクヨウのように。

「アドウ閣下は、それに相応ふさわしい方ではなかった」

「何だと？」

　聞き捨てならない一言だった。

「当然じゃないか？　三年前のあの日、閣下はなすすべもなく討ち果たされた。私の〈影門〉を封じる間もなく、無様に背後から斬きられて果てたのだ。無様としか言いようがない」

「あれは貴様の不意打ちのせいだろうが！」

　淡たん々たんと敗者を貶おとしめる勝者の物言いに、シオンは激げつ昂こうする。

「『このままでは、グラニヤの未来は危い』──父のその言葉を否定し、目を逸そらすため、皇帝の命で貴様は父を斬った!!　父は、本当にグラニヤを憂うれいていたというのに！」

「だからこそ、だよ。『新しいグラニヤ軍』『自らは戦いを求めぬ騎士』そのようなお題目を唱えておきながら、あっさりと私などに斬られたのだ。その新たな軍や騎士になど、何の意味もないことの証明ではないか」

「言うな！」

　詭き弁べんじみた物言いへの怒いかりで、すでにシオンの意識は沸ふつ騰とうしかけていた。

〈風陣〉が使えない？　それがどうした!!　条件はクヨウも同じ、ならばこの剣で叩たたき切るだけのことだ。

「騎士にとって力が全てというのなら、俺がこの手で父の正しさを証明してみせる。グラニヤを、俺自身の手で滅ほろぼしてな」

　辛かろうじて、感情の暴発は抑える。煮にえたぎる怒りを押しこめて、研とぎ澄すました殺意と刃やいばをクヨウに突つきつけた。

「なるほど、それがお前の復ふく讐しゆうか。ならばせめて、ここで私の首くらい取らねば意味がないぞ」

「……分かっているさ」




「──む？」

　ランと斬り結ぶセレインは、一種異様な翳かげりを感じていた。

　真上──この塔とうのさらに上層で、何か異変が起こっているのを、彼女の〈天眼〉が感じ取ったのである。

「よそ見なんて余よ裕ゆうじゃない！」

　全身に紫し電でんを纏まとったランは、吹ふき抜ぬけの空間を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回りつつ雷らい撃げきを撒まき散らし、さらにその隙すきをついて斬りこんでくる。セレインは〈天眼〉により数秒後の位置や軌き道どうを見切ることで、辛うじて防いではいるものの、どうにも分が悪い。

「どうしたの、さっきの大口は！」

　叫さけぶなりランの体が消え失うせた。全身を電化した、文字通り『目にも止まらない』超ちよう速そく移動に、セレインは〈天眼〉で立ち向かう。

（左──後ろ──上──右か!!）

　向き直りざまに振ふるった大剣と、ランの双そう剣けんががっちりと嚙かみ合う。鍔つば迫ぜり合いの姿勢で逬ほとばしる〈雷らい塵じん〉の電撃を、セレインは渾こん身しんの源力エーテルで抑えこんだ。

　拮きつ抗こうしたのはわずかな時間、双方とも後ろに飛び退すさって距きよ離りを取った。

（これは、たまらない）

　肩かたを上下させ、激しく喘ぎながらセレインは思った。ただ斬り結び、撃うち合うだけでも、〈雷塵〉を防ぐため渾身の源力エーテルを振り絞しぼらねばならない。さもなくば、瞬しゆん時じに黒くろ焦こげになってしまうだろう。

　底なしの体力と源力エーテルが自じ慢まんのセレインでも、これは辛つらい。

　──ならば！

　判断は一瞬だった。今度は自ら身を翻ひるがえし、セレインは階段を駆かけ上る。

「あは、あはははは。何それ、今度はあなたが誘さそってるの？　それとももしかして、本気で逃にげているの？」

　何とでも言え、今は仕切りなおす時だ──ランの嘲ちよう笑しように対し、セレインは半ば開き直って上層を目指す。とはいえ、すぐさまランが追ってくるだろうことは、〈天眼〉を使うまでもなく明らかだったが。




　城じよう塞さいの西城門を巡る戦いは、完全に膠こう着ちやくしていた。

　ここが勝負どころと見み据すえたハルト将軍は、東と南の城じよう壁へき上の戦力を最低限まで削けずり、捻ひねり出した騎士を自ら率いて西城壁へと乗りこんだのである。

「進めい！」

　現在のグラニヤ軍の主力は黄道騎士団、団長自らの陣頭指揮を受け、大いに奮起した。そのため一時は西城壁上で城門塔まで迫せまった東部軍別動隊も、今では押し返されつつある。混戦時に侵しん入にゆうできたわずかな戦力をのぞき、城門塔には手を出しかねていた。

「城門塔内の掃そう除じは〈狼〉リユコス殿どのに任せよ。我らは城壁上の敵を駆く逐ちくする」

　当然、城外から攻せめ立てる東部軍本隊──ルーベント軍とドーン軍もまた、ハルトの巧たくみな采さい配はいで撃げき退たいされ続けていた。

「こ、ここは一時、退ひくべきではないだろうか。アルモダン殿でん下か」

　馬上でドーン軍を率いるカラッソ将軍が、引き攣つった声でそう言った。続出する損害に耐えかねて、その顔色は真っ青である。

「それは、なりません。ここで我らが退いては、城壁上に取り残された別動隊は全ぜん滅めつだ」

　だが同じくルーベント軍を率いているアルモダン王子は、その申し出をきっぱりと断った。

「私は確かに、将器のない無能者だ。だが、だからこそ卑ひ怯きような振る舞まいだけはしたくないし、できない」

「殿下……」

　傍かたわらの副将が、感に堪たえぬと声を上げる。

「カラッソ閣下、我らが辛いときは敵も辛い──今はそう信じて、攻め続けるしかありませぬ」

「う、うむ……あ、相分かった」

　渋じゆう面めんのカラッソ将軍も、この進言にはうなずくしかなかった。




「ずいぶんと騒さわがしくなってきたな」

　西城門塔の機械室で、タイガはそうつぶやいた。目線を、眼前の敵手に向ける。

　惨さん憺たんたる有様だった。立っているのはカナンのみ。片膝ひざをついたカレシンは大槍やりを杖つえ代わりに辛うじて身を支え、床ゆかに倒たおれ伏ふしたザカリアは半ば意識が飛んでいる。

　カナンにしろ全身にいくつもの傷を負い、荒あらく肩を上下させている。その状態でいまだ短剣を握にぎり、タイガをにらみ返していた。

「昔のよしみだ。降くだるなら寛かん大だいな処しよ遇ぐうを約束してやるぞ」

「冗じよう談だんは顔だけにしろ」

　思いっきり憎にくたらしい声と物もの腰ごしで言いながら、カナンは舌を突き出して見せる。とはいえその程度の挑ちよう発はつでは、タイガの表情は動かない。

「そうか」

　拳けん打だの構えを取るタイガ、その踏ふみ込みに先んじて、カナンは四本の短剣を投げ放つ。だが、狙ねらいが甘い。軽くタイガが上体を動かすだけで、四本の短剣は的を逸れ、掠かすりもせず背後の壁かべに突き立った。

　無言で一歩を詰つめたタイガの拳こぶしが空を切り、カナンを襲おそう。

　──ここ！

　その瞬間、カナンもまた動いた。体を開き、ギリギリでタイガの拳をかわす。頰ほおと肩を掠める拳の熱さを感じつつ、伸のび切ったタイガの丸太のような腕うでに自身の両手を回した。さらに床を蹴けって飛び上がり、両脚あしをタイガの上体に絡からめる。

　いわゆる飛びつき腕十字固めの体勢だ。このまま相手を床に引きずり倒し、右腕を極きめるのだが──

「俺に体術で挑いどむのか！」

　まるで根が生えたかのように、タイガの体はビクともしない。それどころか右腕一本でカナンの小こ柄がらな体を振り回し、背後の壁に叩きつけようとする。

　カナンの狙い通りに。

　その瞬間、壁に突き立った短剣が激しく震ふるえ、籠こめられていた源力エーテルが時間差で炸さく裂れつする。衝しよう撃げきと共に壁が吹き飛び、ポッカリ空いた大穴から曇くもり空と、そして城塞の中庭がのぞいた。

「カナン!!　まさかお前──」

「その、まさか」

　タイガの上げた驚きよう愕がくの叫びに対し、カナンはあくまで平静に答える。そのまま、啞あ然ぜんとしたザカリアとカレシンを見やる。

「じゃあ、後は任せた」

　その言葉を残し、カナンはタイガの腕を抱かかえこんだまま、壁の大穴の外へと身を投げ出した。それに引きずられたタイガ諸もろ共ともに、塔から転落する。

「カ、カナン──！」

　跳はね起きたザカリアが、ふらつく頭を抱えて壁の大穴までにじり寄った。そこから中庭を見下ろす。石材の残ざん骸がいが転がる中、二つの人ひと影かげが倒れ伏していた。

　まるで壊こわれた人形のような姿にゾッとする。二人が絡み合い、受け身すらろくに取れない体勢で、この高さから転げ落ちたのだ。体術の達人でも、無事なはずはない。

「待ってろ、今から助けに──」

「それは拙せつ僧そうに任されよ！　ザカリア殿どのには城門をお任せいたす」

　割り込んだカレシンが、そう大声で言った。

「し、しかし……」

「あの娘むすめの心根を、無む駄だにするお積もりか!!」

「──確かに！」

　得心したザカリアが、大きくうなずく。

「行ってくれ、御ご坊ぼう。カナンを頼たのむ」

「無論」

　カレシンが城門塔の階段を駆け下りるのを見送り、ザカリアは身を起こす。早くこの機械室の絡から繰くりを作動させ、城門を開かねば。

　それにしても──もう一度だけ、倒れたカナンに一いち瞥べつを送る。

「大した女だ、まったく」




　城塞の西門が、軋きしみながらゆっくりと開かれていった。

　その情景を、攻め手側も守り手側も啞然として見つめている。

「やった……やったぞ！」

　最初に感情を爆ばく発はつさせたのは、アルモダン王子だった。

「見ろ、あれを！　やはり彼らはやってくれたのだ!!」

「お、おお──おお！」

「いや、まさに、まさしく!!」

　副官やカラッソ将軍も、意味のない繰くり言をひたすら繰り返すことしかできない。

「至急、エルザイムとオルデスに伝令を送れ！　西城門の突とつ破ぱに成功した、これよりルーベントとドーンは城塞内に突とつ入にゆうする、とな!!」

　そう命じた馬上の王子は、朗々と声を張り上げる。

「全軍、突とつ撃げきぃっ!!」

　そう堂々と命じる姿は、人々の思い描えがく若き英えい雄ゆうそのものだった。
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　西の城門塔とうに翻ったエルザイムの旗は、本丸の南塔からもよく見えた。

「やって、くれたか……」

　そうつぶやいたシオンの姿は、凄せい惨さんなものだった。

　捌さばき切れずに受けた一〇余りの斬ざん撃げきが甲かつ冑ちゆうを引き裂さき、肉を抉えぐっている。特に額と左肩かた、右脇わきの傷が深い。

　止めどない流血に体力を奪うばわれ、足元もふらついていた。肩を上下させ、荒い呼吸を繰り返しながら、それでもシオンは笑う。

「俺たちの、勝ちだ」

　ざまあみろ──と言わんばかりに、血で真っ赤に染まった顔を歪ゆがめ、クヨウをにらんだ。

「なるほど、確かに見事なものだ」

　対するクヨウは、いまだほぼ無傷のまま、淡たん々たんと敗北を認める。

「この戦いくさ、東部の勝利だ。満足かな、アートルム卿きよう」

　その一言を投げつけられても、シオンは表情を変えなければ、声も上げたりはしない。だがそれでも、クヨウの口元には確信の笑えみが浮うかんだ。

「……いつ、気づいた」

「マントラウ湖で対たい峙じした時、まるでお前と立ち合っているような、不思議な心持ちになることがあってね。それとタイガが、アートルム卿はイブキと互ご角かくの剣けんを遣つかうのを見たという。その二つと、後は勘かんだな」

「そんなことでかよ」

　そうシオンは呻うめく。

「黒天騎き士しとして武を極きわめたのみならず、仮面の軍師として智ちを磨みがき、その力でグラニヤを討うつつもりだったのだろう？　大したものだよ。だが、それも終わりだ」

　賞賛から一転して、クヨウは戦意を剝き出した。

「この戦の勝利は譲ゆずる。だが我が帝てい国こく最大の敵手の首級は、討たせてもらうぞ」

　──来る！

　戦せん慄りつと共に、シオンは剣を構え直す。

　クヨウはじりじりと間合いを詰めてくる。少しずつシオンは後ろに下がった。荒く乱れた呼吸が、ひどく心こころ許もとない。

　大きく伸びあがったクヨウの体が、一本の棒のようになって殺さつ到とうしてきた。

　真上から繰り出された斬撃を、シオンは辛かろうじて受け止める。続く二の太刀たち、三の太刀。クヨウの斬撃を受け止めるたび、満身創そう痍いの体が悲鳴を上げる。

　──せめて〈風ふう陣じん〉が使えれば。

　内心でどんなに念じようとも、今のシオンの手は風まで届かない。聞こえざる〈墜つい天てん〉の唄うたが、シオンの裏門を閉とざしていた。

　それでも、シオンは諦あきらめない。

　防戦一方に追いやられても、ただひたすら受けに徹てつし、反撃の時を待ち続ける。

「生き汚ぎたないな、シオン。だが、それでいい」

　罵ば倒とうとも賞賛ともつかない声を上げながら、クヨウは下からのすくい上げるような剣でシオンの剣を撥はね上げる。さらに体をひねりつつ大きく踏みこみ、自身の右肩をガラ空きになったシオンの胸板へと叩たたきつけた。

「しまった──」

　予想外の強きよう烈れつな打だ撃げきにシオンの胸骨が軋み、手から剣が滑すべり落ちた。宙を舞ったシオンの体は、受け身も取れず床に叩きつけられる。

　死に体となり隙すきを晒さらしたシオンに、今度こそとどめを刺さそうとクヨウは迫せまった。




　螺ら旋せん階段で繰り返されるセレインとランの応おう酬しゆうも、いまだ続いていた。

「降こう伏ふくしろ！　もはや勝敗は決した！」

　大剣を振ふり回しつつ、セレインは居い丈たけ高だかに叫さけぶ。

「まだよ、まだ終わっていないわ！」

　対するランの叫びは、ほとんど悲鳴のよう。

「クヨウ様！」

　セレインと斬きり結びつつ、ランは階段を駆かけ上っていく。先ほどのような誘さそいではない。窮きゆう地ちに主あるじを求めるという半ば逃とう避ひじみた行動だ。

「逃にがさん！」

　セレインもまた、その後を追う。大剣と双剣を交かわしつつ、二人の少女はもつれ合うように階段を上って行った。

　そして──

「もらった!!」

　階段の最後の十数段で、セレインは思いっきり跳ちよう躍やくする。ランを飛び越こえ、追い抜ぬきつつ、その頭上を押さえる。最上階の天てん井じようすれすれから急降下しつつ大剣を振り上げ、青く光る〈天眼〉はランの動きをピタリと捉とらえている。

「くっ」

　かわせない、そう判断したランは〈雷らい塵じん〉を行使する。全身を電化させ、セレインの斬撃をかわしつつ背後に回りこみ、着地間ま際ぎわの隙をついて今度こそ仕留めるのだ。

　互たがいの剣と剣、裏り門もん技ぎと裏門技が交差する、その瞬しゆん間かん──

「何だ!?」

「噓うそ!?」

　二人とも、そろって愕がく然ぜんとする。

　裏門技が使えないのだ。

　セレインの両目から〈天眼〉の輝かがやきが消え、視界も急激に色いろ褪あせていった。対するランの体からも、〈雷塵〉の電光が搔かき消える。

「それが、どうした!!」

　セレインの戸と惑まどいは、一瞬だった。たとえ数瞬先の未来など、見えなくても構わない。手にした大剣を眼下のランの脳天に振り下ろす、ただそれだけのことだ。

「どうして──」

　対するランは、完全に棒立ちだった。〈白鳥キユノクス〉の翼つばさをもぎ取られ、頭上から振り下ろされるセレインの刃やいばを、ただ茫ぼう然ぜんと見上げることしかできない。

「よけろラン！」

　そこで割って入った声は、クヨウのものだ。同時に再びランの裏門が開き、〈雷塵〉の力が戻もどる。

「あ──あああああっ!!」

　ギリギリだった。

　セレインの一剣を受けるその直前に体を雷かみなりと化し、ランは部屋の片かた隅すみまで跳とんだ。床ゆかにしゃがみ込み、壁かべにもたれかかって、激しく喘あえぐ。

「間に合ったか」

　それを見て、クヨウも息をついた。

　シオンにとどめを刺す寸前、最上階に乱入したランが〈墜つい天てん〉に囚とらわれたことに気づき、咄とつ嗟さに唄を止めたのである。

　危いところだったが、辛うじて──

「ランは、な」

　床から跳はね飛んだシオンの掌しよう打だが、クヨウの顔面を捉えていた。

「しまっ──」

「油断大敵だ、クヨウ!!」

　再び〈墜天〉を唄う間もなく、シオンの掌しよう中ちゆうで〈風陣〉が炸さく裂れつした。周囲に真っ赤な血がしぶく。

「お、おお……」

　クヨウの長身が大きく揺ゆらぎ、押し殺した声が漏もれた。

「ク、クヨウ様──ひっ」

　そちらを見やったランが、掠かすれた悲鳴を上げる。

　クヨウの顔は、無残に変わり果てていた。

〈風陣〉を受けた顔の右半面が、風の刃に削そぎ取られたのだ。皮は剝はがれ、肉や歯は茎ぐき、一部では骨までもが剝むき出しになっている。

　残る左半面が本来の秀しゆう麗れいさを止とどめているのが、より一層おぞましい。

　カチカチカチカチ──

　真っ青になったランが、歯の音も合わぬほど震ふるえ上がる。セレインすら、制止できずに目を逸そらした。

　ただシオンだけが瞬まばたき一つせず、怨おん敵てきたるかつての師兄を見み据すえている。

「は、はは……」

　クヨウが笑った。

　想像を絶する苦痛の中、よろめきながら後ずさる。ポタリ、ポタリと流血の跡あとが床に残されていった。そのまま部屋の外を巡めぐる回かい廊ろうに出て、欄らん干かんに寄りかかる。

　眼下には、いまだ荒あれ続ける灰色の海。

「見事だ、シオン……やはりお前は、私の自じ慢まんの弟だよ」

　そうつぶやくクヨウの、無事な左半面に浮かぶのは、紛まぎれもない賞賛の笑みだった。そのまま目線を、ランへと向ける。

「まったく君は、最後まで困った娘むすめだな」

　それが、最さい期ごの言葉だった。

　平へい衡こうを崩くずしたクヨウの体が、後方へと倒たおれこんだ。欄干を乗り越え、その向こう側へ。石のように海へと落ちていく。

　時が凍こおりついたような沈ちん黙もく。

「い──いやああああああっ!!」

　それを砕くだいたのは、ランの悲鳴だった。

「クヨウ様！　クヨウ様！　クヨウ様──」

　何度も愛いとしい人の名を繰くり返しながら、回廊に飛び出す。欄干から身を乗り出すものの、すでに荒れ狂くるう海に飲まれ、クヨウの姿はどこにも見えない。

　ただでさえ、深手を受けていたのだ。あれではとうてい助からないだろう。

「……クヨウ様」

　ランの体から、ふっと力が抜ける。

「ラン！」

　シオンの声も、今の彼女には届かない。そのまま少女は欄干にもたれ掛かかり、乗り越え、クヨウの後を追って海に身を投げた。




「もはや、これまでか」

　城じよう壁へきの片隅に追いやられ、ハルト将軍は嘆たん息そくした。ソーズベル城じよう塞さいはすでに東部の軍勢で満ち、戦せん況きようは掃そう討とう戦の段階に移りつつある。

　ハルトの周囲も、東部諸国の騎士たちによって完全に包囲されていた。

「ハルト・ベルン将軍はこちらかな!?」

　雷らい鳴めいのような声が響ひびいた。包囲の輪をかき分けて、屈くつ強きような初老の偉い丈じよう夫ふが、ハルトの前に現れる。

　風に舞まう空の右袖そでに、ハルトは目を細めた。

「その隻せき腕わん、エルザイムのダルカン・コーディアナ将軍かな？」

「いかにも」

　重々しくうなずいたダルカンが、本題に入る。

「すでに勝敗は決した。これ以上の無意味な流血は望まぬ。剣けんを捨て、降くだられよ。寛かん大だいな処置を約そう」

「確かに、これ以上の抗こう戦せんは無意味か」

　つぶやいたハルトだが、剣を捨てようとはしない。

「多くの若い者らを死なせた。今さらこの老いぼれが生きながらえようとは思わぬ。この一命を以もって、敗戦の責を取る」

　そのまま、自身の首筋に刃を当てる。

「我が首級を見れば、残った者共も剣を捨てよう。先の言葉通り、寛大なる処置を願う」

「……心得た」

「しからば、御ご免めん！」

　言うなりハルトは、自分の首筋を搔き切った。自身の撒まき散らした血の中に、老将の瘦そう身しんが崩れ落ちる。

「お見事」

　敵将の自じ刎ふんを見届け、ダルカンは静かに瞑めい目もくした。




「待て、ラン!!」

　寸前でシオンが間に合った。

　身を乗り出し、伸のばした右手が、辛かろうじて妹の左手首をつかむ。

「放して!!　放してあにさま!!」

　シオンの手で宙ちゆう吊づりになったまま、ランは激しく身をよじる。

「放さない!!」

「クヨウ様が死んだの！　私なんかを庇かばって！　それなのに──それなのに私が生きていていいわけないじゃない!!」

「嫌いやだ!!」

　まるで子供のように、シオンは怒ど鳴なり返した。

「父上も母上も死んだ！　オウマも俺が殺した！　クヨウ兄だって、今！　それなのにお前まで、俺を残して逝いってしまうのか……」

　言っていることは無茶苦茶だ。理り屈くつも何もあったものではない。だが、だからこそ、それは本心なのだと確かに伝わる。

「やめてよ……」

　宙ぶらりんの姿勢で、ランは小さくつぶやいた。

「お願い、やめてあにさま!!」

　ついにランは〈雷塵〉を放った。逬ほとばしった電でん撃げきが、シオンの身を打ち据すえる。シオンに残されたなけなしの源力エーテルでは、とうてい防ぎきれない。

「────っ」

　だがシオンは、悲鳴一つ上げなかった。苦痛に顔を歪ゆがめ、脂あぶら汗あせをかきながら、重い火傷やけどを負った手で必死にランを支え続ける。

「……どうしてなの？」

「あの時、俺の手はお前にまで届かなかった」

　三年前のジルヴァの獄ごく、燃え落ちる屋や敷しきの中、シオンの眼前でランは炎ほのおに消えた。シオンは、ランを助けられなかったのだ。

「もう、あんな思いをするのはご免めんだ！　死んでもこの手は放さない!!　噓だと思うなら、〈雷塵〉で俺を焼き殺せ!!」

「あ……ああ……」

　不意に、ランの目が涙なみだで潤うるんだ。霞かすむ景色の中、ぼやけたシオンの姿が三年前のものと重なりあう。

「あにさま、私──」

　そう、ランがつぶやいた時だった。

「本当に面めん倒どうな兄きよう妹だいだな。兄が妹を助けるのに、一々理屈はいらないだろうに」

　割り込んだセレインが、心底呆あきれたようにそう言った。そのまま手を伸ばし、ランの右手をつかむ。

「猪いのしし女おんな──なんであなたまで」

「もう戦いくさは終わりだ。ならばこれ以上、無む為いに喪うしなわれる命は見過ごせない」

「…………」

　ランは何も答えなかった。ただそれ以上は抵てい抗こうせず、シオンとセレインに身を委ゆだねる。

「さあ、引き上げるぞ、シオン」

「ありがとうな、セラ。本当にありがとう」




　ソーズベル城塞の攻こう防ぼう戦は、クヨウとハルト両将の死を以って終結した。

　敗れたグラニヤ騎き士しも、生き残った者たちの大半は粛しゆく々しゆくと投降。勝利した東部軍も、それを受け入れる。

　城塞の中庭では負傷した騎士や兵士たちが、東部とグラニヤの区別なく治ち療りようを受けている。その中には、タイガの姿もあった。

　地面に敷しかれた綿布の上に寝ねかせられ、カレシンの診しん察さつを受けている。

「まあ、打ち身程度ですな。骨や頭に異常はないようだ。しばらく安静にしていれば、大だい丈じよう夫ぶでしょう。いやはや、あの高さから身を投げてこの程度の怪け我がで済むとは、運の太いお方だ。拙せつ僧そうもあやかりたい」

「…………」

　カラカラと笑うカレシンから、タイガは目を逸らした。つい先ほど、本気で殴なぐり殺そうとした相手の治療で助けられたわけで、なんとも情けない。

「無様だ」

「本当に、無様」

　呻うめいたタイガの隣となりで、同じく横になっていたカナンが、さも馬ば鹿かにしたようにそう言った。

「それで、これからどうする？　昔のよしみがあるし、降参するなら寛大な処しよ遇ぐうを約束するけど？」

　先ほどの自分と同じような言葉で返され、タイガは押し黙だまる。

（これから、か）

　つい先ほど見た光景を思い出す。

　深手を負い、南なん塔とうから海へと転落したクヨウの姿に、タイガは驚きよう愕がくした。シオンの手によるものと見て、間ま違ちがいないだろう。彼のかつての主あるじは、ついに本ほん懐かいを果たしたのだ。

（おさらばでございます、師よ）

　大恩ある師の最期に、タイガは瞑目した。それを横目で見ながら、カナンがつぶやく。

「クヨウ・スランは死に、ラン様はそれでも生きることを選ばれた。一度は身を投げながら、シオン様の手を取って」

「確かに見た」

　それが、ランの選せん択たくならば──

「俺の負けだ。煮にるなり焼くなり好きにしろ」

「素す直なおでよろしい」

　心底から嬉うれしそうに、カナンは笑った。




　南塔最上階の回廊で、シオンは座りこんだまま壁かべにもたれていた。

　その前ではセレインが膝ひざを突いて、シオンの怪我を甲斐かい甲斐がいしく手当てしている。

「満身創そう痍いではないか。早く下に降りて、カレシン師に診みてもらえ」

「ああ、分かってるけど……」

　お茶を濁にごしならシオンは、傍かたわらにうずくまったランの姿を見やる。しゃがみこんだ姿勢で膝を抱だき、深々とうつむいたまま、先ほどから一言も発していない。

　──どうすればいい？

　考えあぐねていたシオンだが、ふとランが髪かみに挿さしていた薔薇ばらの簪かんざしに気づいた。

「それ、つけててくれてたんだな」

「え……うん」

　ようやく、ランが顔を上げた。簪を手に取り、ぼんやりと見やる。

「あにさまが、くれたものだから」

「…………そうか」

　実のところランに買ったものではないのだが、それはつっこまない。事情を知っているはずのセレインも、口をつぐんでいる。

「それで、だな──」

　おずおずと、シオンが話を切り出そうとした時だった。

「ご無事ですのお兄様、セラお姉様!?」

　パタパタという足音と共に、簪の本来の持ち主が駆かけこんで来た。

「ルル!?」

「どうして、ここに」

　突とつ然ぜんの義妹の登場に、シオンもセレインも驚おどろいた。ローゼリアのお付きであるルルがいるということは、すなわち──

「二人の戻もどるのが遅おそいので、迎むかえに来ました」

「殿でん下か！」

　静々と現れたローゼリアに、セレインは慌あわてて騎士の礼を取る。

「そのまま、そのまま」

　いつも通り泰たい然ぜん自じ若じやくとしてにこやかに、ローゼリアは言った。一方のルルは、すっかり目を潤ませている。

「ほ、本当によかったですの、皆みな様さまがご無事で。お兄様も、セラお姉様も──」

　そうしゃくり上げながらルルは、続いて気まずげなランを見やる。

「ランお姉様も」

「はあっ!?」

　思いがけぬ呼びかけに、ランが目を丸くした。

「な、何よそれ!?　何を言っているの、あなた？」

「あら、だってラン様はお兄様の妹なのでしょう？　だったらルルにとっても、姉同然の方ですわ」

「何その理屈、おかしいでしょう!?」

　そんな少女二人のやり取りに、セレインは思いっきり顔をしかめる。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　そんなセレインの反応に、ローゼリアはクスクスと笑った。

「あらあら。でもルルにとっては、あなたもあのランという娘むすめも、共に『お姉様』のようですよ。ならばつまり、あなたたち二人も──」

「やめてください気色悪い！」

　こちらは本気で嫌がっているようだ。そんなセレインの反応を楽しみながら、ローゼリアはシオンに向き直る。

「本当に御ご苦労でした、シオン。あなたの妹の処遇は、わたくしに任せてください。決して、悪いようにはいたしません」

「ああ、頼たのむよ姫ひめさん」

「それにしても──」

　ふとローゼリアが、紫むらさきの瞳ひとみで遠くを見やる。

「これで、終わったのですね」

「いや、まだまだこれからだ」

　ローゼリアの言葉を否定して、シオンは西の空を向く。そちらにそびえるカドラケスの山々を、じっと指さした。

「次は、あの向こうだ」







　　　終章　飛竜乗雲







　王都アクベに帰き還かんしたローゼリアが見たのは、至る所に翻ひるがえる黒い弔ちよう旗きだった。

　エルザイム国王ダマーナ３世崩ほう御ぎよ──

「……噓うそ」

　星せい霊れい宮きゆうの礼拝堂、父王の遺い骸がいを納めた棺ひつぎを前にして、今のローゼリアはただ立ち尽つくすことしかできない。

　ダール半島での戦勝からの帰き途と、国境を越こえたテリナスで、ローゼリアはこの訃ふ報ほうを受けたのだ。軍をダルカンの手に委ねたローゼリアは、わずかな側近と共に先を急ぎ、ここアクベへと戻ったのである。

「お父様……」

　小さなつぶやき声は、ひび割れ掠かすれていた。その優美な肢し体たいが、頼たよりなく揺ゆれた。

「姫様、いけませぬ！」

「ローゼリア様!?」

　傍らのネリーとルルが、王女を支えた。アートルム卿きようやセレインたちも、粛しゆくとして言葉もない。

「どのように、陛下は亡なくなったのです？」

「夜半、眠ねむるように穏おだやかな最さい期ごでした」

　留守役として王を看み取とったサイラス宰さい相しようが、丁てい重ちように説明する。常に変わらぬ伝法な振ふる舞まいの彼でも、やはり主君の死に臨のぞんでは、謹きん厳げんに振る舞うしかないようだ。

「ソーズベルでの勝利を聞き、大層お喜びになられた、その夜のことです」

「そう、ですか……せめて心安らかに逝ゆけたのだと、そう信じたい」

　うつむくローゼリアの前で、棺は開かれた。没もつ薬やくの匂においが立ちこめる中、変わり果てた父王の姿を前に、王女は呼吸を止める。

「ただいま戻りました、お父様。ローゼリアは、ここにおります。死に目にお会いできなかった不孝を、どうかお許しくださいませ」

　冷たく強こわ張ばった骸むくろの手を握にぎり、ローゼリアは切々と訴うつたえた。

「たまらないな」

　ルーベント王国のアルモダン王子が、目を逸そらす。東部連合軍の将しよう帥すいの中では、親しん戚せき筋の彼だけが同行していた。

「もう、よろしいでしょうか？」

　ローゼリアは、無言でうなずく。

「陛下の葬そう儀ぎですが、軍の帰還を待ち、凱がい旋せん式と合わせて執とり行いたいと思います。異例ではありますが、民たみの動どう揺ようを避さけるため、殿下の功績を内外に強く示さねば」

　再び棺を閉じながら、サイラスはこの先の実際的な話を切り出した。

「任せます」

「それと、殿下のエルザイム王への即そく位い式ですが──」

「サイラス、それは不要です。わたくしは、エルザイムの王位に即つくつもりはありません」

　その予想外な一言に、礼拝堂の空気は凍こおりついた。

　腹心であるネリーまでも、驚きに目を丸くしている。アートルム卿のみが仮面の下に、その表情を隠かくしていた。

「そ、それはどういう意味ですかね、姫さん。当面は玉座を空け、摂せつ政しようとして政務を執るとでも？」

　サイラスも動揺したのか、いつもの伝法な物言いに戻ってしまっている。

「いいえ、違ちがいますよサイラス」

　軽く首を振ったローゼリアが、一同を振り返った。

「この先、西方デユシア大陸は大いに揺れるでしょう。グラニヤ一〇万騎きのうち、実に三万が失われたのですから。ここ東部のみならず、南部や西部でも反グラニヤの気運は高まるはず。これからの激動の時代を乗り切るため、わたくしたち東部諸国は、これまで以上に一つとなって立ち向かわねばなりません」

　そっと亡き父の棺に触ふれ、ローゼリアは自身の道を示す。

「そのためにこそ、わたくしはアトーシャ皇主を名乗ろうと思います」

　皇国復興──大だい胆たんなその宣言に、周囲は静まりかえる。

　その中で初めて発言したのは、アルモダン王子だった。その声も、表情も、強張っている。

「それはつまり、我々にもその、新たなアトーシャとやらに従えということかな？」

「いいえ、違いますよ、アル兄様」

　際どいその問いに、ローゼリアは静かな微び笑しようで答えた。

「かつてのアトーシャとも、今のグラニヤとも異なる新たなる大陸の形。わたくしはそれを見つけたいのです」

「新しい大陸の形、か。私程度では、とうてい描えがけそうにないな」

　そう苦く笑しようしながら、王子は話を続けた。

「だけどこの戦いで我らがグラニヤに勝てたのは、君が言う通り東部の力を束ねたからだ。私はこの成果を、今回限りのものにはしたくない。そして東部が一つとなるのならば、そのための象しよう徴ちようは必要だ」

「それでは──」

　眼まな差ざしで問いかけるローゼリアに、アルモダン王子はうなずいて見せた。

「結果は約束できないが、この話をわが父に伝えよう。私個人としては、君の征ゆく道をこれからも見たいと思っているよ──ローゼリア・ラセル・ウナト・アトーシャ」




　ナグザレア伯はく爵しやく家の邸てい宅たくは、アクベの屋や敷しき町のやや北よりに建てられている。

　久々に帰ってきた今の我が家の広間で、シオンはだらしなく長なが椅い子すにもたれ掛かっていた。

「まったく、厄やつ介かいな話を振りやがって」

　向かいの長椅子に腰こしかけたサイラスが、剣けん吞のんな目でシオンをにらむ。

「前もって話くらいはしておいてくれ。政まつ事りごとには色々と段取りってモンがあるんだよ。いきなり振られても困るだろうが」

「悪い。アトーシャ再興についてはもう少し落ち着いてから親父を交えて話を詰つめるつもりだったんだが、姫さんがいきなり突つっ走っちまった」

「そのうち痛い目見るぞ、うちの姫様」

　苦々しげに舌打ちしたサイラスだが、その仕草に悪意はない。

「今のところ、東部ではどの国も東部連盟には前向きだ。あの王子様が言った通り、グラニヤ打だ倒とうって大きな結果を出したからな。で、それなら連盟の代表は言い出しっぺのエルザイムに、ってな話もチラホラある。後は、箔はく付づけとしてアトーシャの名前を引っ張り出す、って方向に持っていければ──」

「何とかなりそうか？」

「まあな。やれやれ、しばらくはまた外回りが続きそうだ」

　そう嘆たん息そくする義父に、シオンは頭を下げる。

「迷めい惑わくかける、親父。それと迷惑ついでにもう一つ──」

「ああ、例の話か。構わねえよ」

「分かった──入って来てくれ」

　シオンがそう呼びかけると、控ひかえの間への扉とびらが開いた。そこにいたのはルルとカナン、そして二人に付き添そわれた、ランとタイガだった。

「お父様、お兄様、お二人をお連れしましたの」

　ルルの先導で、四人は部屋に入る。ランはためらいがちにおずおずと、タイガは無表情のまま静かな足取りで。

　それを見たサイラスが、厳いかめしい表情をつくって立ち上がる。

「ラン・ジルヴァ卿、およびタイガ殿どのだったな。エルザイム宰相サイラス・セーファ・ナグザレアだ。両名の身み柄がらは、当家で預かることとなった」

　とはいえ、物もの堅がたい態度はそこまでだった。破顔したサイラスは、気安く話しかける。

「ま、自分の家だと思って、のんびりくつろいでくれ。部屋は、二階に用意してある。細かいことは、そこのルルとカナンに──」

「……てっきり、虜りよ囚しゆうとして扱あつかわれると思っていました」

　うつむいたランが、そう言葉を震ふるわせる。それを見たサイラスが、苦笑しながらシオンに親指を向けた。

「この国じゃ一応、こいつの父親ってことになってるんでね。その身内を、徒あだや疎おろそかには扱えねえよ。たった二人だけ遺のこされた兄きよう妹だいだっていうのなら、なおさらな」

　はっと顔を上げたランが、まじまじとサイラスを見つめる。

「あ……ありがとう、ございます。宰相閣下──」

　と、それを受けてサイラスは、渋しぶみのある笑えみを浮うかべた。

「フッ、そういう堅かた苦くるしいのはよしてくれ。いっそ『パパ♡』と呼んでくれても、構わないんだぞ」

「やめてくださいませお父様、キモいですの」

「ブオッフワァッ!?」

　実娘の冷やかな目線と言葉で叩たたき切られ、サイラスはその場に崩くずれ落ちた。

「このダメ親おや父じは放ほっておくとして──」

　義父にとどめを刺さしつつ、今度はシオンが立ち上がる。

「お帰り、ラン」

「お帰りって、ここ、私の家じゃ……」

「分かっている。でも──いや、だからこそ、ここでお前とやり直したいんだ」

　どこまでも真しん摯しな、眼差しと声だった。それを見たランは、兄の胸むな元もとに顔を埋うずめる。

「ただいま、あにさま」

「ああ、お帰り」

　そう繰くり返しながらシオンは妹のほっそりとした体を抱だき止め、背筋を優やさしく撫なでさすった。

「…………」

　三年ぶりに交かわされた、兄妹の抱ほう擁よう。それを見たタイガが、目め頭がしらを拭ぬぐう。

「泣いてるの、タイガ」

　傍かたわらのカナンが、揶や揄ゆするようにそう言った。

「悪いか」

「ううん。悪くない」

　侍じ女じよのお仕着せ姿のまま、ランは軽く首を振った。口元に柔やわらかな笑みが浮かび、かすかに目が潤うるむ。

「本当に、悪くない」

　それらを見届けたルルが、パチンと両手を打ち鳴らした。

「さあ、今日はランお姉様とタイガ殿の歓かん迎げい会ですわ。ルルも腕うでを振るいますの。カナン、手伝ってくださいませ」

「了りよう解かい。ラン様の好物ならよく知っている」










　半年後──




　数え切れないほどの大軍が、ソーズベル城じよう塞さいを埋め尽つくしていた。

「ついにこの日が来たのだな」

　隊列の先頭近くで馬に跨またがっていたセレインが、周囲を見回しながらそう言った。上気した横顔には、感に堪たえないといった表情が浮かんでいる。

　翻ひるがえる軍旗は、エルザイムをはじめとする東部諸国のもの。その中にあってひときわ目立つ日輪の旗は、新たに定められたアトーシャの軍旗である。セレインが羽織ったマントにも、同じ紋もん章しようが描かれていた。

　さらに視線を北に転じると、ソーズベル港に錨いかりを下ろした一〇〇〇隻せき近い大船団が見える。

「そうね、ちょっとしたものだとは認めてあげてもいいわ」

　セレインのすぐ隣となりで騎乗していたランが、含ふくみのある口調でそう言った。セレインが横目でじろりとにらむ。

「何か言いたそうだな」

「別に。ただグラニヤの馬揃えパレードと見比べると、ちょっとね。この程度の数で驚おどろいている東部の田舎者は、無む邪じや気きだなって思っただけ」

　そう鼻で笑うランに、セレインのこめかみが引き攣つった。

「ふん。数しか誇ほこれるもののない、北部の蛮ばん人じんに言われる筋合いはない」

「……何ですってえ？」

　今度はランが柳りゆう眉びを逆立てた。二人の女騎士は、視線の刃やいばを激しく交える。

　先に不毛な視殺戦の矛ほこを収めたのは、セレインの方だった。

「本当に、いいのか？　これから私たちが攻せめるのは、その北部──お前の祖国グラニヤなのだぞ」

　やや視線を落としたセレインが、どこか後ろめたそうな声で言った。それを聞いたランが、クスリと笑う。

「あら、ひょっとして心配してくれてるの？」

「多少はな」

「ありがとう。でもいいの」

　けぶるような笑顔でそう言いながら、ランは髪かみをかき上げた。かつて白一色だった髪は、その根元から黒く色づきつつある。

　まるで、かつてのあるべき姿を取り戻もどしつつあるかのように。

「私、もう決めたの。あにさまの道を、一いつ緒しよに進むって。ジルヴァ家の誇りは、今もここにあるから」

　ランはそう答えながら、ささやかな胸の膨ふくらみに、そっと手を押し当てた。

　と、その時、周囲から一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。城塞のバルコニーに、アトーシャ皇主ローゼリア２世が現れたのである。その傍らには、ランの言うあにさま──シオンが、アートルム卿きようの姿で控えていた。

「ついに、我らはこの日を迎むかえました」

　今年の初め、ローゼリアは東部諸国の推すい戴たいによって、新たなアトーシャの女皇として即そく位いした。その優美な姿は東部の代表に相応ふさわしい威いを備え、またその声は風に乗って兵たちの隅すみ々ずみまで届いている。

「ひょっとして〈風ふう陣じん〉を使っているのか？」

「多分ね」

　セレインとランは、小声でそう言葉を交わす。

　と、バルコニーのローゼリアが西の空を見やる。このバルコニーからだと、遥はるか彼方かなたにカドラケス大山脈が霞かすんで見えるのだ。

「今日、我々はあの山を越こえて北部を──グラニヤに向かいます」

　──おおおっ！

　ローゼリアの宣言を聞いて、兵たちの間から一斉に、地鳴りのようなどよめきや喚かん声せいが上がった。

「武む者しや震ぶるいがするな」

　すぐ側そばでザカリアがそうつぶやくのを聞き、セレインは小さく苦く笑しようする。

「先年のグラニヤを超こえる四万騎きの軍をもって、我らは帝てい国こく本土を攻める」

　次いでアートルム卿が、ローゼリアの言葉を引き継ついだ。

「同時にイースナを主力とする艦かん隊たいはソーズベルを出港後、北海の沿岸を攻めることで騎士団を援えん護ごする。また南部のタパーニャ王国や西部のエランド王国も、我らとの盟約により、それぞれの地でグラニヤ領への攻こう撃げきを開始した」

　陸・海両面からの帝国本土同時侵しん攻こう、さらには大陸全土を連ねたグラニヤ包囲網もう──仮面の軍師が滔とう々とうと語る軍略を聞いて、ランは小さく息をつく。

「そう上手うまくいくかしら？　まだまだグラニヤは、底を見せていないわよ」

　小声でつぶやきながら、不意にセレインへと話しかける。

「あなたはどう思うの？」

「私か？　私はただ一いつ介かいの武辺として皆みなの先頭で剣けんを振ふるうだけだ」

　話を振られたセレインだが、迷わずにあっさりとそう答える。続けて、口元に小さな笑みを浮かべた。

「それに私は、あいつを信じているからな」

「…………」

　たちまち半目になったランが、面おも白しろくなさそうにセレインをにらむ。

「言っておきますけど、私はあなたとあにさまのこと認めたわけじゃないから」

「な、何のことだ？」

　顔を赤くしたセレインが、どもりながらそっぽを向いた。それを横目で見たランは、苛いら立だちを隠かくせない。

「……やっぱり私、あなたのことが嫌きらい」

「──奇き遇ぐうだな、私もだ」

　果たして壇だん上じようのアートルム卿──シオンは、彼にとって大切な少女二人の想おもいにきづいているのだろうか？　今はただ軍師として、カドラケス山脈の連なった峰みねを指し示した。

「総員出立！　カドラケスを越こえよ!!」


了









　　　あとがき







　どうも、大おお黒くろです！

　大変お待たせいたしました。

　日常系まったりライトノベル『デシクロ！』３巻をお届けします──って、噓うそタイトルネタもだいぶ苦しくなってきました。

　もうやめます。

　ていうかあれだけ流行はやってた四文字タイトルのライトノベルやアニメ、今はもうほとんど見かけませんねえ。流行り廃すたりの栄えい枯こ盛せい衰すいを見る思いです。

　略りやく称しようとしてならば、ストパン、ガルパン、はいふりといった具合に、空陸海とも揃そろっていますが。




　流行り廃りと言えば、いわゆる『中世ヨーロッパ風の世界を舞ぶ台たいにしたファンタジー』は、今も昔も変わらずに幅はば広ひろい人気や支持を集めていますね。ライトノベルにとっては、王道のジャンルだと思います。

　僕自身、はじめてライトノベルに触ふれたのは、高校の図書室に置いていたロードス島戦記とスレイヤーズでしたね。あとグインサーガ。

　今にして思えば、あれで人生を踏ふみ外はずしたのかもしれません。

　それから大学ではＴＲＰＧに嵌はまって、ストーリーを創つくることや語ることの面おも白しろさに目覚めました。さらにインターネットでのＳＳ投とう稿こう（今でいうなろうみたいなものですね）にも手を出し……

　気づいたら、それを商売にしていました。




　まあ、ファンタジーについてアレコレ語った後で何ですが、以前も言った通り本作『デュシア・クロニクル』は、元々時代劇の構想だった訳でして。

　それはそれ、これはこれ、ということで。




　僕にとってこの物語は、シオンから始まりました。いやまあ、主人公なので当然ではありますが。

　ただ舞台やジャンルが時代ものから戦記ファンタジーになり、シオンも忍にん者じや系主人公から軍師系主人公へと転身したわけですが、彼の根幹となるところはあまり変わっていなかったりもします。

　容姿やパーソナリティー、さらに『故郷に裏切られて家族を失った少年』という設定は、そのままですし。

　セレインやローゼリア、ルルに親おや父じさんあたりも、キャラは割とそのまま引っ張ってきていますね。とはいえさすがにこちらは、名前や容姿をかなり変えてますが。

　今さらながら、時代ものとファンタジーやライトノベルとの親和性を考えてみたり。山やま田だ風ふう太た郎ろう先生とか、もっと遡さかのぼって滝たき沢ざわ馬ば琴きん大先生とか。




　話が横道に逸それてしまいましたね。自分で言うのもなんですが、僕にとってもシオンは、とてもお気に入りの主人公でした。

　彼と、彼を取り巻く人々のことを書かき綴つづるのは、とても楽しかったです。




　本作は、この三巻で一応の幕となります。

　書きたいことは全すべて書き切った──とは言えません。今後の展開も、朧おぼろ気げながら構想してはいました。

　そこまで話を続けられなかったのは残念ですが、それでもシオンの戦いには、一ひとまずの決着をつけられたと思っています。

　帝てい国こく軍の撃げき退たい。

　仇きゆう敵てきであるクヨウとの決着。

　そして何よりも、妹であるランとの和解。

　かつてシオンが故郷のグラニヤで失ったものを、新天地のエルザイムで取り戻もどせたのではないでしょうか。

　無論、これからもグラニヤとの戦いは続くわけですが。




　さて、紙数も尽つきてきました。最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一八年八月　大黒尚なお人と
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